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剣
 けん
 閃
 せん

 が走る。

　銀色に輝く剣身が白い光の尾を引きながら、素早く鮮やかに振るわれる。

　それは不思議な剣だった。

　壮麗な装飾が刻まれており、吸い込まれそうなほどの強い存在感を放っている。

　細身の剣であるが、絶対に折れない、壊れない、砕けない──そんな謎めいた確信を見た者に感じさせる、
凡
 ぼん
 百
 ぴゃく

 の剣とは一線を画す存在。

　──聖剣。

　それを目にした
刹
 せつ
 那
 な

 、この場にいる者は皆、そう直感した。

「くそっ……!?
 」

「はあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　今、赤茶色のコートを羽織った謎の人物がカインに向かって聖剣を振るい、襲い掛かっていた。

　その人物はフードを
被
 かぶ

 り、白い仮面を着けて顔を隠している。

　ボロボロのロングコートに、不気味な仮面。見るからに怪しい
風
 ふう
 体
 てい

 だが、その手に握られている銀色の剣は神々しく、美しい。

　新勇者。

　さっき話題に上っていた正体不明の存在が、早くもカインに接触してきたのだった。それも、明確な敵意を持って。

　太陽が赤く
熟
 う

 れる夕暮れ時、不意打ちのように新勇者がカインに襲い掛かってきた。

「ぐぅっ……！」

　カインの肩から鮮血が噴き出す。

　新勇者は先ほどまで学園街の大通りに並ぶ建物の屋上に身を潜め、気配を消していた。その屋上からカイン目掛けて飛び降り、奇襲を仕掛けてきたのである。

　カインは野生動物のような驚異的な直感によって、敵の攻撃を直前で察知し、なんとか身を
捩
 よじ

 って回避行動を取っていた。しかし完全に
躱
 かわ

 しきることはできなかった。予想もしていなかった新勇者の襲撃に、カインは肩に大きな傷を負ってしまった。

　彼の体が痛みに震える。

　──新勇者と現勇者の戦いが、唐突に始まった。

「なっ……!?
 」

「カイン殿っ……!?
 」

　カインの仲間たちが声を上げる。状況を整理しきれないまま、突然の出来事に動揺するばかりだった。

「…………」

　その混乱に乗じて、すぐさま新勇者が無言で追撃を放つ。すると、その聖剣が
纏
 まと

 っていた白い光が十数個の弾となって飛び出し、カインの仲間たちに襲い掛かった。

「くっ……！」

　新勇者の放った光の弾には強い威力が込められていた。その攻撃にシルファたちは顔を
歪
 ゆが

 ませるが、素早く武器を抜いて
凌
 しの

 ぐ。彼女たちは世界最高峰の実力を持っている。不意を突かれはしたが、すぐに戦闘態勢へと移行し、新勇者の光魔法を防ぎきった。

「ぎゃあああぁぁぁっ……!?
 」

「リズっ……！」

　しかし防ぎきれない者が一人いた。

　リズである。

　勇者チームの見習いである彼女は戦闘経験が浅く、新勇者の攻撃を防げなかった。光の弾をまともに食らい、その場から大きく吹っ飛ばされる。

　地面を転がり、勇者一行のいる場所から一人離れてしまった。

「…………」

　新勇者はまた攻撃の体勢へと移行する。手に握る聖剣に魔力を込め、聖剣が強い光を放つ。明らかに強力な攻撃への予備動作だった。

「くっ……！」

　シルファたちは
後
 ご
 手
 て

 に回っている。

　先ほどの光の弾はなんとか防ぐことができたが、そのため体勢が防御に寄っている。不意を突かれて姿勢が崩れ、新勇者の行動を妨げることができない。

　次の瞬間にも、また強力な攻撃が飛んでくるだろう。新勇者は魔力を高めていくが、シルファたちにはそれを防ぐ余裕がなかった。

　──だが、反撃に移れた者が一人いた。

「おい」

「……っ!?
 」

　カインが鋭く剣を振るう。

　新勇者は慌てて攻撃を中断し、彼の剣の
横
 よこ
 薙
 な

 ぎを辛うじて
躱
 かわ

 した。

　新勇者は身を
強
 こわ
 張
 ば

 らせた。カインの肩に大きな傷を負わせてから、まだ数秒しか
経
 た

 っていない。それなのにカインは戦闘態勢を完全に整え、あろうことか反撃まで加えてきた。

「
舐
 な

 めんじゃねえぞっ！」

「……っ！」

　カインが連続で攻撃を仕掛ける。新勇者はそれを防ぎながら、彼の現状を見て驚く。

　カインの肩からはまだ大量の血が噴き出していた。

　彼は傷になにも処置をしていなかった。血を流しながら、治療もせずに攻撃のみに専念している。痛覚を遮断し、防御を捨て、捨て身で剣を振るっている。

　深い傷から血が流れ出るのも
厭
 いと

 わない、決死の反撃だった。

「おらぁっ！」

「……っ！」

　だが、それは大きく功を奏した。

　カインは無理やりにでも攻勢に回ることで、貴重な数瞬を生み出すことに成功した。新勇者は防御に回らざるを得なくなっている。

　その数瞬によって、彼の仲間たちは態勢を整えることができた。

　全員で攻撃に回れば、不利となるのは新勇者の方である。新勇者にとって、最初の不意打ちで敵を仕留めきれなかったのが大きな痛手であった。

「…………」

「あ、待ちやがれっ……！」

　カインの仲間に囲い込まれるのを嫌い、新勇者はすぐに彼らから距離を取った。猫のような機敏さでその場を離脱する。一瞬の判断で、新勇者はすぐに逃げに転じた。

「逃がすかっ！」

　その場から逃れようとする新勇者を追い、カインたちが走る。

　だが、新勇者の狙いはただの逃走ではなかった。

「む……？」

「あっ」

　新勇者の逃げる先にあるものを見て、カインたちは顔をしかめる。

「いたた……えっ？」

　そこにはリズがいた。

　先ほどの攻撃で吹っ飛ばされたリズは、仲間たちから離れた場所で尻もちをついていた。痛みで頭をくらくらさせていると、一つの影が高速で自分に近づいて来ることに気付く。

　新勇者はリズを標的を定めたのである。

「なっ!?
 　なにをっ……きゃあっ……！」

「…………」

　新勇者は素早くリズの後ろに回り、その体を拘束する。残念ながらリズと新勇者の実力は隔絶しており、彼女にできることは何もなかった。

　リズを人質にするつもりだろうか？　カインたちは新勇者に近づきながら、そんなことを考える。しかし、新勇者の狙いは少し違っていた。

「…………」

　新勇者はポケットの中からあるものを取り出す。

　球体の宝珠、マジックオーブであった。

　このオーブには魔法の力が込められており、一回限りで即座にその魔法を発動させることができる、便利な魔法のアイテムであった。

「む……？」

　そのマジックオーブを見て、カインたちの中に嫌な予感が
過
 よぎ

 る。そのオーブと同じものを最近見たことがあった。色や大きさ、形が全く同じであり、込められた魔法の種類も同じであることが推測できる。希少アイテムであり、用意するのも大変なオーブ。カインたちが魔王城別荘攻略の際、切り札として用意していたアイテムと
酷
 こく
 似
 じ

 していた。

「強制空間転移のオーブかっ!?
 」

「…………」

　カインが答えに
辿
 たど

 り着いた直後、新勇者はそのマジックオーブを発動させる。

　あらかじめ指定した場所に、周囲の人間を強制的に転移させるという空間魔法である。空間魔法は難度の高い魔法であり、普通、発動させるのに長い時間と準備を必要とする。

　そんな魔法を一瞬で発動させてしまうため、空間転移のマジックオーブは強力で、かつ貴重なアイテムとされていた。

「…………」

「わわっ!?
 」

「くそっ……！」

　新勇者とリズの体が
眩
 まぶ

 しい光で包まれる。空間が
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 がり、二人の姿が
歪
 ゆが

 んで消えていく。この魔法が発動されてしまったら最後、もうカインたちにできることはない。

「リズっ……！」

　カインが彼女の名を呼ぶが、返事はない。

　オーブの光が収まるとリズと新勇者の姿は消えていて、カインたちはその場に取り残された。

「……くそったれ！」

　カインが悪態をつき、拳をぎゅっと握る。





　こうして二人の勇者の戦いが始まりを告げるのであった。
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「んんぅ……」

　目が覚めると、そこは柔らかいソファの上だった。

　まだピントの合わない目を
擦
 こす

 り、何度も瞬きをする。革製のソファのひんやりとした感触が頬に当たっていて気持ちいい。

　私、リズはゆっくりと体を起こした。

「ここは……？」

　まだぼんやりする頭を振りながら、きょろきょろと周囲を見回す。

「…………」

　ここはレンガ造りの密室だった。

　地下室なのだろうか、窓らしきものはなく陽の光は入ってきていない。部屋の中に置かれたいくつものランタンが赤い光を放っており、それが部屋を明るく照らしている。

　部屋はやや広めで、大きなソファとテーブルが配置されて、まだ広さに余裕がある。奥には大きな本棚があり、古ぼけた本がぎっしりと詰まっている。

　それらは娯楽小説などではなく、どうやら歴史書とか学術書のようであった。

　室内の気温は低く、部屋の外からは何の音も聞こえてこない。

　当然ながら、こんな場所に見覚えはなかった。

　そうだ。

　私は新勇者との戦いに巻き込まれて、そいつに捕まってしまったんだった。最後に新勇者が取り出したマジックオーブは、きっと強制空間転移のオーブだったのだろう。

　私は無理やりここに連れて来られたわけである。

「…………」

　現状を確認するが、縄や鎖で体を拘束されてはいなかった。

　ただソファに寝かされていただけのようである。ソファは柔らかく、寝起きの体にどこも異常はない。

　寝心地は最高だった。

　もっと寝ていたいくらいである。

　この部屋の外に出られるかどうかは分からないけど、やろうと思えばこの部屋の中を物色することもできるだろう。捕らえられた身でありながら、快適ですらある。

　新勇者の意図が不明であった。

「ん……？」

　そんなふうにいろいろと考えていると、部屋の扉が
軋
 きし

 みながら開いた。

　私は立ち上がる。

「あ、目が覚めたかな？」

「……新勇者、さん？」

　部屋の中に入ってきたのは、先ほどカイン様たちと戦っていた新勇者さんだった。

　赤茶色のボロボロのコートを着て、腰には美しい聖なる剣をぶら下げている。間違いなくさっきの人と同一人物だろう。

「調子はどうだい？　気分が悪かったりしないかな？　なにか不具合があったら遠慮なく言ってくれ」

「…………」

　しかし、先ほどの格好とは大きく異なる点があった。

　仮面を着けていないのである。

　新勇者さんの素顔が惜しげもなく
晒
 さら

 されていた。

「……女性」

　私はぼそりと
呟
 つぶや

 く。

　新勇者さんは女性であった。

　白い仮面を取り、頭や顔を覆っていたフードもない。先ほどまで隠されていた素顔が
露
 あら

 わになっていた。

　暗い青色のショートヘアの、とても
綺
 き
 麗
 れい

 な人だった。

　容姿端麗で、
凛
 りん

 とした目つきをしている。立ち姿も堂々としており、勇者としての力強さや風格が
滲
 にじ

 み出ていた。

　なんとなく新勇者は男性だと思い込んでいたから、彼女の素顔に面食らう。

　彼女の着ているコートはサイズが大きくてぶかぶかであるため、体のラインを見ただけでは、女性だと分からなかった。

「ボクの名前はディア。よろしく頼むよ。リーズリンデ、でよかったかな？」

「…………」

　新勇者さんが自己紹介をする。

　彼女の名前はディアというらしい。

　私の名前も既に知っていた。事前の調査はばっちりということだろう。

　やはりこの新勇者さんは、何かの間違いとかではなく、明確な敵意をもってカイン様に襲い掛かったのだ。

「…………」

　だが新勇者さんが女性であること以上に、驚く要素が彼女にはあった。

「半獣人……」

　彼女の頭には猫耳が付いていた。

　髪と同じ色の毛で覆われた猫耳が、彼女の頭の上で声に反応して揺れる。

「うん、そうだ。ボクは半獣人だ」
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「…………」

　半獣人。

　それは人と獣人の血の混じった種族であった。

　まず『獣人』とは、人間の特徴と獣の特徴を併せ持つ人種のことである。人よりも獣としての姿が前面に出ていることが多く、全身が獣の体毛で覆われ、顔つきも獣の形である者が多い。

　獣人は人族というより魔族に分類される種族だった。

　それに対して、『半獣人』はもっと人間寄りの姿形をしている。

　獣としての特徴は耳と尻尾だけであることが多く、基本的に人の形をしている。聴力が高い、嗅覚が鋭いなどの獣としての特徴は持っているが、ほかは人間と変わりない。

　人と獣人の中間のような存在、それが半獣人であった。

　おそらく、ディアさんのお尻にも猫の尻尾が生えているのだろう。

　ディアさんは猫の半獣人だった。

「半獣人は苦手かな？」

「いえ……そういうわけでは……」

　彼女が不敵な笑みを浮かべる。

　半獣人であるかないかなんてことは関係なく、目の前の女性は勇者様に攻撃を仕掛けた人物だ。しかも勇者様に傷を負わせたのだ。

　十分過ぎるほど警戒するに値する人物であった。

「……私をどうするつもりですか？」

「そんなに身構えなくても悪いようにはしないよ。いろいろ聞きたいことはあると思うけど、その前にちょっと話しておかないといけないことがあるんだ」

　そう言いながら、ディアさんは私の向かいの椅子に腰掛ける。

「とりあえず座りなよ」

「…………」

　促され、私はさっきまで寝ていたソファに腰を下ろした。

「美味しいスコーンを用意したんだ。一つどうかな？」

「……いえ、結構です」

「それは残念」

　ディアさんがテーブルの上にある一口サイズのスコーンを指でつまみ、ひょいと口に運ぶ。
飄
 ひょう
 々
 ひょう

 としており、動作が猫のようにしなやかだ。

　……美味しそうなスコーンである。

　ここが敵地じゃなかったら喜んでいただくのに。

　くそう。

「まず先に言っておかなきゃいけないのは、君には『ボクについての情報を一切口外できない』という魔法をかけさせてもらったということだ」

「え……？」

　ディアさんの言葉に、私は少しきょとんとする。

「ここで見たこと、ボクから聞いたこと、ボクについての情報は、誰にも
他
 た
 言
 ごん

 できなくなるから、そのつもりで」

「それは、えっと……情報規制の魔法ですか？」

「うん、そうだね」

　人の言動を縛る魔法。

　文字通り、私はディアさんについての情報を誰かに伝えることができなくなる。

　そういう魔法だった。

　もし今、誰かに助けられてこの場を脱することができたとしても、私はその人にここであった出来事を説明することができない。

　面倒な魔法だ。

「ほら、喉を見てみて」

「…………」

　ディアさんに手鏡を渡され、私は自分の喉を見る。

　そこには魔法の力が込められた刻印が付けられていた。私はこの喉から彼女についての情報を吐き出すことができない。魔法の刻印はそんな力があった。

　文字を書いて伝えるのもムリである。

「…………」

　眉間に
皺
 しわ

 が寄る私の顔を、手鏡が映す。

　妙な魔法を体にかけられたのだ。良い気はしない。

「……あなたは一体何者ですか？」

　とりあえず、根本的な質問をぶつけてみる。

　情報規制の魔法によって、ここで得た情報は誰にも伝えることができない。しかし、探れる部分は探っておきたかった。

「真の勇者。偽物ではなく、本物の勇者」

「…………」

　ディアさんが私の質問に答える。

　腰の聖剣を抜き、私に見せてくれた。

「これは『聖剣イクリル』。ボクはこの聖剣に選ばれた本物の勇者だ」

「聖剣……」

　目の前にあるのは美しい細身の剣だ。

　剣身は銀色に輝いており、
鍔
 つば

 の部分の装飾が何とも言えず美しい。

　先ほどの戦闘に使われた剣に違いなく、この剣から白い光の弾が出てきて、強烈な攻撃を繰り出した。

　聖剣を扱う資格があるから、勇者。確かにそれは誰もが納得する分かりやすい理屈だった。

「……カイン様の聖剣とは全然違いますね」

　彼の持つ聖剣とは明らかに別種のものであった。

　刃の大きさも、鍔の形も違う。彼女の持つ聖剣の方が細身であり、二つの剣には明確な違いが見て取れた。

　そもそも名前も違う。カイン様の持つ剣は『聖剣アンドロス』であり、今ディアさんが言った名前は『聖剣イクリル』である。

　この世界には二種類の聖剣が存在する？

　そんな話、聞いたこともなかった。

「ボクの持つ剣こそが本物の聖剣。彼の持つ剣は
紛
 まが

 い
物
 もの

 だろう」

「…………」

「偽物の勇者にはその座を退いてほしくてね」

　おいおい。

　カイン様を『偽物』と断じたよ、この人。

　世間様が卒倒するようなことを平然と言ってのける。なんて乱暴で恐ろしい人なのか。

「勇者は二人も要らない。ボク一人で十分だ」

「…………」

　ディアさんが紅茶を口にしながら語る。

　なるほど、彼女の目的が見えてきた。

　要するに、ディアさんは真の勇者がどちらなのか、はっきりさせようとしているのだ。

　後から出てきて自分が本物だと言い張るのは、私からすると図々しいと思うけれど、ディアさん自身は自分の持つ聖剣の方が本物であると信じているようだ。

　……もしかしたら、何か事情があるのかもしれない。

「……仲良くやれませんか？　勇者同士なんですから」

「無理だね。現勇者の持っている聖剣は信用ならない」

「……？」

　聖剣が信用ならない、という彼女の言い回しに少し違和感を覚えた。

「リーズリンデ、君は現勇者を
誘
 おび

 き
寄
 よ

 せるための餌だ」

「餌？」

　ディアさんが人差し指をこちらに向け、
喋
 しゃべ

 る。

「勇者の仲間である君がここにいれば、現勇者は君を救出するためにこのアジトに乗り込んで来るだろう。それが君を誘拐した理由なのさ」

「それは……」

「ボクは『強制空間転移』のオーブを使って、君ごとこの場所に戻ってきた。でもね、空間魔法というものは、そこに魔力の痕跡が残ってしまうんだ」

「魔力の痕跡？」

「そう。その魔力の痕跡を
辿
 たど

 っていけばね、転移先のこのアジトの場所を明らかにすることもできるんだ。容易なことじゃないんだけど、しかし、勇者たちほどの実力ならそれができるはず」

「えっと……」

　頭の中で話を整理する。

　空間転移の魔力の痕跡を辿れば、その転移先が判明する。

　つまり、カイン様たちはこのアジトの場所を解析することができるということだ。そして、私は彼らを誘き寄せるための餌だと、ディアさんは言った。

「そっか、あなたはカイン様たちにわざとこのアジトの場所を知らせて、ここで彼らを迎え撃つつもりなのですね？」

「そういうこと。だから、君にはおとなしくしていてほしくてね」

　新勇者のディアさんは、現勇者のカイン様と決着をつけることを望んでいる。

　そして私の存在は、彼らがこのアジトに乗り込んで来なければならない良い口実なのだ。

「このアジトはね、学園街から馬車で十日以上もかかる遠い場所にあるんだ。現勇者たちをこのアジトで迎え撃つとは言っても、その間は暇だからね。君にはムダに暴れてほしくないんだよ」

「十日以上……」

「まぁ、勇者たちのダッシュは馬よりも速いだろうから、最速で三日か四日ほどでここに辿り着くかもしれないんだけど……どちらにしても、その間は何もすることがないってことなのさ」

「…………」

「お菓子でも食べて、ゆっくりしていてくれ」

　そう言ってディアさんは、また自分の口にスコーンを放り込む。

　くそう。私も食べたい。

　でも毒が入っているかもしれないから、食べられない。

　くそう。

「…………」

　少し冷静になって考える。

　ディアさんは、私に暴れてほしくないと言っているけれど、私にできることは実質何もないだろう。

　私と彼女の間には、大きな実力の差があるのだ。

　不意打ちとはいえ、ディアさんは先ほどカイン様に一撃を食らわすことができた。ほんの短い時間だったけど、勇者一行を一人で相手にして、私を誘拐することに成功した。それがどれほど困難なことか、容易に想像できる。

　多分、私は彼女に手も足も出ないだろう。

　私の体は拘束されていない。お菓子でも食べてゆっくりしていてくれと、緩やかな自由が与えられている。

　しかし、それは余裕の表れ。今から私がどんな行動を取っても、彼女はそれを抑え込む自信があるのだろう。

「……そしてカイン様がここに来たら、私を人質に取って彼を脅すつもりですか？」

「ん……？」

　懸念していることを、なるべく強い口調で吐露してみる。

　現状、私はカイン様たちを
誘
 おび

 き
寄
 よ

 せるための餌であり、そして人質でもある。ディアさんは私にナイフを突きつけながら、私を盾にすることが可能だ。

　いざとなればカイン様は私を見捨て、強い行動を取ってくれると信じているが、そこが心配の種だった。

　しかしディアさんの反応は、私が予想していたものと少し違っていた。

「あぁ……！　その心配は無用だよ、リーズリンデ！　ボクは君を人質にするつもりなんてないからっ！」

「え……？」

「ボクは勇者だ。そんな卑劣な真似はしないさ。リーズリンデ、君は意外と悪いことを考えるね」

「えぇっと……」

　ディアさんがからからと笑う。

　そこに邪気はなく、どこまでも素直な笑顔であった。

「心配しなくても、勇者として
卑
 ひ
 怯
 きょう

 なことはしないつもりさ。それに、今回の作戦では彼との決着はつけない予定だしね」

「え……？」

「勇者たちをこのアジトに
誘
 おび

 き
寄
 よ

 せられれば、それでいい。今回、戦うことは目的じゃない。だから既に目的はおおむね成功しているといっても過言じゃなくてね」

「…………」

　スコーンをつまみながら、ディアさんが軽くそう言う。

　ちょっと彼女の言っている意味が分からない。勇者たちをこのアジトに誘き寄せられれば、それでいい。戦うことは目的じゃない。

　ならば一体、何を狙っているのだろう？

「それは、どういう……？」

「まぁ、いずれ分かるよ」

「…………」

　簡潔な言葉で締められる。聞いても説明してくれなそうだった。

　ちょっと別の質問をしてみる。

「ちなみに、王族親衛隊隊長のブライアン様とディアさんのご関係は？」

「……誰だい、それ？」

　ディアさんが今日初めてきょとんとした顔を見せる。

　あ、これマジで知らないやつだ。

　あの人本当になんも関係ないのかよ。

　ブライアン様は新勇者を仲間に引き入れる、と息巻いていたようだが、当のディアさんには自分の存在すら認知してもらえていなかった。

「まぁ、そういうわけで、君には三日か四日この部屋で過ごしてもらうことになる。言うまでもないことだと思うけど、抵抗は無意味だよ。君の実力じゃボクには
敵
 かな

 わない」

「……分かってますよ」

　ディアさんが
釘
 くぎ

 を
刺
 さ

 してくる。

「退屈だろうから本でも読んでゆっくりと過ごしてくれ。そこの本棚に、あー……娯楽小説の
類
 たぐい

 はないんだけどさ。スコーンや紅茶は、本当に毒なんて入ってないから安心して食べてくれ。話し相手が欲しかったら、まー、
僭
 せん
 越
 えつ

 ながらボクが務めよう。面白い話なんてできないけどさ」

「ご丁寧に、どうも……」

　小さくぺこりとお辞儀をすると、彼女から軽く会釈を返された。

「じゃ、ごゆっくり」

「…………」

　そこで、一旦話に区切りがつく。

　ディアさんが、先ほどまで着けていた白い仮面を着け直す。フードもまた
被
 かぶ

 り、カイン様たちに襲い掛かった時と同じ格好となった。

　顔が見えなくなり、性別すら見分けがつかない状態に戻ってしまう。

　そして彼女は私から離れ、本を読み始めた。小難しそうな本を棚から取り出し、真剣な表情でそれを読み始める。

　暇つぶしに小説を読んでいるという感じではない。何かやるべきことでもあるのだろうか、調べ物を始めたような雰囲気であった。

「…………」

　会話は途切れ、沈黙が続く。

　私は体の力を抜き、ソファに深く体を預けた。

　なんというか、新勇者は少し意外な人物であった。

　彼女は尋常な相手ではない。カイン様に攻撃を仕掛け、勇者一行を相手にしながら私を誘拐できたなんて、普通じゃない。とんでもない相手であった。

　底が知れない不気味さを感じる。

　彼女は自分の持つ聖剣こそが本物であり、偽物のカイン様を打ち倒したいと語っているけれど、それがどこまで本当なのか判断できない。

　どうも本当のことを語っていない感じもある。彼女の本性はまだ
掴
 つか

 めない。

「…………」

　でも、なんだろう。

　なんとなく、悪人ではないっぽい感じがした。

「…………」

　なぜ私はそう感じたか、考えてみる。

　彼女が悪人ではないと思った要因。

　それはやはり『情報規制の魔法』だ。

　それは彼女にとって必要な魔法だったのだろう。私に魔法をかけ、ここで見聞きしたことを外に漏れないようにする。私がこのアジトから救出されても、カイン様たちにディアさんとの会話の内容を伝えることはできない。

　しかし、そんな魔法をかけなくても、もっとずっと手っ取り早い方法がある。

　私を殺してしまえばいいのだ。

　カイン様たちがこのアジトに乗り込む明確な理由を作るため、私を捕らえたというのは分かるけれど、今ここで私を殺してもその目的は果たされる。

　なぜなら今のカイン様たちには、私が殺されているかどうかなんて分からないから。

　仲間が生きている可能性がある以上、カイン様たちは仲間の救出に全力を尽くす。そういう人たちだ。

　だから今ここで私を殺せば、ディアさんについての情報
漏
 ろう
 洩
 えい

 を防ぎ、人質がこの場で暴れるかもという面倒な可能性も排し、カイン様たちをこのアジトに
誘
 おび

 き
寄
 よ

 せるという目的も達成できる。

　たくさんのメリットがあるはずだ。

　でも、ディアさんはそれをしようとはしない。

　私を殺さず、人質にもしようとせず、回りくどい情報規制の魔法をかけているのだ。逆に言ってしまえば『情報規制の魔法』の存在は、私がこのアジトから生きて外に出ることを想定していると言ってもよかった。

　とても気を使っている。

　彼女はいろいろなことに配慮しながら、この作戦を進めているのだ。

「…………」

　ディアさんが用意してくれたスコーンを口に入れる。さくさくとした食感が美味しく、甘さもちょうどいい。

　やはり、毒はなかった。

　彼女という人間の根本が透けて見えるようだった。

「ふぅむ……」

　さて、これらのことを踏まえ、私がこれからどんな行動を取るべきかを考えなければいけない。

　ディアさんも言っていた通り、私にできることなんて何もないのだろう。私と彼女の実力には大きな差があり、私の抵抗など完璧に封殺されてしまうはずだ。

　しかし、カイン様たちのために何か少しでも役に立てるのならば、私はそれを実行するべきなのだ。

　初めから何もかも無理だと諦めて、三日か四日もぼんやり過ごすことは許されない。可能性を探らないといけない。

「んんー……」

　自分に何ができるのか、何が無理そうか、それらを精査する必要がある。
囚
 とら

 われの身で何かをするのは大変なことだ。

　しかし、焦る必要はない。ディアさんによれば、カイン様たちがこのアジトに
辿
 たど

 り
着
 つ

 くまでには、最低でも三、四日かかるとのことである。

　それまでに何か良いアイディアが浮かべばいいのだ。

　時間はまだたっぷりある。

　これから三日間の会話で、彼女の人となり、性格、彼女の過去などをもっと知ることができるかもしれない。

　対話を重ね、彼女のことをよく知ること。

　今の私にはそれしかできない。

　そして、どうしてだろう、その対話こそが一番重要なことなのだと、私は予感していた。彼女のことを知り、彼女の事情を把握することこそが、この問題を解決するために必要不可欠なことなのだと、私は直感している。

　ディアさんとよく話をし、無難に情報収集を頑張りながら、この三日間で何かできることを探っていく。

　これからの自分はそう動こう。三日か四日の、長く静かな戦いの始まりだ。

　スコーンを頬張りながら、私はそう決心した。

「んー……」

　じゃあ、彼女とどんな会話をしようか。

　何を話すべきか。どんな情報を仕入れるべきか。

　そんなことを考えていた時だった。

「……ん？」

「え……？」

　──突然、空間が
歪
 ゆが

 んだ。

　ディアさんの背後に高濃度の魔力が集中していく。その空間部分が黒く淀み、ぐにゃりと
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 がっていく。

　不意に発生した魔力の渦。

　あまりに突然な現象に、私とディアさんの反応が遅れる。

「……あ」

　私はこの魔力の渦に見覚えがあった。

　それはカイン様たちが魔王城別荘を攻略しようとしていた時のこと。私はクオン様に
嵌
 は

 められて、魔王城別荘へとワープさせられてしまった。

　私はその時、黒い魔力の渦に巻き込まれたのだ。

　
空
 くう
 間
 かん
 歪
 わい
 曲
 きょく

 の魔法。

　クオン様が使った超高難易度の
荒
 あら

 
技
 わざ

 であった。

　そして今、それと同じものが目の前で広がっている。そんな難しい魔法を使える人が何人もいるはずはなく……。

　その空間の歪みから飛び出してきたのは、私の予想していた人物だった。

「おらぁっ……！」

「どりゃあああぁぁぁっ！」

　黒い魔力の渦から、カイン様とクオン様が飛び出してきた。

「……っ!?
 」

　ディアさんが明らかに動揺している。

　白い仮面を着けているから表情は見えないが、体がビクンと跳ね、筋肉が硬直してしまっている。

　──三日分の道程を無視して、いきなりカイン様とクオン様がこの場に姿を現した。

「うらああぁぁっ！」





[image: ]






「っぅ……！」

　現れざま、カイン様が聖剣を大きく振り下ろす。

　空間の
歪
 ゆが

 みはディアさんの背後に現れ、彼女はまだ振り向くことができていない。完全に反応が遅れてしまっている。

　完璧な不意打ち。

　カイン様の剣が、ディアさんの背中を大きく斬り裂いた。

「ぐうううぅぅぅぅっ……!?
 」

　ディアさんの背中から鮮血が噴き出す。

　彼女はカイン様たちがここにくるまで、三日以上かかると予想していた。まさか空間を
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 げる魔法の使い手がいるとは思いもしなかったのだろう。

　クオン様は元魔王だが、まだ人族の間で、その存在は公表されていない。

　ディアさんにとってクオン様の存在は予想だにしないものであり、この奇襲は想定外のようであった。

「だらあぁっ！」

「くっ……！」

　カイン様は追撃するが、ディアさんが素早く聖剣を抜き、辛うじて彼の攻撃を防ぐ。

　背中に大きな傷を負いながら、ディアさんはなんとかカイン様の攻撃から身を守った。

「リズ、無事かっ!?
 」

「は、はいっ！　無事ですっ……！」

「そうか！」

　カイン様からの問いかけに、私は声をうわずらせて返事をする。

「ふははははっ！　ダークサンダーっ！」

「くそっ……！」

　クオン様が闇の力を
纏
 まと

 った雷撃を放つ。

　黒い雷が部屋いっぱいに広がり、逃げ場のない攻撃が襲ってくる。ディアさんは聖剣を盾としてその魔術を防ぐが、防戦一方となっている。

　先ほどの学園街での戦いとはまるで逆の展開。

　カイン様たちが不意打ちを仕掛け、完全に彼らのペースとなっていた。

「おらっ！」

「ぐぅっ……！」

　カイン様がディアさんを蹴り飛ばす。

　彼女の体が、部屋の壁に
叩
 たた

 きつけられた。

「今来たぞ！　リズは無事かっ!?
 」

「大丈夫ですか!?
 　リズさんっ……！」

「シルファ様！　メルヴィ様っ！」

　カイン様たちが戦っていると、空間の
歪
 ゆが

 みから次々に新たな人物が現れる。シルファ様、メルヴィ様、レイチェル様、ミッター様、ラーロ様……。

　勇者チームのメンバーが続々と姿を現した。

「ちぃっ……！」

　こうなってしまったらディアさんは絶体絶命。敗色は濃厚となった……と思ったのだが、そこからのディアさんの動きは早かった。

　不利を悟るや否や、ディアさんはすぐに逃げに回った。

　何の変哲もない壁際まで移動し、そのレンガの壁を叩く。

　それは何の意味もない行動のように思えたが、どういうことかすぐに壁に変化が起きた。ただの壁であった場所が扉のように開き、その奥に道が現れた。

「なにっ……!?
 」

「隠し扉かっ！」

　ディアさんはこの部屋に仕掛けられていた隠し扉を開いたのだった。

「…………」

　彼女が無言で隠し扉の向こう側へと走り去る。

　背中から血を
滴
 したた

 らせたまま、狭い通路を逃げていく。

「待てっ！」

　当然、カイン様は彼女を追う。

　しかし、彼はすぐに足を止めた。

「どうしたのじゃ、カイン！　なぜ止まるっ!?
 」

「……
罠
 わな

 だ」

　ディアさんを追わず、カイン様は薄暗い通路の中を鋭い目つきで観察していた。

「……そこら中にトラップが仕掛けられてやがる。多分、あの新勇者の野郎には反応せず、俺たちにだけ反応するタイプのトラップだろう」

　カイン様が新勇者のことを野郎という。

　ディアさんは仮面を着けてフードを
被
 かぶ

 っていた。だからカイン様は彼女の性別を誤解したままだった。

「ふむ、それではあの新勇者には逃げられてしまうな。慎重に進まなければトラップに掛かるが、慎重に進んでいたらあの新勇者には追い付けない」

「……用意周到だったってわけか」

　そう話し合っている間にもディアさんは素早く通路を駆け抜け、すぐにその姿は見えなくなる。

「…………」

　カイン様が頭を
掻
 か

 く。

　私たちは新勇者のディアさんを取り逃がした。

「……リズは無事なんだな？」

「は、はいっ！　皆さん、助けに来てくださってありがとうございますっ！　ご迷惑をおかけしましたっ……！」

「ならいいか」

　最低限の目的は達成したと言わんばかりに、カイン様は体の力を抜き、武器をしまう。リーダーが緊張を解くのを見て、仲間の皆さんも大きく息を吐く。

　戦いは終わった。

　新勇者ディアさんと現勇者カイン様の戦いは唐突に始まり、一瞬で終わった。

「それで？　リズ、ここで何があった？」

「それは……」

「……ん？」

　カイン様が私にこの場所で起こったことを聞いてくるが、うまく口が開かない。

　今、私には情報規制の魔法がかけられている。ディアさんに関するあらゆる情報を口外できない状態になっている。

「どうした？　リズ？」

「あ……、あのあの、もしかしてリズさん、情報規制の魔法にかかってます？」

「…………」

　メルヴィ様が私の異変に気付き、私の喉の部分に顔を近づける。

　私の喉には魔法の刻印が刻まれている。そのせいで、私はディアさんについての情報を
喋
 しゃべ

 ることができない。

　メルヴィ様は私の喉をじっと観察し、そして
頷
 うなず

 いた。

「やっぱり……リズさんは新勇者さんに情報規制の魔法をかけられているようです」

「それって、ここであったことを話せなくなる、みたいなことか？」

「ですです」

　さすが勇者様一行。私にかけられた魔法について、すぐに気付いてくれた。

　助かる。

「メルヴィ、その魔法を解除することはできねえのか？」

「えぇっと……なかなか頑丈なプロテクトがかけられているみたいで……。解除に三週間ほどかかっちゃうかと思います」

「メルヴィでも三週間かかるのか……」

　メルヴィ様は聖女であり、言うまでもなく魔法に精通したお方だ。

　あらゆる
呪
 まじな

 いや状態異常を瞬時に治す魔法の達人であり、今までにどんな魔法も払いのけてきた人だった。

　そんな彼女が私にかけられた魔法を解除するのに三週間もかかるという。ディアさんの魔法技術の高さが
窺
 うかが

 えた。

「……新勇者の野郎は容易な相手じゃないってことか」

「ですです」

「全く、面倒だ」

　カイン様がこの部屋のソファにどすんと座る。

　ふんぞり返り、かったるいという感情を全身で表現していた。

「……よく見るといい部屋だな。こんな秘密基地を持ってるなんて羨ましい」

　カイン様がこの部屋を見回して言う。

「地下、かな？　ここは？　地下にある秘密基地なんて、なんだか心がくすぐられるね」

「男の子の憧れ、とかいうやつ？　ミッター？」

「……うちも秘密基地作るかぁ」

　この地下のアジトの存在に、カイン様とミッター様が心を揺さぶられていた。

　男のロマンというやつだろうか。

　二人はさっきディアさんが開いた隠し扉を、羨ましそうな目で眺めていた。

「そこのスコーン、美味しかったですよ。毒は入っていませんでした」

「ほう」

　みんなで机の上のスコーンをつまむ。

　先ほどの猛襲が
嘘
 うそ

 のように、他人のアジトでのんびりした時間を過ごす。

「さて、俺たちは新勇者を痛い目に遭わせ、無事第一目標を達成したわけだが……」

「一瞬だったわね」

「改めまして皆様、助けてくださって本当にありがとうございました」

「おう」

　カイン様が話のまとめに入る。

「とりあえず作戦は終了だ。俺たちは学園街に帰還する。このアジトは占領して、軍を派遣して徹底的に調査させよう。何か分かることがあるかもしれねぇ」

「あぁ、私が兄様に言って、騎士団を派遣してもらおう」

「じゃあ、そこらのことはシルファに頼む。俺たちはこれから新勇者対策を講じる必要が出てきた。新勇者は想像以上に油断ならねぇ奴だったし、びっくりするほど早いアプローチだった。しばらくは対新勇者を意識して活動する。いいな？」

「はい！」

　カイン様が新勇者ディアさんに対して警戒心を
露
 あら

 わにしている。

　この敵は、
有
 う
 象
 ぞう
 無
 む
 象
 ぞう

 の取るに足らない存在などではなく、自分たちを
脅
 おびや

 かす可能性のある敵であると認識しているようだ。

　カイン様がディアさんの強さを認めていることが見て取れた。

「さて、じゃあそろそろ帰還するわけだが……ラーロ、どうだ？　なんか目ぼしいものはあったか？」

　カイン様がラーロ様に声を掛ける。

　ラーロ様はこの部屋にある本棚を
漁
 あさ

 っていた。

　さっきディアさんが言っていた通り、この本棚には娯楽小説のようなものはないらしい。並んでいる背表紙はどれも古ぼけていて、なんとなく小難しそうな感じだ。恐らく勇者に関わるなんらかの研究書とか、歴史書だと推測できる。

　新勇者がどんな文献を集めているのか、これらの本からどんな情報が得られるのか、ラーロ様は先に調べ始めていたのだ。

　とはいえ、皆さんがこの部屋に
辿
 たど

 り
着
 つ

 いてからまだそんなに時間は
経
 た

 っていない。そんなにすぐに重要な手掛かりが見つかるはずもなく……、

「……興味深い資料が見つかったのぅ」

「お？　
早
 はえ

 ぇな？」

　……と思ったら、ラーロ様はもう既に何かを見つけたようだ。

　私たちは彼に近づく。

「どんな情報なんだ？」

「……二本の聖剣に関する資料じゃ」

「なんだって？」

　カイン様の眉がぴくりと動く。

　二本の聖剣。

　それは二人の勇者に関する、極めて重要な情報だった。

　思えばディアさんも、この聖剣の存在をとても重要視していた。自分の持つ聖剣こそが本物で、カイン様の持つ聖剣は偽物。そう言っていた。

　いきなり今回の問題の核心に近い情報が与えられ、皆が息を
呑
 の

 む。

　ラーロ様が語り始めた。

「要約すると、こうじゃ」

　その文献には『聖剣』に関する歴史が
纏
 まと

 められていた。





　聖剣の歴史の始まり。

　それは約二千年前の、神話として語られる『天地戦争』という戦いからであった。

　神様と悪魔が戦う大戦争。

　人間はその戦いに巻き込まれ、たくさんの死傷者を出してしまった。

　しかし、それを哀れに思った神様は人々に力をお与えくださった。

　それが『聖剣イクリル』。

　人類の歴史上、初めての聖剣の登場だ。

　その『聖剣イクリル』によって、使い手は地獄の悪魔からの攻撃を退けていく。悪魔による
厄
 やく
 災
 さい

 から人類を守り、神様の手助けをしていった。

　そして『天地戦争』が終わった時、その聖剣の
担
 にな

 い
手
 て

 は『勇者』と呼ばれるようになっていた。

　人類史上初めての『勇者』の誕生であった。

　以後、人類は何度もさまざまな厄災に見舞われるものの、『聖剣イクリル』の力で危機をはねのけていく。

　魔族の侵攻、暴獣の目覚め、大災害……。

　神様から与えられた聖剣イクリルの力に助けられ、時代時代の勇者たちはあらゆる厄災を乗り越えてきた。

　だがしかし、今から約八百年前に、謎の聖剣が姿を現す。

　その名も『聖剣アンドロス』。

　当時、魔王が世界を征服しようとしていたが、その『聖剣アンドロス』が『聖剣イクリル』に取って代わり、その時代の魔王を討ち滅ぼした。

『聖剣イクリル』が封じられたまま、『聖剣アンドロス』が世界を救う。

　世界の人々は二つの聖剣を誤認した。

　昔からの伝承通り『聖剣』が世界を救ったとして、世界はその時の勇者を称賛する。人族の中の多くの国がこぞってその勇者に名誉と栄光を与え、地位を約束する。

　世界中で、二つの聖剣に対する認識がごっちゃとなっていた。

　突如現れた『聖剣アンドロス』が、今まで活躍していた『聖剣イクリル』と同一視されてしまったのである。

　それ以降、歴史の主役となるのは『聖剣アンドロス』の方となる。

『聖剣イクリル』は封じられたまま、『聖剣アンドロス』が表社会に現れ、活躍するようになった。

　いつしか二つの聖剣の地位は入れ替わり、今の時代、聖剣と呼ばれるのは『聖剣アンドロス』となる。

『聖剣イクリル』は忘れ去られ、歴史の中に埋もれていった。

　しかし、『聖剣アンドロス』は由来のはっきりしない謎の聖剣である。およそ八百年前、いきなり歴史の表舞台に現れ、そのまま活躍するようになった。

　どこから来たのか、誰から与えられたのか、どのようにして作られたのか。

　何一つ分からない。

　根源を探っても、全てが謎に覆われていた。

　一方『聖剣イクリル』の由来ははっきりしている。

『天地戦争』の際に『神界』から与えられた聖なる剣。神様から与えられた力であり、信頼できる存在であるという。

　謎の『聖剣アンドロス』とは一体何なのか。

『聖剣イクリル』の使い手たる自分は、由来の知れないもう一方の聖剣を信頼するわけにはいかない。





「……と、この資料には書かれておるの」

「…………」

「…………」

　ラーロ様の解説を聞き、私たちは無言になる。

　カイン様の持っている聖剣は『聖剣アンドロス』である。世界中で認められている聖剣だが、この資料では由来不明とされている剣。

　一方、ディアさんの持っているのは『聖剣イクリル』である。神様から与えられたとされる剣である。

　この情報をどう解釈すればいいのか分からなかった。

「この資料は恐らくあの新勇者が
纏
 まと

 めたものじゃの。私見がいくつか注釈されておる。二つの聖剣が誤認されるようになった時代の歴史を探るのは難しかったが、膨大な量の文献を調べ上げることによってこの結論に
辿
 たど

 り
着
 つ

 いた、と書いておるの」

　そう言って、ラーロ様は後ろにある本棚を見た。

　大きな本棚にずらりと並ぶ古ぼけた本。これらは全て聖剣にまつわる歴史書なのだろう。ディアさんはこの資料を読み解いて、この結論を出したのだ。

「ふぅむ……」

　カイン様が腕を組む。

「この情報を、バカげた考え、と一笑に付すことは簡単だが……あっちはたくさんの文献を集めてこの結論を出した。この資料の中身を否定したかったら、俺たちも明確な根拠を示す必要があるだろうな」

　彼は冷静であった。

　ディアさんの資料を感情的に否定せず、現状を分析しようとしている。

「カイン殿の聖剣は、あなたの実家が代々守ってきた聖剣であると聞いておるが？」

「確かに俺の剣は実家が守ってきたものだが……さて、そこから何かしらの情報が出てくるかねぇ？　八百年も昔のことだ。先祖の教え通りに代々守ってきて、その由来とかは何も分かりませーん、みたいなことはありそうだな」

「んー、確かにあるかもしれないな……」

　皆で首を
捻
 ひね

 る。

　この資料に書いてあること。

　それを否定することは、今この場ではできそうになかった。

　この資料に書いてあることが本当だとは限らない。敵からの情報であり、疑ってかかるのは当然だ。

　しかし、だからといって完璧に否定できるだけの根拠もなかった。

「…………」

　そこで、私ははっとする。

　ディアさんとの会話の中で、彼女はこう言っていた。

　勇者たちをここに招くことは、戦うことが目的じゃない。このアジトに
誘
 おび

 き
寄
 よ

 せられればそれでいい。確かにそのようなことを言っていた。

　彼女はきっと、この資料をカイン様たちに見せることが目的だったのだ。

　自分の『聖剣イクリル』が本物である根拠を提示し、カイン様の持つ『聖剣アンドロス』への信頼を揺るがす。

　そのために、彼女は勇者一行がこのアジトに来るように仕向けたのだろう。

　彼女はカイン様の聖剣を信用ならないと言っていた。偽物の勇者にはその座を退いてほしいと言っていた。

　自分の持つ聖剣の正当性をアピールし、カイン様たちを揺さぶろうとしていたのだ。

「…………」

　しかし、これらの考えは情報規制の魔法により、私は皆に伝えられない。

　それが歯がゆかった。

「まぁ、難しく考える必要はねぇ。結局は敵からの情報だ。頭っから信じてやる義理もねえだろう」

「それはそうね」

　カイン様は気楽な様子で頭をぽりぽりと
掻
 か

 く。

　分からないものは分からない。それがこの場での結論だった。

「ふぉっふぉっふぉ。この資料の最後に熱烈なラブレターが書いてあるぞ？　カイン殿」

「ラブレター？」

　唐突に笑いだすラーロ様に、カイン様は眉を
顰
 ひそ

 める。

　ラーロ様は資料を持ち上げ、そこに書いてあることを読み上げた。

「『勇者の名と聖剣を捨てろ、カイン。世界はボクが救っておく』」

「「「「…………」」」」

　それを聞き、皆の顔が
強
 こわ
 張
 ば

 る。

　彼に勇者を辞めろなんて言う、怖いもの知らずの人間がこの世にいるとは。あまりに大胆な意見に、皆は息を
呑
 の

 む。

　しかし、カイン様だけが楽しそうに笑っていた。

「おもしれーじゃねぇか」

　口の端を吊り上げ、彼らしい邪悪そうな笑みを浮かべている。

　最高のおもちゃを見つけた捕食者のように、くつくつと笑い声を漏らしていた。





　思わぬ強敵の出現に、カイン様は拳を強く握る。

　こうして、現勇者と新勇者の戦いは激しさを増していくのであった。









第51
 話　【現在】くノ一と
媚
 び
 薬
 やく












　街の中で怒号が飛び交っている。

　とある一角でケンカが起こっていた。大の大人二人が拳を固めて殴り合い、顔を腫れさせている。その二人を野次馬が囲んでおり、殴れだの蹴れだのと叫び声を上げている。

　真っ昼間だというのに酔っぱらっているのだろう。

　そこにいる人は皆顔が赤く、足をふらつかせていた。

「……ははは、活気がありますね？」

「ここはいつもこんな感じだな。教育に悪いから、リズはあまりジロジロ見ないように」

「は、はーい……」

　カイン様の軽い説明に、思わず乾いた笑いが漏れる。街で起こるケンカを尻目に、私たちはとある目的地に向かって道を突っ切っていた。

　この街の名前はガイアウク・ダウン街という。

　学園街から馬車で三時間ほどと比較的近い場所にある街であり、そしてやや治安の悪い地域であった。

　学園街は、国の威信をかけて教育環境が整備された街であり、治安はすこぶる良い。

　逆に言ってしまうと、風俗店とか賭博場とか、治安の悪くなる要素はあの街から排除されている。

　しかし、そういったものは一定の根強い需要があるのだ。

　学園街から立ち退きになっても人が求めた要素。そういったものがこの街に集まり、このガイアウク・ダウン街を造り上げていた。

　以前、私やサティナ様たちが迷い込んだ色街があるのもこの街だ。

　あの時はなぜかヴァネッサさんやスミレさんなど、歴戦の遊女たちに強い尊敬の念を抱かれ、盛大に歓待されたけど、あれは一体なんだったのか……。

　それはさておき、今私たちのいる場所はガイアウク・ダウン街の中でも、かなり治安の悪い場所だ。ヴァネッサさんたちのいる色街の区画は比較的整備が行き届いているが、この区画は街のスラムといったような場所だった。

　ガヤガヤと騒がしい。掃除は行き届いておらす、街のあちこちに汚れがこびり付き、ゴミが放置されている。

　ケンカや暴力沙汰がはびこる、不健全な場所だった。

「今日は何の用事でここに来たんですか？　私は何も知らされてないんですけど」

「まぁ、着いてからのお楽しみというやつだな」

「別に大したもんじゃねえけどな」

　今この場にいるのは私、シルファ様、カイン様、メルヴィ様の四人である。

　ちょっと用事があるから付いて来いと言われ、カイン様たちと一緒に来たが、目的地がどこなのかは知らされていない。

　新勇者ディアさんへの対策の一環だとは想像できるが……。何も分からないまま、私は彼らと一緒にこのガイアウク・ダウン街に足を運んでいた。

　ちなみに、この街へは馬車を使わず自分の足で走って来た。

　勇者様たちは馬よりも足が速い。体を鍛えているからこそ、乗り物に乗るよりも自分で走った方が早いという謎の現象が生まれていた。

　当然私も彼らに巻き込まれて、走らされている。

　……これからの移動手段は、走ることが多くなりそうだ。

「着いたぞ、ここだ」

　なんてことを考えていたら、カイン様がとある建物の前で足を止める。

　どうやら目的地に着いたようだ。

「……ヨロズノシチヤ？」

　建物の看板を読み上げる。

　シチヤ……質屋さん、かな？

　質屋さんに一体なんの用があるんだろう？

「ういーっす、邪魔するぞー」

　カイン様が扉を開け、店の中に入る。

　扉に付けられた鐘がカランカランと音を立て、私たちの来訪を店の中に伝えていた。

「いらっしゃい……あぁ、カイン君」

「おぅ、デーヴィット。依頼を持ってきたぞ」

「あぁ、ありがたいですね」

　デーヴィットと呼ばれた男性が私たちに対応する。

　この質屋の店員なのだろう。カウンターの奥で悠々と新聞を読んでおり、とても暇そうにしていた。

　店の中にお客さんはいない。棚一杯にさまざまな品物が並んでおり、質屋らしい雑多な様相を呈している。やはり土地が悪いのだろうか。スラム街の中に建てられたこの店には
閑
 かん
 古
 こ
 鳥
 どり

 が鳴いていた。

「話は聞いてますよ。新勇者の件で大変なんだってね？」

「いきなりちょっかい掛けられていい迷惑だ。言うまでもなく、今日はその件で来た」

「はいはい、分かってますよ」

　店員のデーヴィットさんという方は、痩せ型で身長の高い人だった。ボロボロの服を着ているが温和な感じだ。カイン様と気楽に話している。

　しかし、なんだろう？

　なんとなく、この人にはピシッとしたスーツが似合いそうな気がした。

　なぜだかよく分からないが、そんな気がした。

「なら話が
早
 はえ

 え」

　カイン様が乱暴な様子でテーブルの上に肘をつく。

「依頼は新勇者についてだ。今持ってる、奴の情報をよこせ。そしてこっちの要求する調査をこなしてくれ」

「はいはい、そっちの依頼は店の奥でお願いしますよ」

「店に客いねえんだから別にいいだろ」

　デーヴィットさんが新聞を下ろし、ゆっくりと立ち上がる。

「……？」

　私は二人の会話に疑問を覚えた。

　ここは質屋のはずだ。物品を質にとり、客に金銭を貸すお店である。

　それなのに、なぜカイン様は質屋で新勇者さんの情報を得ようとしているのだろうか？

　デーヴィットさんもカイン様の要求に疑問を感じていないようだ。二人は質屋としての機能を全く使おうとしていない。

『そっちの依頼』って、どういうことだろう？

　私は小さく首を
捻
 ひね

 った。

「いやいや、シルフォニア様にメルヴィ様、お久しぶりです。お元気にしてらっしゃいましたか？」

「うむ、デーヴィット殿も息災そうで何よりだ」

「そのその、わたしたちの拠点の近くにも、店舗を出してくださってありがとうございます。とっても便利でありがたいです」

　シルファ様たちも彼と和やかに会話をしている。やはり、この店とデーヴィットさんのことを知らないのは私だけのようだった。

　デーヴィットさんがぽりぽりと頭を
掻
 か

 きながら
喋
 しゃべ

 る。

「さすがに学園街の中に出店するのは難しくてですね……まぁ、この街はこの街で面白い情報が集まってくるからよかったんです……が……」

「……？」

　その時、どういうわけだろう。

　突然、デーヴィットさんが言葉を止め、びくりと体を震わした。

「…………」

「……？」

　彼の様子が急におかしくなる。

　急に口が止まり、石のように固まって動かなくなってしまった。口をあんぐり開けて、目を見開いている。一体どうしたのだろう。

　まるで何かを見て、何かに気付き、驚きを隠せなくなっているかのようであった。彼にとって予想外のものが現れ、びっくりして硬直してしまっているように見える。

　彼は何を見て驚いている？

　デーヴィットさんの視線の先にいるのは──私だった。

「……？」

　私を見て驚いている？

　いや……そんなことあるはずがない。

　私とデーヴィットさんは初対面だ。どこに驚く要素があるというのだ。

　だから、彼が私に驚くなんてことはあるはずもなく……、

「リ、リリリ、リーズリンデ様あああああぁぁぁっ!?
 」

「わっ……!?
 」

　デーヴィットさんがすっとんきょうな声を上げた。

「な、なな、なんでリーズリンデ様がここにいいぃぃっ……!?
 」

「えっ？　え……？」

　彼が顔を真っ青にしながら
後
 あと
 退
 ずさ

 る。

　足は生まれたての子鹿のようにぶるぶると震えていて、壁に背を付けてなんとか体を支えている。目が極限まで見開かれており、私という存在に
驚
 きょう
 愕
 がく

 しきっている。

　いや、なんで。

　いきなりどうしちゃったの？　この人？

　カイン様が口を出す。

「リズは見習いとして俺たちのチームに加わってんだよ。報告書上がってねぇの？」

「報告書は読んだけど……今日来るなんて聞いてないよっ……！」

　デーヴィットさんが声を震わせながら、カイン様に答える。

　本当にどうしたんだろう、この人。さっきからなんか変である。

「えぇっと？　デーヴィットさん？」

「ひいいいいぃぃぃぃぃっ……!?
 」

　声を掛けただけで、この世の終わりのような悲鳴をあげられた。

　ほんとに一体なんだというのだ。

「えっと……初めまして、このたび勇者チームの見習いとして彼らの仲間となったリーズリンデと申します。まだまだ未熟者ですが、どうぞよしなにお願いいたします」

「はは……初めまして……初めまして、ですね……はは……」

　私がお辞儀をすると、デーヴィットさんが口の端をひくひくとさせながら返事をする。

　……うん、やっぱり初めましてである。

　初めましてなのに、なんでこんなにビクビクされているのか。初対面の人にこんな反応されるのは初めてである。

「挨拶は済んだな。じゃあさっさと仕事の話をするぞ。奥の部屋に通せ」

「いや、カイン君……私は急にお
腹
 なか

 が痛くなってきたから……今日は店を閉めさせてもらってもいいかな……？」

「バカなこと言ってねえで仕事しろ、アホ」

「ああああぁぁぁぁぁぁ～～～」

　カイン様に首根っこを
掴
 つか

 まれ、部屋の奥へと引きずられていく。

　一体なんだというのだ。

　シルファ様もメルヴィ様も、デーヴィットさんのおかしな挙動に全く驚いていない。平然として、二人の後ろに付いていく。

「…………」

　なんだか釈然としない。

　一体私が何をしたというのか。

　いや、私は何もしていない。彼が勝手に緊張しているだけなのだ。

　私は全く何もしていないのだっ……！

　なんだかもやもやとした気持ちを抱えたまま、私は皆さんの後を追って店の奥へと移動するのであった。





「情報屋……ですか……？」

　私は目をぱちくりさせる。

　ここは質屋の奥の部屋。

　デーヴィットさんが私たちを店の奥へと通し、そこでカイン様とデーヴィットさんが本当の仕事を始めようとしていた。

　だけど私だけ状況がよく分かっていない。この店は質屋ではなかったのか。

　カイン様たちは質屋を質屋として利用しようとしていなかった。質に入れるための品物を何も持ってきていないし、デーヴィットさんも鑑定の準備をしようとしない。

　私は一人だけ状況が理解できず、ぽかんとしていた。

　だから、仕事の前に私への説明があった。

「そうです、リーズリンデ様。『質屋』はただの表の顔。しかしその実態は、情報を売り買いするための『情報屋』なのです」

「じょ、情報屋……」

　私は目を丸くする。

『質屋』の看板は、本当の仕事を隠すための偽装。

　この店の本当の仕事は『情報屋』だったのだ。

「情報屋ってのは繊細な仕事だからな。正体を隠して仕事しなきゃいけない場合もある。情報屋だと知られただけで相手の口が固くなることとか、よくあるらしいしな」

「命を狙われたりもしますしね。やましいことをしている人たちなんて、私たちのような人間を、皆殺しにしたいと思ってますよ。だから、こうして身を隠してこっそり仕事をしているのです」

「へ、へぇ……」

　内情を聞き、思わず息を
呑
 の

 む。

　情報屋。

　確かに表の世界では生き
辛
 づら

 そうな仕事だった。

「質屋ってのもなかなか、情報屋と相性が良くてですね。お客さんが持ってきた高価な物品、入手経路、質に入れる理由、それらを尋ねるだけでいろんな情報が入ってきます」

「そういう訳で、この質屋の本当の顔は情報屋だ。分かったか、リズ？」

「はい、ありがとうございます。デーヴィットさんはいろいろと大変なのですね……」

　二人の説明に納得する。

　
命
 いのち
 懸
 が

 けの大変な仕事だ。私は情報屋という危険な仕事をする彼の身を案じた。

「大変……大変……そうですね、ははは……」

「デーヴィットさん？」

　しかし、どうしてだろう。

　私の言葉を聞いて、彼の目から光が消えた。

「いろいろ大変ですよ……敵に捕まったりすると、何をされるか分かりませんしね……はは……ほんと、何をされるか……」

「どうしました？　デーヴィットさん？」

「……あっ！　い、いえっ！　い、嫌みとかじゃないんですっ……！　この業界全体って話でっ！　別にリーズリンデ様に不満を言ったわけじゃ……！」

「デーヴィットさん？」

「ひいぃっ！　イジめないでぇっ……！」

「…………」

　一体なんだというのだ。

　私は何も言っていないのに、彼が勝手に私を恐れ始める。

　またぷるぷると全身を震わし、叫び声を上げている。なぜか私のことを恐怖の大魔王かなにかのような目で見ている。

　意味が分からない。

　なんでだ。なぜ彼は、こんなにも
清
 せい
 楚
 そ

 で清純で品行方正な私に恐怖を感じるのか。誰かをイジめたことなど一度もないというのに。

　この人、少しおかしいんじゃないだろうか？

「あ、あー……そうだ！　お近づきのしるしに、私お土産を持ってきたんですっ！」

　なんだか話が泥沼にはまりそうだったので、強引に話題を変えてみる。

「お土産？　リーズリンデ様が？」

「はい、カイン様からこれから長くお世話になる人を紹介していただけるというので、お土産を持ってきたんです」

　無理やりな話の切り替えであったが、お土産を持って来たのは本当である。

「お土産って……
冥
 めい
 土
 ど

 の土産とかですかあぁぁっ!?
 」

「違いますって！」

　デーヴィットさんはどんだけ私を恐れているというのだ。

　私は持参した紙袋の中から、とある物を取り出した。

「これは……ロウソクですか？」

「いえ、アロマキャンドルです」

　私のお土産を皆さんがじっと眺める。

　アロマキャンドルとは香料入りのロウソクのことだ。火を付けると香りが部屋全体に広がり、その良い香りで人を
癒
 い

 やすという品だった。

　リラックス効果が高く、女性に人気がある。

　手作りも意外と簡単で、既存のロウソクを
湯
 ゆ
 煎
 せん

 して溶かし、その中にエッセンシャルオイルを入れるだけである。簡単にできる手作りキットが売り切れになるほど、女性たちの間でアロマキャンドルがブームなのであった。

「ほぅ、アロマキャンドルですか。面白い品ですね」

「リズの土産にしちゃ、意外とまともだな」

「私はいつだってまともですっ……！」

　カイン様は私を何だと思っているのかっ!?


「ありがとうございます、リーズリンデ様。せっかくですし、今火を付けてみますか」

「はい！」

　デーヴィットさんが早速アロマキャンドルを
灯
 とも

 す。

　炎がゆらりと揺れ、部屋の中にラベンダーの良い香りが広がっていった。

「……うん、癒やされる香りですね」

「アロマキャンドル……私は使ったことはなかったが、意外と良いものだな。今度私の部屋でも使用してみるか」

「言っていただければ、シルファ様の分も作りますよ？」

「それはありがたい」

　アロマキャンドルの香りのおかげで皆さんは落ち着き、リラックスしていた。

　これでようやく、お仕事の話に戻れる。

　新勇者ディアさんに関する情報の話だ。

「では、依頼された新勇者に関する情報をお話しさせていただきます」

「あぁ」

　デーヴィットさんが書類を取り出し、その中の文章を読み上げようとする。

　──その時だった。

　またハプニングが起きるのだった。

「ちょっと待つでござるっ！」

「ん……？」

　扉が勢いよく開かれ、少女の大声が響いた。

　ござる？

「なんだ……？」

　皆の注目がそちらの方に集中する。

　扉の奥から、一人の少女が姿を現した。

　少女が大きな声を上げながら、この部屋の中へと勢いよく転がり込んできたのである。

「デーヴィット殿！　その情報の公開、ちょっと待つでござるっ！　今、この中には
間
 かん
 者
 じゃ

 がいるでござるっ……！」

「あ、あぁ……？　いきなりどうしたんだ？　ノエリア？」

　その少女は
切
 せっ
 羽
 ぱ
 詰
 つ

 まった様子を見せながら、デーヴィットさんに待ったをかけた。

「えぇっと……？」

　皆が目をぱちくりさせる。

　この少女は一体何者だ？

　突然やって来た少女の言葉に、私たちは困惑していた。

「デーヴィット殿！　もっと危機感を持つでござる！　今、
拙
 せっ
 者
 しゃ

 らの拠点の中にスパイが潜り込んでいるでござるよっ!?
 」

「な、何を言ってるんだ、ノエリア……？　えぇっと……とりあえず皆さんにご紹介します。こちら、私の部下のノエリアといいます」

「はぁ……」

　デーヴィットさんの紹介に、私たちは曖昧な感じで会釈をする。

　突然やって来た少女ノエリア。

　髪は金色であり、それを後頭部でお団子にしている。胸を張りながら鼻をふんと鳴らしており、勝気そうな目をこちらに向けている。

　気の強そうな少女だった。

「ノエリアでござるっ！　この店の
諜
 ちょう
 報
 ほう

 担当をしているでござるっ！　名高き勇者チームの皆様に会えて光栄でござるっ！」

「は、はぁ……」

　ふんぞり返りながら、ノエリアさんが自己紹介をする。

　だが、私たちは生返事しかできない。

　彼女の言ったスパイとは何のことなのか。どうしてそう思ったのか。いろいろ聞きたいことがある。

「…………」

　しかしそれよりも先に、まず尋ねてみたいことがあった。

「……なんでノエリアさんは、ニンジャの格好をしているんですか？」

　ノエリアさんは独特な格好をしていた。

　ニンジャの衣装を着ているのである。

　丈の短い黒色の着物を赤色の帯で締めている。手には
手
 てっ
 甲
 こう

 、頭には
額
 ひたい
 当
 あ

 てを着けており、いかにも「くノ一」という
出
 い

 で
立
 た

 ちだった。

　ニンジャとは、遠い東の国に存在する、伝統的な諜報部隊のことである。

　黒い衣装を身に
纏
 まと

 い、夜に紛れ、暗殺、偵察、破壊工作など、裏社会におけるあらゆる諜報活動を行ってきたとされる影の集団であった。

　要は、東の国におけるスパイ集団だ。

　ただ、そのニンジャという存在は私たちの国で大きな人気を誇っていた。黒い衣装を着けて闇に紛れ、人知れず夜の街を飛び回る姿は少年心をくすぐられる。

　私たちの国のスパイといえば、スーツ姿で整った身なりをしているというイメージがある。それはそれでかっこいいのだが、私たちの国のスパイのイメージとのギャップが、ニンジャの人気を後押しする理由であると考えられた。

　しかし、なぜノエリアさんがそのニンジャの格好を……？

　この疑問が解消されないと、真面目な話ができないような気がした。

　ノエリアさんが胸を張って答える。

「それはなにを隠そう！　この情報屋が実はニンジャの集団であり、この衣装こそが組織のユニフォームだからなのでござ……」

「あぁ、彼女の格好は特に意味がないので、スルーしてもらって構いませんよ。リーズリンデ様」

「デーヴィット殿っ……!?
 」

　デーヴィットさんがノエリアさんの言葉を遮って、代わりに答える。

　特に意味がない？

　割って入られたノエリアさんはびっくりして目を丸くしていた。

「何をおっしゃるでござるか!?
 　デーヴィット殿！　我々はニンジャの誇り高き意志を受け継ぎ、その極秘の技術を用いて、華麗に世を駆け回るニンジャ集団ではござらぬかっ……！　デーヴィット殿は高潔で高貴なニンジャの
志
 こころざし

 を、なんだと思っているでござるかっ……!?
 」

「だーかーらー、組織全体がニンジャをモチーフとしているってこと自体に、特に大した意味はないの。昔の事件の名残なの。いつも言ってるでしょ？」

「デーヴィット殿ーーーっ!?
 」

　デーヴィットさんとノエリアさんがわちゃわちゃと言い合いをしている。

　どうやらノエリアさんはニンジャ大好きっ
娘
 こ

 のようだけど、デーヴィットさんは特にそうでもなく、組織内にはなんか複雑な事情があるようだった。

　……あまりよく分からない。

　とりあえず、私たちには関係のない事柄のようだった。

「あーっもう！　それよりもっ！　ノエリア、お前の言っているスパイとは、一体何のことだっ!?
 　それを説明しなさい！」

「むむむむむぅぅぅっ……！」

　ノエリアさんが頬をぷくーっと膨らます。

　なんだか納得のいっていない様子ではあるものの、上司であるデーヴィットさんの命令には従わないといけない。

　こほんと一つ
咳
 せき
 払
 ばら

 いをして、ノエリアさんは話を元に戻した。

「さっきも言った通り、この中には
間
 かん
 者
 じゃ

 がいるでござるっ！　この場で重要な機密事項を話し合うのは非常に危険でござるっ！」

　間者。

　つまり、スパイのことだ。今この部屋にいる人物の中に、スパイが混じっていると言いたいのだろう。

「スパイねぇ……？」

「誰のことだ？」

　しかし、皆が眉を
顰
 ひそ

 める。

　今この部屋にいるのは私、カイン様、シルファ様、メルヴィ様、デーヴィットさん、ノエリアさんの六人だけだ。

　もちろん私は違うし、シルファ様やメルヴィ様が今更カイン様を裏切ったりもしないだろう。

　じゃあデーヴィットさん？

　いや、彼はノエリアさんの上司に当たる人だし？

「
拙
 せっ
 者
 しゃ

 の目は誤魔化せないでござるぞっ！　悪党っ……！」

　誰がスパイなのか分からず悩んでいると、ノエリアさんがとある人物に向けて、自信たっぷりに指を差した。

「
間
 かん
 者
 じゃ

 はお
主
 ぬし

 でござる！　リーズリンデっ……！」

「え……？　ええええええぇぇぇぇぇっ……!?
 」

　ノエリアさんが告げたのは、私の名前だった。

　私？

　私がスパイ？

　……いや、違うけどっ!?


「観念するでござるっ！　リーズリンデよっ！」

「いやいやいやっ!?
 　私スパイなんかじゃないですよっ!?
 　なんかの間違いではっ!?
 」

　私は大慌てで首をぶんぶんと振る。私がスパイなんてあり得なかった。

「とぼけても無駄でござるっ！　この資料を見るがいいっ……！」

　だけど、ノエリアさんは私の言葉など一切気に留めない。彼女はテーブルの上に資料を広げながら、説明を開始した。

「リーズリンデ！　お主には怪しい点がいくつも存在するでござるっ！」

「あ、怪しい点……？」

「お主は一年前に記憶喪失になっているでござるな!?
 　聞くところによると、その前後の記憶が一切思い出せないと！」

「……！」

　確かにノエリアさんの言う通りである。

　家族の話によると、私は一年以上前に魔王軍の攻撃によって重傷を負い、記憶喪失になってしまったらしい。実際、その前後の数年間ほどのことを一切思い出せないでいる。

　私はその後、今の学園に入学して、学園街で勉学に励む生活を送っている。

「しかし、その記憶喪失の部分があまりにおかしいでござるっ！」

「な、なんでですか……!?
 」

　ノエリアさんは言う。

「調査のプロである拙者が調べても、お主が記憶を失っていた期間のお主の足取りが全く
掴
 つか

 めなかったのでござるよっ！」

「えっ……!?
 」

「お主が住んでいたとされる街を調べても、お主の痕跡が全く追えなかったのでござるっ！　街の人に聞き込みをしても、その間のお主に対する証言は一切出てこなかったでござるよっ！」

「そ、それは……？」

「お
主
 ぬし

 、本当はどこにいたでござるっ!?
 」

「……っ!?
 」

　ノエリアさんの言葉に戸惑う。

　私の足取りが一切追えなかった？

　いくら記憶喪失と言えども、その期間私は実家のある街で普通に暮らしていたはずである。なのに、その時期の痕跡が全く見つからないというのである。

　それは、どういうことだろう？

　私にも分からないことを問われ、困惑していた。

「そんな怪しい怪しいお主が学園街にやって来て勇者チームと接触を図り、今は見習いとしてその中に潜り込んでいる！　出来過ぎではござらんかっ……!?
 」

「なっ……!?
 」

「本当のことを吐くでござるっ！　お主はどこかの組織のスパイとして働いていて、勇者チームの情報を盗み出すために、カイン殿たちに近づいたのではないでござるかっ!?
 　お主は本当に記憶喪失なのでござるかっ……!?
 」

「……っ！」

　息を
呑
 の

 む。

　ノエリアさんの情報を信じるとなると、確かに私という存在は怪しかった。

　勇者チームの中に潜り込んだ経歴不明のスパイ。

　記憶喪失のころの私の足取りが一切追えないなんてにわかに信じ難いが、もしそれが本当なら、私がスパイであることを疑われるのも無理もないような気がした。

　しかし……、

「なんだ、そんなことか」

「え……？」

　それに対してカイン様がぶっきらぼうな声を出した。

「ノエリアとかいったか。その件は別にいい。こっちはとっくに了承済みだ。何も問題はない」

「え？　え……？」

「そんなことより新勇者の情報をくれ。リズの件は、別にどうでもいい」

「え、ちょ……!?
 」

　ノエリアさんが
驚
 きょう
 愕
 がく

 する。

　私についての情報に対し、カイン様たちの反応は淡泊だった。

　彼は椅子の背にもたれかかり、葉巻に火を付ける。

　私の謎めいた経歴なんか一切興味がないというかのように、小さなため息をつきながら葉巻の煙をぷかぷかと宙に浮かべる。

　本当にどうでもよさそうだった。

「ど、どうでもいいって……どういうことでござるかっ!?
 」

　そんなカイン様の様子に、ノエリアさんは困惑している。

　私だってよく分からない。

　カイン様は身内にスパイが混ざっているかもしれないという疑惑に関心がない。或いは私がスパイでないと確信している。

　……どういうことだろう？

「ノ、ノエリア……？　ちょ、ちょっと落ち着くんだ……。いいんだ、リーズリンデ様のその問題に関しては。彼女がスパイではないことはちゃんと把握しているから……」

「でもっ！　デーヴィット殿っ……！」

「いいからやめるんだぁっ！　ノエリアっ！　その人に逆らってはいけないんだぁっ！」

　デーヴィットさんも私がスパイでないと確信しているようで、声を震わせながらノエリアさんを諭そうとする。

　なぜ彼はこんなにも私に
怯
 おび

 えているのだろう。

　よく分からない。

「っつーか、デーヴィット。そこら辺の事情分かってる奴を本部から寄越せよ。めんどくせー状況になってるじゃねぇか」

「も、申し訳ない、カイン君。ノエリアは若手の中でも優秀な奴で……。経験を積ませてやりたくて、この支部に連れてきたのだが……」

　デーヴィットさんが額の汗をハンカチで拭う。やっぱりお二人は私の知らない事情を共有しているようだった。

　私の知らない私の秘密って一体何なのか。中二病心がくすぐられてしまう。

　くっ……！　右腕の古傷が痛むっ！

　いや、古傷なんかないけれど。

「……
拙
 せっ
 者
 しゃ

 は納得できないでござる」

「ノ、ノエリアさん……？」

　彼女が私をきっと
睨
 にら

 む。

「いいでござるか、リーズリンデ！　皆はこう言っているかもしれないでござるけど、拙者はお
主
 ぬし

 を信用できないでござる！　いつかお主の秘密を暴いてやるから、覚悟しているでござるっ……！」

「ノエリアさ……」

「やめろって言ってるだろぉっ!?
 　ノエリアぁっ！　リーズリンデ様に
噛
 か

 みつくなってばあああぁぁっ……！」

「わっ!?
 」

　彼女の宣戦布告に言葉を返そうとしたら、その声を遮るかのようにデーヴィットさんが叫び声を上げた。

　私たちは驚く。

「やめろっ……！　やめるんだ、ノエリアぁっ！　この人は恐ろしい人なんだ！　とてもじゃないが、お前が太刀打ちできるような人じゃないんだよっ……！」

「デ、デーヴィットさん……？」

「デーヴィット殿、この女の何をそんなに恐れているのでござるか……？」

　デーヴィットさんが顔を青くしながら、ノエリアさんを必死に説得しようとする。

「お前にはもっと自分を大切にしてほしいんだ！　私たちのようになってほしくないんだよ！　身の程知らずだった私たちのように、
酷
 ひど

 い目に遭ってほしくないっ……！」

「ひ、酷い目……？」

「いや、私は何もしてないですけど？」

　デーヴィットさんとは今日初めて会ったのだ。

　何もしようがない。

「ノエリア、お前は……お前には
辛
 つら

 い目に遭ってほしくないんだよ……」

「デーヴィット殿……」

「お前には、もっと自分のお尻を大切にしてほしいんだよっ！」

「お尻っ……!?
 」

　いきなりデーヴィットさんから爆弾発言が飛び出した。

「お、お尻って、どど、どういうことでござるか!?
 　なぜここでお尻でござるかっ!?
 」

「リーズリンデ様に楯突くな、ノエリアっ……！　お前も自分のお尻は大事だろう!?
 」

「ちょっと!?
 　デーヴィットさん!?
 　わけの分からないこと言わないでくださいっ!?
 」

「お、お尻……？」

　場が騒然とする。

「著しく誤解を招く表現はやめてくださいっ！　まるで私がデーヴィットさんのお尻に何かしたみたいじゃないですかっ……！　事実無根ですっ！」

「ひぃっ……！　ご、ごめんなさいっ！　お仕置き部屋に連れて行かないで……」

「だからぁっ！　そういうこと言うのやめてくださいって！」

　まるであたかも私が何かやったかのように言うのやめてほしいっ！

　完全な誤解であるっ！

　なんだっ!?
 　なんなんだこの人っ！

「まぁ、リズだからな」

「仕方ないですね……」

「違いますってばぁ！」

　シルファ様とメルヴィ様が小さくうんうんと
頷
 うなず

 いているが、わけの分からない納得をしないでほしい。

　違うったら違うのである！　私は誰かをイジメたことなんかないし、ましてや人のお尻を
弄
 いじ

 ったことなどない！

　絶対絶対絶対ないのだっ……！

「お尻……」

　ノエリアさんが顔を赤くしながら、自分のお尻を手で押さえる。

　ゆっくりと
後
 あと
 退
 ずさ

 り、静かに距離を取られるのがなんだか悲しかった……。





「……こほん。では話を元に戻して、新勇者の情報の売買に移らせていただきます」

「
遅
 おせ

 ぇよ、話が遠回りし過ぎだろ」

　あれから少し時間が
経
 た

 った。

　アロマキャンドルのリラックス効果か、やっと場に落ち着きが戻ってきて、話が本題へと移る。

　この情報屋に来た本来の目的──新勇者に関する情報についてだ。

　そうである。

　私たちは突然現れた新勇者ディアさんのことを聞きに、この店に来たのだ。

　決してお尻とか、お仕置き部屋とか、そういう話をしに来たのではないのである。言ってしまえば、ニンジャの件だって脱線と言えば脱線である。

　早く本題に入ってしまいたい。

「む～～～」

「………」

　ノエリアさんは今、おとなしくしている。

　デーヴィットさんに命じられ、ソファにちょこんと座っている。私のことをじっと
睨
 にら

 んでいるが、どうやら私が話を聞くのを許容してくれているようだ。

「まず、こちらが新勇者ディアに関する資料となります」

　デーヴィットさんが書類の束をテーブルの上に広げる。そこには新勇者に関する情報が記載されていた。

「……ディア？」

「はい、それが新勇者が名のっている名前です」

　カイン様たちが初めて新勇者の名前を把握する。

　もちろん、私は彼女に直接会った時に名前は聞いていた。だが情報規制の魔法をかけられてしまっていて、名前すら口に出すことができなかった。

　デーヴィットさんが資料を読み上げていく。

「新勇者が身に着けているものは古びた赤茶色のコート。常にフードを
被
 かぶ

 り、白い仮面を着けているので、素顔を見た者の証言はまだ得られておりません」

「…………」

　情報屋でも彼女の素顔は分かっていないのか。

　頭に猫耳が付いてるってのも、きっと知られていないんだろうな。

「そして、仮面のせいで声がくぐもっていて分かり
辛
 づら

 いらしいですが、声からして、恐らく女性であろうかと……」

「……っ！　女か！」

　カイン様が目を丸くする。

「まだ確定ではありません。声の高い男性という可能性もあります」

「カイン殿は新勇者の声を聞いていないでござるか？」

「……『はああああぁぁぁぁ！』とか『ぐうううぅぅぅぅ！』とかなら聞いたが、確かに声高かったかもしんねぇ」

　ディアさんは顔も声も美しい女性だ。

　だがあの白い仮面が全てを覆い隠してしまうので、性別すら世間には知られていない。

　ほんともったいない。
綺
 き
 麗
 れい

 な女性が顔を隠して活動するとか、めちゃくちゃもったいなさを感じる。

「ま、まぁ、男か女かはどっちでもいい。目撃証言を教えてくれ」

「はい、証言の時系列を整理しますと、一番最初の証言が霊峰イクリトホルンの
麓
 ふもと

 の村となります。その村はとある大きな魔獣の被害に遭っていたのですが、真の勇者を名乗る謎の人物に助けてもらったと……」

　デーヴィットさんがディアさんについての情報を語り始める。

　霊峰イクリトホルンでの魔獣退治を皮切りに、新勇者ディアの活動が始まった。

　魔族との戦争の最前線で、助っ人として大きな功績を残したり、とある地域に被害をもたらしていた大きな山賊団をたった一人で
一
 いち
 網
 もう
 打
 だ
 尽
 じん

 にしたりと、新勇者ディアさんはさまざまな活躍をしているようだ。

　まだ新勇者ディアさんの名前は有名ではない。

　一番最初、霊峰イクリトホルンでの活躍すらも最近のことのようであり、彼女の名が広く知れ渡るには時間も活動の数も足りていなかった。

　しかし彼女に救われた人々から
噂
 うわさ

 が広まり、知名度が上がりつつあるとのことだった。

「今のところ、新勇者ディアの悪評の情報は入ってきておりません。彼女の活動はどれもこれも善行の
類
 たぐい

 であり、救われた村の人々は彼女に好感を持っているようですね」

「ふぅん……」

　カイン様が少し口を
尖
 とが

 らせる。

　ディアさんはたくさんの人を救い、勇者の名に恥じぬ行動をしているようだ。

　しかしカイン様は彼女に襲われている。敵対している関係だ。争っている相手の評判が良いというのは、なんとなく面白くなさそうだった。

「いくつかの証言の中で共通している点として、彼女は自身の持つ聖剣の存在を強調しているということがあげられます。彼女は村や町に住む人々を救った際、必ず『聖剣イクリル』の名を出し、その聖剣についての伝承を語っているとのことです」

「…………」

　聖剣イクリル。

　ディアさん
曰
 いわ

 く、聖剣イクリルこそが真の聖剣であるとのこと。

　大昔の神話、神様と悪魔が戦う『天地戦争』にて、神様より人に与えられたとされる聖剣。それが『聖剣イクリル』だというのである。

　カイン様が持っているのは『聖剣アンドロス』であり、ディアさんに言わせれば、こちらは由来不明の怪しい聖剣であるらしい。

「毎回、聖剣の存在を強調しているためか、新しい勇者という存在は思った以上に受け入れられているようですね。調査によると、新勇者の存在を疑問視している者とか、新勇者に反発心を抱いている者は少ないようです」

「勇者といったら聖剣だからな。分かりやすいアイテムが支持率を上げてんだろ」

「私もそう思います。彼女の詳しい経歴はまだまるで分かっていません。素顔も出身地も、戦歴も生年月日も何も分からない中で、人気を上げてきているのはやはり聖剣の存在を強調しているからでしょう」

「やっぱまだ何も分かってないんだな。そりゃそうか」

　ディアさんの経歴は不明。

　分からないことだらけの謎めいた人物だ。

　しかし、ディアさんは半獣人である。

　猫耳の半獣人という存在はとても特徴的であり、そこに焦点を絞って調査をするだけでいろいろな情報が出てくるだろう。情報収集が格段にやりやすくなるのは目に見えている。

　彼女が半獣人だと判明すれば、案外あっさり出身地まで判明してしまうかもしれない。

　……いや、情報規制の魔法をかけられているから、彼女が猫耳だってことを、私は話してあげられないのだけれど。

「これまでの彼女の活躍……魔獣退治や魔族との戦争での活躍から考察しますと、新勇者ディアの戦闘能力はＳランク以上と推測できます」

　デーヴィットさんは言う。

　Ｓランク。それは冒険者や騎士たちの中では最高ランクの存在だ。一般的な基準の中での最高位であり、誰からも尊敬される存在だ。

　ディアさんの実力の高さが簡単に理解できる。

　しかし、カイン様は別の考えを持っていた。

「いや、不意打ちとはいえ奴は俺に一撃入れ、ごく短時間ではあるが俺のチームのメンバーを一度に相手取った。ＳＳＳランクに修正しとけ」

「わかりました、情報ありがとうございます」

　ＳＳＳランク。

　Ｓランクの上の、更に上。

　決して一般的な基準ではない。ＳＳＳランクなんて存在、普通の人は知らないし、知られていても都市伝説のような曖昧なものの中だけである。

　実力者たちの中だけで語られる、裏の基準。

　Ｓランクというだけでは表現しきれない、天井知らずの実力者たちを言い表すのに必要なランクなのだろう。

　ちなみに、カイン様たちは今『ＳＳＳ+級ダンジョン』を攻略している最中だ。当然彼らもＳＳＳランク以上なのだろう。

「我々が今持っている情報は以上です。いかがでしたか？」

「なかなか興味深かった。奴が女っつーのが一番意外だったかな」

「おやおや、いけませんねカイン君。婚約者が複数いる身で、更に他の女性に手を出そうとは」

「ちげーよ、バカ」

　二人が軽口を
叩
 たた

 き合う。

　こんな話をしてもシルファ様やメルヴィ様は一切動揺していない。さすが、余裕のある態度だ。

「今後我らは新勇者に関する重点的な調査を行う予定ですが、何か気になった点などはありますか？」

「そうだなぁ……」

　カイン様が顎に手を当てながら、テーブルの上の資料をじっと眺める。

　シルファ様もメルヴィ様も、真剣な
眼
 まな

 
差
 ざ

 しで考え事をしている。

「……ここ」

　少し時間が
経
 た

 った後、カイン様が資料の中の一点を指さした。

「新勇者が最初に活躍したとされる場所、霊峰イクリトホルンについてもっと詳しく調べてくれ」

「と言いますと？」

「奴の残した歴史書、研究書の中に霊峰イクリトホルンの記述があった。確か、ここが『聖剣イクリル』を封じてあった場所らしい」

　ディアさんは自分のアジトに『聖剣イクリル』に関する研究書を残していた。

　それはカイン様たちに『聖剣イクリル』の正当性を
示
 し

 
唆
 さ

 するため、彼女がわざとアジトに置いていったもののようであるが、私たちにとってそれが貴重な情報であることには変わりがなかった。

「恐らく、奴はこの山で聖剣を手に入れ、その直後に
麓
 ふもと

 の村を救っている。魔獣狩りは恐らく、聖剣の力を試すためだったんだろう。だが、そう考えると……」

「新勇者に対する何かしらの痕跡が残っている可能性が高い」

「そういうこった」

　新たな勇者として、一番最初に活動した場所。

　それは、彼女が聖剣を手に入れた直後である可能性が高い。

　もしディアさんに隙が生じていて、彼女の正体に関する痕跡が残っているとしたら、それは一番最初の活動の時である公算が高かった。

「デーヴィット、お前たちには新勇者の調査を依頼しているが、その一環として奴が残した研究書についても調べ上げてほしい」

「アジトに残されていた資料というやつですね？」

「あぁ。あの歴史書には『聖剣イクリル』こそが正当な聖剣であり、俺の持ってる『聖剣アンドロス』は正体不明の聖剣とされているが、その情報がどこまで信じられるのか。歴史書を調べ上げ、真偽の裏を取ってほしい」

「わかりました。後でその研究書を取りに行きます」

「あぁ、頼む」

　そんなやり取りを終え、カイン様が大きく息を吐いた。

「俺からは以上だ。よろしく頼む」

「かしこまりました。誠心誠意仕事をさせていただきます」

　デーヴィットさんが温和な笑顔になる。

　恐らくこれが彼の営業スマイルなのだろう。思わず心を許してしまいそうな、人当たりの良さそうな笑みを浮かべていた。

　でも油断しちゃいけない。彼は情報屋であり、スパイなのである。

　こうして今日の話は終わった。

　結果はとんとん。

　ディアさんの正体に迫る核心的な情報こそなかったが、彼女に関しての新たな情報を得ることができた。今後の方針も固まったし、二歩も三歩も前進したという感じだった。

「それじゃあ話はここまでだな。失礼させてもらう」

「おや、
忙
 せわ

 しないですね、カイン君。お茶の一杯でもいかがですか？」

「お前と無駄話なんかしても意味はねぇ。ほら帰るぞ」

「はーい」

　カイン様がソファから立ち上がり、私たちはそそくさと帰り支度をする。

　用が済んだら即帰宅。いかにもカイン様らしい行動だった。

「……ちょっと待つでござる、リーズリンデ」

「ん……？」

　荷物の整理をしていると、ノエリアさんが私に声を掛けてきた。

　なんだろう？

「みんなはあんなふうに言っていたけど、
拙
 せっ

 
者
 しゃ

 はまだ納得していないでござる」

「…………」

「はっきり言うでござる。リーズリンデ、お
主
 ぬし

 は信用できない存在でござる」

　彼女が私に向けて、びしっと指を差す。

「よいか、聞くでござるっ！　お主の抱えている秘密は拙者が必ず暴いてみせるっ！　覚悟するでござるっ！」

「……っ」

　それは明確な宣戦布告だった。

　瞳をギラギラさせながら、ノエリアさんが私に敵意を向けている。

　お前の隠している秘密は全て自分が暴く──そんな覚悟が、真剣な表情に宿っていた。

「…………」

　私は息を
呑
 の

 む。

　私には隠し事なんてない。自分ではそう思っているけど、先ほどノエリアさんの言っていた記憶喪失になっていた期間のことが、どうしても引っ掛かる。

　カイン様たちはそれを別に問題視していなかったけれど、やはり何か特別な事情が隠されているような気がした。

　そんな私自身ですら知らない何かを、ノエリアさんが探ろうとしている。情報収集のプロである彼女が……。

　私は額から一筋の汗を垂らした。

　ノエリアさんが叫ぶ。

「リーズリンデっ！　お主がどんなことを企んでいようと、拙者がお主の好きにはさせないっ！　お主の悪事は、拙者が打ち破……ひゃあああぁぁぁんっ!?
 」

「ん……？」

　私に
啖
 たん

 
呵
 か

 を切っている最中──ノエリアさんが急に妙な声を出した。

　なんだ？

　なんていうか、なんか
悶
 もだ

 えるような、
艶
 なま

 めかしい声のように聞こえた。

　どうしたのだろう？

「
拙
 せっ

 
者
 しゃ

 ……拙者が、お
主
 ぬし

 を止め……ひゃっ、ひゃあああぁぁんっ!?
 」

「ノ、ノエリアさん？」

　彼女の体がぶるりと震える。

　明らかに様子がおかしい。

　私は何もしていない。この部屋にいる全員その場から一歩も動いておらす、ノエリアさんに触れてもいない。

　それなのに突然、ノエリアさんが変な声を上げ始めた。

「な、なに、これ……？　か、体が……あ、熱い……？」

「ノ、ノエリア？　一体どうした？」

　デーヴィットさんも心配して、彼女に声を掛ける。

　ノエリアさんは明らかに変な様子になっていた。

　全身を小刻みに震わせながら、息が荒くなっている。体が熱を帯び、肌がほんのり
火
 ほ

 
照
 て

 り始めている。

　顔も赤くなり、口からは熱い吐息が漏れ出る。

「…………」

　なんだ、これは？

　一体ノエリアさんに何が起こっている？

　ノエリアさんが段々と
辛
 つら

 そうになっていく。足がガタガタと震えだし、立っているのも大変そうな様子へと変化していく。

「はぁっ、はぁっ……！　んんんっ……！」

「…………」

　いや、辛そうっていうか、これって？

　もしかして？

「んんっ……！　こ、これって、もしや、
媚
 び
 薬
 やく

 でござるかっ……!?
 」

　そう。

　ノエリアさんは発情していた。

　漏れ出る声は艶めかしく、体をもじもじと震わせるその様子はとても
煽
 せん

 
情
 じょう

 
的
 てき

 だ。体は熱を帯び、ますます火照っている。

　彼女は今まさにムラムラとしているのだ。

「だが、いきなりどうして？」

　皆の気持ちを代弁するかのように、デーヴィットさんがぽつりと
呟
 つぶや

 く。

　急にノエリアさんが発情した。しかし、私たちは何もしていない。指一本触れていない。彼女はなんでこうなってしまったのか？

「リ、リーズリンデぇぇぇっ……！　
拙
 せっ
 者
 しゃ

 に何をしたで、ござるかぁっ!?
 　あああぁぁぁんんんっ……♡」

「いや、私ですかっ!?
 　いやいや、私何もしてないですって！」

　唐突に名指しされ、私はぶんぶんと首を横に振る。

　私は誓って何もしていない。この場から一歩も動いていない。それはこの部屋の全員が証人となってくれるはずである。

「はぁっ！　はぁっ……！　こ、この
媚
 び

 
薬
 やく

 っ、濃い！　んんんっ♡　だ、だめっ！　こんなのっ……♡」

「そ、その、ノエリアさん、大丈夫ですか？」

「リーズリンデぇっ！　い、一体いつの間に、せ、拙者に……こんな媚薬をぉぉぉおおおおっ……♡」

「いやだから私違いますって！」

　
冤
 えん

 
罪
 ざい

 にも程がある。

「おいおいリズ、一体何したんだよ」

「あまり若手をイジめてやるなよ、リズ」

「私じゃないですってば……！」

　なんで私だと決めつけてかかるのかっ!?


　仲間からの信用がまるでないっ！

　私は何もやっていないし、そもそも媚薬というものに出会ったことすらない。媚薬なんてもの、どう取り扱うかも知らないし、どう作るかも知らないのである。

　そんな私がノエリアさんに媚薬を仕込むことなどできるはずがない。

　私は絶対に無実なのだっ！

「こ、これは一体？」

「メルヴィ、分かるか？」

「えぇっとですねぇ……」

　様子がおかしくなったのはノエリアさんだけだ。私を含めた他の人たちは何も異常をきたしていない。

　この状況でノエリアさん一人だけに媚薬を仕込むなんて、不可能なはずで……。

「あっ、これですね、リズさんが持ってきたこのアロマキャンドルですね」

「[image: ]
 っ……？」

　と思っていたら、メルヴィ様が素早く原因を解明する。

　私がお土産として持ってきた、手作りのアロマキャンドル……？

　それがノエリアさんをおかしくしているのだと、メルヴィ様が言う。

「そのその、このアロマキャンドルに
媚
 び
 薬
 やく

 が仕込まれているようですね。ノエリアさんはこの匂いを
嗅
 か

 いで、発情しちゃったみたいです」

「リ、リーズリンデえええぇぇぇっ……！」

「いやいやっ!?
 　メルヴィ様、それは絶対におかしいですっ！」

　私はメルヴィ様に口答えする。

「確かにそのアロマキャンドルは私の手作りです！　でも、その香りはもうこの部屋全体に広まっているんですよっ!?
 　それなのに、ノエリアさんだけが発情しているなんておかしいじゃないですかっ!?
 」

　アロマキャンドルのラベンダーの香りはこの部屋全体に漂い、もう既に全員がその香りを嗅いでいる。

　ならば、この部屋にいる全員が発情していないとおかしいではないか。

　だから絶対、彼女の発情は私のアロマキャンドルのせいではないのであるっ！

　だけど、メルヴィ様は言う。

「いやいや、そのですね、リズさん。どうもこのアロマキャンドルには、カウンタートラップ式の魔術が仕込まれているようでして……」

「は……？」

　カウンタートラップ式？

「どうも『自分に敵意を向けてくる者に対して、
催
 さい

 
淫
 いん

 効果をもたらす香りを放出する魔術』によって、ノエリアさんだけが発情してしまったみたいですね」

「は、はああああぁぁぁぁぁっ……!?
 」

　メルヴィ様が説明してくれるが、意味が分からない。

　自分への敵意？　その者だけに催淫効果？

　どういうことっ!?
 　わけが分からないっ……！

「おいおい、ヤベーな、リズ」

「手の込んだことをするな、リズ」

「いやいや、違いますって……!?
 」

　あまりに身に覚えのないことに混乱する。

「ちょっと、ちょっと待ってくださいっ！　わけが分かりません！　私はそんな意味の分からない複雑な魔術、アロマキャンドルに仕込んでませんって……！」

「無意識でやっちゃったんだろ？」

「無意識でそんなもの作れるはずありますかいっ！」

　なんだっ!?
 　なぜこんなにも私が疑われるっ!?


　常識的に考えて、カウンタートラップ式なんて複雑な魔術を、私が無意識で仕込めるわけがないのにっ！

「そもそもっ！　そもそもですよ！　私はアロマキャンドルに
媚
 び

 
薬
 やく

 なんて仕込んでませんっ！　媚薬なんて見たこともありませんっ……！」

「はいはい」

「はいはい」

「よかったですねー」

「もおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっ……！」

　全然信じてくれてない声だった！

　なぜだっ!?
 　この清純な私が媚薬やカウンタートラップの魔術なんて使うはずないってこと、なぜ理解してくれないっ!?


　どうしてこんなに信用がないのだっ!?


「リ、リーズリンデぇぇぇっ！　やってくれたでござるなぁぁぁっ……！」

「いやいやいやっ!?
 　ちょっと待ってください、誤解ですっ！」

　ノエリアさんがきっと
睨
 にら

 んでくる。

　相変わらず息が荒く、体はがくがくと震えている。

「せ、
拙
 せっ

 
者
 しゃ

 をエッチな体にして、屈服させるつもりでござるなっ！　エロマンガみたいにっ！　くノ一ものでよくあるエロマンガみたいにっ……！」

「いや、何言ってるんですか」

「そ、そうは簡単に屈しないでござるぞぉぉぉっ！　んんっ……♡」

　彼女の体がびくんと跳ねる。口では強がっているが、もう体は限界そうであった。

　……いや、私のせいじゃないけれど。

「はぁっ♡　はぁっ……♡　こ、このままではおかしくなって、しまうでござる！　は、発散させないと……♡」

　そう言いながら、彼女はふらふらと奥の部屋へと向かう。

　きっとそこが彼女の自室なのだろう。

「こ、この借りはいつか返すでござるっ！　覚えておけ、リーズリンデぇぇ！」

「いや、私何もやってませんって」

　断固として認めない。

　アロマキャンドルに媚薬を仕込むなんて、私は絶対にやっていないのである。

「覚えておくでござるぅぅぅっ！　リーズリンデぇぇぇっ……！」

　そう叫びながら、ノエリアさんが奥の部屋へと引っ込んでいった。

　扉がバタンと乱暴に閉められる。

「…………ひゃああああぁぁぁぁんっ♡　少し触っただけなのにいいいいぃぃぃっ♡」

「…………」

「…………」

　部屋の向こう側から、彼女の
艶
 なま

 めかしい声が聞こえてきた。

　……聞こえてきてしまった。

　私たちはいたたまれない気持ちになる。

「……さっさと帰るか」

「そのその、そうですね」

「これ以上はノエリア殿に悪い」

　カイン様たちがさっさと帰り支度を整える。

　これ以上、この店にはいられない。コントロールを失ったノエリアさんの尊厳を守るために、私たちはすぐにこの店を出ていかなければならなかった。

「デーヴィット」

「なんですか、カイン君？」

「なんていうか、今日はこのバカが申し訳なかった。後でちゃんと叱っておく」

「ちょっと!?
 　カイン様っ!?
 　私何もしてませんって……！」

　どういうわけか、後で私が叱られるのは決定事項のようだった。

　認められないっ！

　自分が無意識のうちに
媚
 び

 
薬
 やく

 を入手し、その媚薬をアロマキャンドルの中に混ぜ、カウンタートラップ式の魔術を無意識で仕込むなんて、認められるわけがないのであるっ！

　私がそんな変態なわけないのである！

「ははは、大丈夫ですよ、リーズリンデ様。先に突っかかったのはうちのノエリアですしね。今回のことは洗礼のようなものだと思っています」

「デーヴィットさん……」

　一方、デーヴィットさんは全く怒っていなかった。

　穏やかな様子でニコニコとしており、その姿に私はほっとするものの、やっぱり私がやらかした前提になっているのがちょっと納得いかなかった。

「ほんと、あなたの手で痛い目に遭わされるのは……この店の者の宿命というか、ははは……おっと、トラウマが……」

「私、あなたに何もしてませんっ！」

　何か昔のことを思い出し、彼がガタガタと体を震わせ始める。

　違うっ！　私はこの店の者に、一切何もしていないっ！

「あのあの、今回混ぜられた媚薬は少し弱めに作ってあるみたいなので、放っておけば自然と薬は抜けると思います。多分……」

「それはよかった。ご助言ありがとうございます、メルヴィ様」

　デーヴィットさんがメルヴィ様にお辞儀をする。

　なんでメルヴィ様は媚薬の知識なんて持ってるんだろう？

「ほらリズ、ごめんなさいしろ、ごめんなさいを」

「なーんーでーだーっ！」

　カイン様に頭を押さえつけられ、強制的に頭を下げさせられる。まるで私の保護者のように、カイン様も一緒に頭を下げていた。

　納得がいかない！

　全然納得がいかなかったっ……！

「ひゃいいいいいいぃぃぃぃぃぃんんんんんんっ♡　すっごく敏感になってるうううううううううぅぅぅぅぅぅぅっ……♡」

「…………」

　ある晴れた日の昼下がり。

　謎の攻撃を受けたとあるニンジャの
喘
 あえ

 ぎ声が、店の中にこだまするのであった。





　その日の夕方。

　太陽が大きく傾き、空が赤く染まり始めた時のことだった。

「はぁ、今日のは一体何だったのでしょうか……」

　情報屋から帰宅し、私は自分の部屋へと戻ってきていた。

　いろいろな意味でくたくたになった体をベッドへダイブさせ、布団の柔らかさを全身で堪能する。やはりベッドに横になる瞬間というのは、何とも言えない至福の時であった。

　……しかし、今日は本当に疲れた。

　情報屋でのアレは、一体何だったのだろうか。

　いや、考えるのはやめよう。今日のハプニングについて考え事をするのは、時間の無駄のような気がした。

「…………」

　寝返りを打ち、何もない天井をぼーっと眺める。

　新勇者ディア。

　今日の情報屋での話の中心であり、私だけが知っている半獣人の女の子。今日のデーヴィットさんの話だと、やはり彼女の正体について知っている人は少なそうであった。

　私だけが彼女の顔を知っていて、私だけが彼女と直接会話している。

「…………」

　ディアさんは底の見えない人だった。

　謎めいた人であり、彼女について分かったことはとても少ない。カイン様たちとの戦いから逃走したものの、本当の実力はまだまだ計り知れなかった。

　正体不明の新勇者。

　しかし、私はそれでも彼女が悪い人だとは思えなかった。

　あの時は、私を人質としても利用できたはずなのに、そうはしなかった。私を殺そうともしなかったし、結局私は傷一つ負わないまま、あのアジトから戻って来られた。

　彼女はいろいろなことに配慮している。

　きっと彼女の基本的なスタンスは、犠牲者を出さないこと。私にかけた情報規制の魔法も、私だけに素顔を見せたことも、なるべく傷つく人が少なくなるようにするためなのかもしれない。

　そう思えた。

　……彼女と分かり合うことはできないだろうか。

　カイン様の聖剣を狙うのは、何か特別な理由があるんじゃないだろうか。ちゃんと話をすれば、どこかで分かり合える部分があるんじゃないか。

　何かが解決するのではないだろうか。

「…………」

　彼女とちゃんと腰を据えて話をしたい。

　そうすれば、きっと何かよい方法が見つかるんじゃないだろうか。

　私はそう信じている。

　──だから、試してみることにした。

「……ふんっ」

　ベッドから体を起こし、片手を前に突き出す。

　意識するのは自分の魔力の流れだ。全身で魔力を練り上げ、それを突き出した右手へと集中させる。目を閉じて、神経をより研ぎ澄ませていく。

　ディアさんは言っていた。空間魔法というのは魔力の痕跡というものが残ってしまう。だから、自分のアジトの場所は勇者チームに突き止められてしまうだろうと。

　彼女はその性質を利用して勇者チームを自分のアジトに導こうとしていたし、実際クオン様の
空間
 くうかん

 
歪曲
 わいきょく

 
魔法
 まほう

 によって、カイン様たちはディアさんのアジトに乗り込んできた。

　魔力の痕跡、魔力の
繋
 つな

 がりが目的地を示す指標となる。

　だから、私にだってできるかも。

　私にかけられた情報規制の魔法は、他ならぬディアさんが使用したものである。なので、魔力の繋がりとしては十分。私と彼女の縁は既に結ばれている。

　後は、私がその繋がりを追えばいいはずだ。

「…………」

　イメージするのは、昨日のクオン様。

　空間を
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 げ、距離と時間を無視していきなりディアさんのアジトに乗り込んできた彼女の魔法を再現しよう。

　全身の魔力の流れをコントロールする。

　右手に集めた魔力の
塊
 かたまり

 を術として加工していく。

　繊細に、精巧に、
緻密
 ちみつ

 に、そして大胆に。

　空間を
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 げるなんて魔法、普通ではない。とんでもなく高難易度の魔法であり、一般的な学生である私なんかに行使できるような魔法ではない。普通に考えれば、そんなことすぐ分かる。

　だけど、まぁ、何事もやってみなければ分からないわけで……。

　ほら。

「……よし」

　──目の前の空間が
歪
 ゆが

 んだ。

「……え？」

　目の前で、ディアさんがきょとんとした表情を浮かべている。

　私は空間を跳躍し、一瞬で彼女のいる場所へとやってきた。

　ここはどうやら彼女のアジトではなく、どこかの宿の一室のようで、安宿なのだろうか、木造の壁や床は傷んでいて汚れが拭いきれていない。

　そんな小さな部屋の中に、ディアさんがぽつんと一人でいた。

「え？　……え？」

　ディアさんは目をぱちくりさせている。
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　状況が
呑
 の

 み込めていないようだ。いきなり私が目の前に現れ、わけが分からず目を丸くしている。

　そりゃそうだ。

　自室にいきなり人間が湧いて出てきたのだ。誰だってこうなると思う。

　かくして
空間
 くうかん

 
歪曲
 わいきょく

 
魔法
 まほう

 は成功し、私はディアさんと再会を果たした。一日ぶりの、あまりに早い
邂逅
 かいこう

 だった。

「昨日ぶりです、ディアさん」

「…………」

　にこりと笑いかけて挨拶するが、ディアさんからの反応はない。ぽかんとしたままフリーズしている。

　そりゃそうか。

「……私って天才かも」

　見様見真似で、クオン様の空間歪曲魔法を成功させてしまった。

　私は自画自賛しちゃうのであった。









第52
 話　【過去】くノ一とゴクラクジョウドーーーッ！










　──勇者カインの弱みを探れ。

　とあるスパイ組織に、そんな依頼が出されようとしていた。

　決して表社会には姿を現さない裏組織。法を犯し、人を傷つけることを
厭
 いと

 わず、陽の当たる場所には姿を現さない闇の集団。

　スパイ組織『ボルシチーノ』。

　裏社会に属する集団が、勇者一行に牙を
剥
 む

 こうとしていた。

　今回、勇者カインの弱みを探るように依頼したのは、『レムレスト』という名の北の国であった。

　それを『ボルシチーノ』は受けたのである。

　勇者カインは人族全体の希望の星であり、彼らのチームは多くの人々から熱狂的な支持を受けている。

　しかしそれでも、彼らのことをよく思わない反社会組織というのは存在した。

　レムレスト国は人族と魔族の戦争の最前線からは遠い場所にある国であり、そのため勇者の活躍による恩恵は少なく、勇者カインへの支援をほとんど行ってこなかった。

　しかし勇者の奮闘ぶりは
凄
 すさ

 まじく、その影響力は世界中に広がっていた。勇者カインのチームが活躍すればするほど、彼らを支援していない国は国際社会での発言力が弱くなっていく。

　勇者チームは素晴らしい活動をしているが、悲しいことに彼らの活躍によって全ての人が喜ぶというわけではなかった。

　そういった経緯で、勇者の足を引っ張りたいレムレスト国は、スパイ組織ボルシチーノに『勇者カインの弱みを探れ』という依頼を出したのである。

　その任に当たるのが、ボルシチーノに所属するデーヴィットという青年であった。

　デーヴィットは地道に勇者チームの監視を続ける。

　警戒心の強いカインにバレぬよう、細心の注意を払いながら尾行をしたり、間接的に彼らの情報を集めたりする。

　この任務に就いているのはデーヴィットだけではない。ボルシチーノからは多くの人が派遣されており、デーヴィットとは別のチームとして行動していた。

　この依頼はレムレスト国
直々
 じきじき

 の依頼であり、報奨金は莫大な金額となっている。組織の命運を懸けた大きな仕事であり、ボルシチーノは優秀な人材を惜しみなく投入していたのだ。

　デーヴィットもまたボルシチーノの誇る有能な人材である。彼は他のチームとは異なり、単独行動で任務に当たっていた。

　そのような形で調査を行っていると、デーヴィットは勇者パーティー内に気になる存在を見つけた。

　リーズリンデという一人の少女であった。

　勇者パーティーのメンバーは既に世界的に有名であり、仲間たち全員の武勇伝や逸話が広く知れ渡っている。

　しかしその中で、リーズリンデという少女だけが無名であった。彼女の存在は
吟遊
 ぎんゆう

 
詩人
 しじん

 の詩にも、勇者たちの武勇伝の中にも登場しない。

　勇者パーティーの中に一人、名前が知られていない人物が混ざっている。

　デーヴィットは、そのリーズリンデという存在に目を付けた。勇者パーティーと行動を共にしながら、なぜ彼女は有名な存在となっていないのか。

　それは彼女が戦闘要員ではないため、と考えるのが妥当であった。

　メイドのような仕事を受け持っており、洗濯や料理、荷物持ちなどをして勇者パーティーの活動をサポートしている。地味な裏方の仕事を
担
 にな

 っているため、表舞台には名前が出てこないと、そう推察できた。

　あるいは、勇者カインが連れ歩く愛人か。

　もしそうだとしたら、そのリーズリンデという女性は勇者カインのウィークポイントに直結する人物であった。

　この情報を依頼主であるレムレスト国に報告すると、『その人物を
攫
 さら

 え』という命令がボルシチーノ全体に下された。

　勇者チームから人を一人攫う。

　それが非常に難易度の高い任務であることは容易に想像できたが、ターゲットであるリーズリンデは非戦闘要員。どんな強力なチームにも必ず隙はある。

　いくら相手が勇者チームであろうとも、百戦錬磨のスパイ組織『ボルシチーノ』にとって、非力な少女を一人攫うことは決して不可能な任務とは言えなかった。

　とある深夜。

　勇者パーティーが借りている宿に、デーヴィットが侵入する。

　今この時間、ターゲットであるリーズリンデはぐっすり眠っているはずであった。

　他のチームの情報操作により、勇者チームの主力メンバーは街の外へと出かけている。深夜にしか現れないという魔物を討伐するためだった。

　一夜で済む任務であり、勇者チームの皆は朝には宿に帰ってくるだろう。メイドや愛人を連れていく理由がない任務であり、リーズリンデは一人この宿で留守番をしているはずだった。

　町全体が寝静まる深夜、静寂と闇の中をデーヴィットが駆ける。

　
夜目
 よめ

 の利く彼は明かりを一切つけないまま、リーズリンデが泊まっている部屋の前へと
辿
 たど

 り
着
 つ

 いた。

　扉には鍵がかかっていたが、彼にとってそんなものは無意味である。一切音を立てず、数秒とかからないうちに彼は解錠に成功した。

　デーヴィットが扉を開ける。

　誰かがここに近づいて来る気配もない。後は部屋の中で眠る少女を誘拐すれば、この大仕事も終わりであった。

「え……？」

　だがしかし、彼は気付く。

　部屋の中はもぬけの殻だった。

　リーズリンデが眠っているはずのベッドには誰もいなくて、部屋の中は奇妙なほどしんと静まり返っていた。

　どういうことだ？　デーヴィットは思考を巡らす。

　ただのメイドであるはずのリーズリンデも、魔物の討伐に同行している？

　いや、それはない。

　他のチームからの報告によると、この街から出て魔物討伐へと向かった勇者チームの中に、リーズリンデはいなかったらしい。

　では、彼女はどこに……？　デーヴィットがそう考えている最中のことだった。

　──いきなり、部屋の床がパカっと開いた。

「わっ……!?
 」

　突然開いた大きな穴に、デーヴィットは
呑
 の

 み込まれた。

　下へ下へ、真っ暗な奈落の底へと落ちていく。

「お、おおおぉぉぉっ……!?
 」

　あまりに唐突のことに彼は混乱する。

　なぜ部屋の床が開いたのか？　自分の身に一体何が起こっているのか？

　いや、そもそもおかしい。この部屋は宿の一階部分にあった。だから床が抜けたからといって、こんなに下へと落ちるはずがないのである。

　では、この深い穴は何なのか？　落下しながらデーヴィットは必死に考えるが、あまりに予想外の出来事に答えなど出るはずもなかった。

「くっ……！」

　やがて彼は穴の底へと
辿
 たど

 り
着
 つ

 き、運よく両足で着地する。

　かなりの高さから落ちてしまったが、それでも彼は体を鍛えていたため無傷で済んだ。

「ようこそ、地獄の底へ。デーヴィット様、でよろしかったでしょうか？」

「……っ!?
 」

　この場所へ着くや否や、謎の人物から声を掛けられる。

　デーヴィットは顔を上げた。

「なっ……!?
 」

　そこには奇妙な格好をした女性がいた。

　東の国の衣装のような丈の短い黒い着物を身に
纏
 まと

 っている。腰には刀を帯び、更に手にはクナイを持っており、しっかりと武装していた。

「ニンジャ……」

　その女性の格好を見て、デーヴィットはぽつりと
呟
 つぶや

 く。

　東の国における伝統的な
諜
 ちょう
 報
 ほう

 部隊、ニンジャが彼の目の前にいた。

「フフフ……、突然のことで何が何だか分からないでしょう。説明がお要りですか、デーヴィット様？」

「くっ……！」

　女は、嘲笑うかのような笑みを浮かべた。そのニンジャの女は、ターゲットであるはずのリーズリンデであった。くノ一の格好をして、金色の長い髪を揺らしている。

　この地下の大空間には、
蜘蛛
 くも

 の巣のようにたくさんのロープが張り巡らされていた。縦横いっぱいに麻縄が交差しており、埋め尽くされている。

　リーズリンデは、その一本のロープの上にバランス良くまっすぐ立っている。高い場所からデーヴィットを見下ろしていた。

「そうかっ！　東洋の密偵！　お前は戦闘要員でもメイドでも愛人でもなく、勇者チームの工作員だったのか！　リーズリンデっ……！」

　デーヴィットが叫ぶ。

「ふふふっ！　ご名答っ！　私は勇者チームのニンジャ！　サドキング・くノ一バージョンなのでございますっ！」

「違うけどな」

　地味にその場にいたカインが、ツッコミを入れた。

「なっ……!?
 　勇者カイン!?
 　なぜここにいるっ!?
 」

「いや、俺も好きでここにいるわけじゃねえんだけど。リズがまたバカなことやってんだったら、監視役は必要かなーって」

　カインの存在にデーヴィットが驚く。

　リーズリンデの存在感に気を取られ、部屋の隅で壁に背を付けてじっとしているカインに、今の今まで気が付かなかった。

「いや、おかしいぞっ!?
 　カイン、お前は我らの仲間の情報に踊らされ、街の外で魔物を討伐しているはずっ！　この場にいるなどあり得ないっ！」

「俺ら
舐
 な

 められてんなー」

「ふっふっふ！　あなたたちスパイ組織が流したデマは、このサドキング・くノ一バージョンが潰させてもらいましたよ！　確かにあなたたちは情報戦のプロですが、この勇者チームにも通じると思ったら大間違いですっ！」

「くっ……！」

　デーヴィットが歯ぎしりをする。

「そうか、勇者チームには東洋のスパイ、ニンジャがいたのかっ……！　誤算だった。情報戦で我らが一本取られるとは……！」

「ふふふ、私を甘く見ましたね。ニンニンッ！」

「いや、こいつニンジャでもなんでもねーから。ニワカだから、ニワカ」

「ニンニンッ！」

　カインの指摘をリーズリンデは無視した。

「ちなみにこの宿屋は何の変哲もない普通の宿屋ですが、ご主人の許可を取って魔改造しました。もはや、カラクリ屋敷となっております」

「なんだとっ……!?
 」

　普通の宿屋なのに、なぜこんな地下に深い空間があるのか。デーヴィットは疑問に思っていたが、全てリーズリンデの仕業であった。

　今日やってくるスパイを返り討ちにするためだけに、宿屋全体が魔改造されていた。

「さぁ！　カイン様のことを
嗅
 か

 ぎ回る悪いネズミにはお仕置きをしなければっ！　いざいざああぁぁぁっ……！」

「くっ……！」

　サドキングが叫び声を上げ、戦いが始まった。

　リーズリンデは足場にしていたロープを蹴り、勢いよくデーヴィットに向かって突撃する。デーヴィットも腰からナイフを抜き、迎撃の体勢に入った。

「
火遁
 かとん

 ！　
心頭滅却業火
 しんとうめっきゃくごうか

 の
術
 じゅつ

 ぅぅぅっ！」

「ぐわあああぁぁぁっ！」

　リーズリンデが手で
印
 いん

 を結びながら、口から大きな火を噴く。

　デーヴィットの体を炎が包み込むが彼はすぐに地面を転がり、炎から逃れた。

「どうですか!?
 　これが『忍法・火遁の術』ですっ！」

「ぐっ……！」

　リーズリンデはただの炎の魔術を忍法と言い張った。

「まだまだいきますよぉっ！」

　リーズリンデが再びロープの上に足を掛け、デーヴィットの上を取る。

「食らいなさい！　『忍法・
畳返
 たたみがえ

 しの術っ』！」

「なっ……!?
 」

　空間魔法により、リーズリンデが何もない場所からたくさんの畳を召喚する。

　何十枚という畳がリーズリンデの周囲に浮かんでおり、それが彼女の操作によってデーヴィットへと一斉に襲い掛かる。

　畳が
手裏剣
 しゅりけん

 のように高速で回転しながら、彼に向かって飛んでいった。

「ぐわああああああぁぁぁぁぁぁっ……！」

　彼の体は何度も何度も畳に打たれ、吹き飛ばされてしまった。

「どうですっ!?
 　これが忍法・畳返しの術ですっ！」

「なぁ、それ合ってる？　それほんとに畳返しの術で合ってる？」

「ニンニンッ……！」

　カインの指摘をリーズリンデは無視した。

　彼女はニンジャのニワカであった。

「ニンニンニ～ン♪　わ～れはく～の一♪　サ～ドキング～♪　えっちな忍法～大得意～♪　ニンニンニ～ン♪」

「うるせっ」

「さぁさぁっ！　このくノ一の動きに付いて来れますかっ……!?
 」

「くっ……！」

　リーズリンデがロープの上を飛び回り、立体的な動きでデーヴィットを
翻弄
 ほんろう

 する。

　この地下空間に張り巡らされた全てのロープが彼女の足場であり、
縦横無尽
 じゅうおうむじん

 に飛び回る彼女の複雑な動きを、彼は捉えることができなかった。

「さぁっ！　これで終わりです！」

「しまった……!?
 」

　リーズリンデがデーヴィットの後ろを取る。

　彼が後ろを振り向こうとした時には、もう全てが遅かった。

「『忍法・
亀甲縛
 きっこうしば

 りの術ーーーっ』！」

「ぐわああああああぁぁぁぁぁぁっ……!?
 」

「忍法を
穢
 けが

 すな」

　リーズリンデはデーヴィットの体をＳＭプレイ用の縛り方で縛った。

「くっ！　このままじゃまずいっ！」

　デーヴィットは体の自由が利かなくなり、
無
 ぶ
 様
 ざま

 に地面に倒れてしまう。

　スパイである自分が敵に捕まるなんてこと、あってはならない。敵に捕まってしまった時にやるべきことは一つ。それは組織の中の絶対の
掟
 おきて

 であった。

　デーヴィットは最後に残された手段を取ろうとして……、

「あー、ダメですよ、ダメダメ。そういうのイカしてませんから」

「ふごっ……!?
 」

　リーズリンデがデーヴィットの行動を妨害してきた。

　彼の口の中に手を乱暴に突っ込み、その中からある物を取り出した。

「やっぱり奥歯に毒を仕込んでいましたか。ダメですよ～、命は大切にしないと～」

「あ、あ……」

　デーヴィットは奥歯に仕込んでおいた毒を
噛
 か

 み、自害するつもりだった。敵に捕まった時は死あるのみ。それは組織の掟であり、彼は即座にそれを実行しようとした。

　しかし、リーズリンデに邪魔されてしまった。奥歯の毒を抜き取られ、彼は死ぬことができなくなってしまった。

「くっ！　殺せっ……！」

　縄に縛られ、何もできなくなったデーヴィットが顔を
歪
 ゆが

 めて叫ぶ。

「わぉ、まるでエロマンガの女騎士のようなセリフ。いいですね、ご自分がこれからどのような目に遭うのかをよく分かってらっしゃるよう。さぁ、存分に楽しみましょう」

「や、やめろっ！　こっちに来るなっ……！」

　
嗜虐的
 しぎゃくてき

 な笑みを浮かべながら、リーズリンデが一歩ずつゆっくりと彼に近づく。

「スパイが敵に捕まったら……一体どうなるんですかねぇ？　ご存じです？　デーヴィットさん？　くすくすくす……」

「…………」

　デーヴィットの顔がさっと青くなる。

　これから自分は一体何をされるのか。死んだ方がマシな目に遭うのではないか。

　スパイなんて稼業をやっている身だ。いつかこうなってしまうことも覚悟していたが、得体のしれないニンジャという存在を前にして、彼の体はぶるっと震えた。

「さぁさぁ、一緒に行きましょう。地獄という名の甘美な園へ」

「や、やめろっ！　は、放せぇ……！」

　リーズリンデが彼の体を担ぎ上げる。

　この地下の広い部屋には一つの大きな扉があった。

　彼女はデーヴィットの体を抱えたまま、その扉へと向かって歩く。デーヴィットは処刑直前の死刑囚のように、ただ小刻みに体を震わせていた。

「さぁさぁ、地獄へご案内ー」

　リーズリンデが意気
揚
 よう
 々
 よう

 と重そうな扉を開く。

「なっ……!?
 」

　その奥の光景を見て、デーヴィットは
驚愕
 きょうがく

 する。

　扉の奥には、絶望が広がっていた。

「わっはっは！　あたしたちに歯向かおうなんて百億年早いってのよ！」

「アーーーッ！　おやめくださいっ！　おやめください、レイチェル様ーーーッ！」

「痛い！　痛いっ……！　でも気持ちイイーーーッ！」

「ご無礼お許しくださいーーーッ！」

　人の体を
鞭
 むち

 が打つ音が響く。

　少女の高笑いの声と、男たちの悲鳴がこだましている。

　今この場所にはたくさんの男たちが縄で縛られて宙吊りにされており、それをくノ一の格好をした少女たちが鞭で
叩
 たた

 いている。地獄のような光景であった。

「な、なんだ……これは……？」

　デーヴィットは恐怖で体を震わせていたが、やがて気付く。

　捕まっている男たちは皆、自分の組織の人間であった。

「なっ……!?
 　隊長!?
 　参謀長!?
 　なぜここに……!?
 」

「その声は、デーヴィット!?
 　お前も捕まってしまったのかっ……!?
 」

　自分の上司の姿を見て、デーヴィットは絶望的な気持ちになる。見る限り、今回の任務に就いている人員は全員捕まっていた。

　しかも、それだけではない。

　本部にいるはずの階級の高い上司たちも、ことごどく捕まってしまっていた。長官、次長、百戦錬磨の部隊長たちがこの部屋に集められ、
無
 ぶ
 様
 ざま

 に宙吊りにされている。

　更に、今回の依頼を持ってきたレムレスト国の高官までもが拘束され、情けなくも少女たちに
鞭
 むち
 打
 う

 ちされている。

「えとえと、シルファさん。鞭を扱う時は、こう、手首のスナップを利かして……」

「ふむふむ、勉強になる」

「アアアアアアァァァァァッ……！　新しい扉が開いちゃううううぅぅぅぅっ……♡」

　くノ一の格好をしたメルヴィやシルファがべちんと鞭を振るう。

　男たちの、
無
 ぶ
 様
 ざま

 でしかしどこか
悦
 よろこ

 びを感じ始めた悲鳴が
轟
 とどろ

 いていた。

「…………」

　なんということだ。

　デーヴィットは悟る。我々は完全に敗北した。勇者の弱点を探っていた関係者の全ては捕縛され、彼らに屈してしまったのだ。

　なぜ情報戦において、我々スパイ組織がこうも無残に敗北したのか。

　答えは一つ。

「勇者のチームは……実はニンジャの集団だったのだっ……！」

「いや、違うけどな」

　冷静にカインがツッこむ。

　彼女たちがニンジャの格好をしているのは、ただのコスプレだった。

「おらっ！　
喋
 しゃべ

 りなさいっ！　隠してること全部喋りなさいっ……！　一体誰に頼まれてリズのことを付け狙ったのっ!?
 」

「もう関係者全員捕まってるんですけどーーーっ!?
 」

「アーーーッ！　麻縄のこのチクチクした感じっ！　締め付けがクセになるーーーッ♡」

「感度百倍ーーーッ♡」

　捕まった人たちは全員、体の感度が高くなる薬を盛られていた。

「えいえい」

「アーーーッ！　鞭とは違う、上質の木の感触ーーーッ！」

　メルヴィが
警策
 けいさく

 という木の棒で、スパイをぺちぺち
叩
 たた

 く。

　警策とは、東の国のお寺という場所で使われている道具である。
坐禅
 ざぜん

 を組んでいる時、眠気や心の緩みを
諫
 いさ

 めるために修行者の肩や背中を叩くための棒。それが警策だった。

　ニンジャと同じ東の国の文化であるが、別にニンジャと直接の関係はない。

　なんかごっちゃになりながら、手首のスナップを利かせてメルヴィが警策を振るう。

「えいえい」

「アーッ！　ザゼンーーーッ！」

「これが東洋に伝わるザゼンだというのかーーーッ！」

「オテラーーーッ！」

　スパイたちが顔を赤らめながら叫び声を上げる。

「えいえい」

「ボンノーーーッ♡」

　
煩悩
 ぼんのう

 を振り払うための道具を使って、メルヴィが最高の技術を振るっていた。

「おらっ！　吐け！　情報を吐けぇっ……！」

「隠し事をしていても何もいいことなんかねぇぜぇっ!?
 」

「アーーーッ！　お許シーーーッ♡」

　レイチェルだけでなく、カインまで楽しそうに
鞭
 むち

 を振るっている。

「珍しいですね、カイン様がＳＭプレイに参加するなんて」

「あぁ」

　カインがこういう
戯
 たわむ

 れに参加することはあまりなく、ノリノリで鞭を振るっている姿にリーズリンデは少し驚いていた。

「リズを誘拐しようとしていた悪党だし野郎だから、特に罪悪感も湧かねぇしな」

「さすが、天性のドＳですね」

「うっせぇ」

「あははっ！　人をいたぶって楽しむなんて、勇者にあるまじきことね、カイン！」

「おめーも楽しんでじゃねーか、レイチェル」

　カインとレイチェルの二人のサドっ気が刺激されていた。

「あ、でもですよ、ただ痛めつけるのはダメですよ？　ちゃんと相手を喜ばせてこそのＳＭプレイですから。何も考えず、ただ鞭を振るうのはＳＭではありません！」

「分かってるよ」

「リズのこだわりだものね」

「職人ですからっ！」

　一流のサドとは相手の望む刺激を与えてこそである。真のサドこそ、相手のことをよく考え、欲望を感じ取り、鞭を振るうのである。

　サドとは慈愛。ＳＭ職人には信念があった。

「そう、このようにっ……！」

「な、ナニーーーッ!?
 」

「この鞭の味ッ！　他のとは一味違うーーーッ！」

「ゴクラクーーーッ！」

　サドキング・くノ一バージョンがバシンと鞭を振るうと、
叩
 たた

 かれた男たちはぶるりと体を震わせた。それまでの鞭の味とは格が違う。鞭の痛みと刺激が多幸感に変換され、脳の全てが支配されてしまう。

　人格すらも変えてしまうほどの甘美な刺激。

　マゾになる。マゾになってしまう。

　この少女が振るう
鞭
 むち

 によって、自分たちは魂の在り方すら変えられてしまうだろうっ！

「アーーーッ！　痛いの気持ちイイーーーッ！」

「もっと
虐
 いじ

 めてくださいーーーッ♡」

「ゴクラクジョウドーーーッ♡」

　男たちは叫ぶ。

「全ては
研鑽
 けんさん

 である……」

「さすがはリズさんです」

　サドキング・くノ一バージョンはぺろりとクナイを
舐
 な

 めるのであった。

「私は
叩
 たた

 かれる方が好みだが、たまにはこういうのも悪くないな」

「お、シルファ様もサドへの目覚めでございますか？」

「ふっ、何事も経験というやつだ。新しい刺激が自分の世界を広げるのだ」

「サドはマゾを兼ね、マゾはサドを兼ねるというやつですね。ほーら、
火遁
 かとん

 の
術
 じゅつ

 ですよー。火遁・ロウソク垂らしの術ー♪」

「アーーーッ♡」

「忍びの神秘ーーーッ♡」

　火遁の術と言いながら、リーズリンデが何の変哲もない
蝋燭
 ろうそく

 の蝋を男たちの肌に垂らす。

　熱く白い蝋が、哀れな豚たちの肌を焼いていた。

「く、屈服しますーーーッ！」

「我らは勇者様一行に忠誠を誓いますーーーッ！」

　捕らえられた男たちは遂に敗北宣言をした。顔を赤らめ、勇者一行に服従を誓う。

「く、屈服しますーーーっ！　ダイミョーに……ダイミョーに仕えるブシドーのようにーーーッ！」

「我らのショーグンとなってくださいーーーッ！　勇者様ーーーッ！」

　一人が降参の意を示すと、男たちは次から次へと勇者たちに屈服していく。

　ここにいる男たちはスパイ組織ボルシチーノの上層部の人間であったり、レムレスト国の高官であったりする。つまり地位も名誉もある男たちだ。

　そんな彼らが忠誠を誓うということは、スパイ組織ボルシチーノとレムレスト国の全てが勇者の味方になったと言っても過言ではなかった。

「ふっ！　これにて一件落着ですねっ！」

「サドキング様ーーーッ！」

「くノ一様ーーーッ！」

　サドキング・くノ一バージョンが胸を張る。

　何もかもを狂わせる彼女の美技によって、全ての者が勇者の味方となるのであった。

「……さて、残すはデーヴィット様だけですね」

「え？　は、はああああぁぁぁぁっ……!?
 」

　最後に残ったのは、先ほど捕まったばかりのデーヴィットであった。

　彼はこの惨状を見て、放心したままであった。半ば放置されていた彼であったが、この地獄を前にして何かしようという気は起きなかった。

　リーズリンデをはじめ、勇者チームの皆の目がデーヴィットの方を向く。

「ちゅ、忠誠を誓うっ！　私もあなたたちに忠誠を誓う！　それで全て終わりのはずだっ！　そうだろうっ……!?
 」

「いえいえ、デーヴィット様一人だけ仲間外れにするのもかわいそうですしね。遠慮しなくていいですよ？　一緒に
宴
 うたげ

 を楽しみましょう？」

「ひ、ひいいいぃぃぃぃっ……!?
 」

　サドキングがゆっくりと彼に近づく。

　デーヴィットは縄に縛られたままなので、何もできない。

「こらっ！　デーヴィット！　なに一人だけ逃げようとしているっ！」

「ちょ、長官っ……!?
 」

「ほらぁ、こっちにおいで？　デーヴィット……？　こっちは楽しいよぉ……♡　皆で一緒に幸せになろうぅぅ……♡」

「さ、参謀長っ……！」

　もはや彼の味方はいない。

　この場の全ての人間はサドキングの軍門に下っているのだ。

「よいしょ、っと」

「ひいいいぃぃぃっ……！」

　縛られているデーヴィットの体を、サドキングが楽々と担ぎ上げる。

　彼の顔が真っ青になった。

「あ、そうだ、デーヴィットさん。一つ質問なのですが……」

「な、なんでしょう……？」

　リーズリンデが尋ねる。

「
痔
 じ

 を患っていますか？　痔があると、少々大変なことになるかもしれないので……」

「なぜ今っ!?
 　なぜ今、私のお尻のコンディションの心配をなさるのですかっ!?
 」

　デーヴィットの全身から汗が噴き出した。

「まー、痔があろうとなかろうと、私たちとしてはどっちだっていいんですが……」

「ヤメローッ！　ヤメテクレーッ！　お尻は怖いぃぃぃッ！」

　泣き叫ぼうと、助けてくれる者は誰もいない。何も抵抗できぬまま、彼は部屋の奥へと運ばれていく。

「大丈夫ですよー。怖いのは最初だけですからねー♪」

「サドキング様の言う通りだ、デーヴィット。苦しいのは最初だけさ」

「その通りです、デーヴィット。すぐに幸せになれますよ」

「助けてくれーーーッ！　長官ーっ！　参謀長ーっ！　依頼主ーーーッ！」

　ここは地獄の一丁目。

　捕まってしまったスパイは、哀れな末路を
辿
 たど

 った。

「やめてくれええええぇぇぇっ！　お尻はやめてくれええええええぇぇぇぇっ……！」

　泣けども叫べども、ここは深い地下の底。

　彼の悲痛な叫び声が外に漏れることはなかった。

「んふふっ」

　リーズリンデが小さく笑う。

　敵に捕らわれたスパイがどうなってしまうのか。

　彼女の妖艶な笑みが、その悲しい行く末を暗示するのであった。
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「な、なんだっ!?
 　なんだ君はっ!?
 　なんなんだ君はっ……!?
 」

　新勇者のディアさんが
狼
 ろう
 狽
 ばい

 している。

　額から汗を垂らし、目を大きく見開いて、突然の私の登場に驚いている。

　時刻は夕方。

　場所は、ディアさんの借りている宿屋の一室と思われる部屋。

　そこで私とディアさんは一日ぶりの再会を果たしていた。

「い、一体どこから現れたっ!?
 　リ、リーズリンデ！　一体なんなんだ君はっ!?
 」

「お、落ち着いてください、ディアさん」

「こ、これが落ち着いていられるかっ……！」

　ディアさんは私から距離を取り、ナイフの先端をこちらに向けている。息を荒くして、完全に警戒態勢に入っている。

　それも仕方ないか。

　私は
空間歪曲魔法
 くうかんわいきょくまほう

 によって、突如この部屋へと跳躍して来たのだ。

　クオン様の魔術を真似して、自分の部屋とこの場所の空間を
捻
 ね

 じ
曲
 ま

 げ、距離と時間を無視して無理やりこの部屋の中へと飛び込んだ。ディアさんからすると、扉も窓も開いていない場所から突然、私がにゅっと現れた形になる。

　そりゃ、恐かろう。

　そんなわけで、私はディアさんにめちゃくちゃ警戒されていた。

「ディアさん、落ち着いてください。ちょっと私の話を聞いてください」

「ち、近づくなーっ！　ボクに近づくなっ！　なんだ!?
 　勇者たちもすぐそこにいるのかっ!?
 　ボクを殺しに来たのか……!?
 」

　案の定、ディアさんは警戒心を緩めない。

　でも違う。私は彼女と戦うつもりは一切ないのである。

「私はここに一人で来ました……！　カイン様たちなど、仲間は一緒じゃありません！　信じてくださいっ……！」

「じゃあ君は一体何しにここに来たんだ!?
 」

「何しにって……」

　私はディアさんとお話をしに来た。

　純粋に、ただそれだけである。私は彼女といろいろ話をしたい。

　私たちは勇者と新勇者ということで対立しているが、ちゃんと彼女の話を聞いて、こちらも言葉を尽くして対話を重ねれば、きっと何かが解決するのではないか。

　私はそう思っている。

「ディアさん、ちょっといいですか？」

「な、なんだ……？」

　でもその前に、私には気になることがあった。

「服を、脱いでくれませんか……？」

「は……？」

　対話は大事だ。

　でもその前に、私には確認しなければいけないことがあった。

　それを確かめないことには、対話を始めるべきではなく、そしてそのためにはディアさんに服を脱いでもらう必要があるのだ。

「は……、はあああああぁぁぁぁぁっ……!?
 」

　ディアさんがすっとんきょうな声を出す。

「ふ、服を脱げって……!?
 　ど、どういうことだっ!?
 　君はボクの服を脱がせるためにここに来たのかっ……!?
 」

「あ、いえ、違くてですね？」

　しまった。

　言葉足らずだった。ちょっと焦ってしまった。ディアさんのことを心配するあまり、説明を省いて要求だけを言葉にしてしまった。

　別にディアさんの服を脱がすことが楽しみで楽しみで、気持ちが先走ってしまったわけではないのである。私はそんな変態ではないのであるっ！

「ふ、服を脱げって、ボクを襲うつもりなのかっ……!?
 　ど、
度
 ど

 し
難
 がた

 いぞっ!?
 」

「いや、その、誤解でしてね？」

「も、もしかして君はソッチの趣味なのか……!?
 　いや!?
 　それでも敵対関係のボクのところに乗り込んで、ふ、服を脱げって!?
 　あり得ない！　あり得ないぞっ……!?
 」

「違いますって」

　ディアさんは混乱しきっている。目をぐるぐると回し、顔を真っ赤にしてしまっている。

　
初
 う
 心
 ぶ

 である。

　服を脱げと言われただけでこんなにも動揺するなんて、可愛らしい。

「
空
 くう
 間
 かん
 歪
 わい
 曲
 きょく

 なんて高度な魔術を使って……狙っているのがボクの貞操なのかっ!?
 　き、君はバカなんじゃないのかっ!?
 」

「いや、だから違くてですね？」

「ボ、ボクは負けないぞっ……!?
 　服なんか脱ぐもんか！　へ、変態なんかにボクは負けないっ……！」

「私は変態じゃありませんっ！」

　強く否定する。そこだけは決して容認できなかった。

　なんで私、最近いろいろな人から変態呼ばわりされるのだろう。

　全くもって心外であるっ！

「そうじゃなくてですね……いいから背中の傷を
診
 み

 させてくださいってばっ！」

「なっ……!?
 」

　錯乱するディアさんに大声を出す。ようやく、ディアさんの表情が変わった。

「背中って……べ、別に……」

「昨日、カイン様にかなり深く斬られていましたよね!?
 　あの傷をちゃんと手当てさせてくださいってば！」

「……っ」

　昨日、ディアさんとカイン様は戦闘をした。

　その際、ディアさんは彼に背中を深く斬り付けられた。空間歪曲からの先制攻撃を食らい、避ける間もなく大きなダメージを受けたのだ。そして恐らく、私の推測だとその傷は十分に手当てされていない。

　だから話し合いとかなんかよりも、まずは彼女の傷の診察をしたかった。

　別に私は彼女の裸が見たいから、服を脱げと言ったのではないのであるっ……！

　本当である！

「……べ、別に背中の傷は君に関係ないじゃないか。ボクと君は敵対関係にあるっ！　なんで君がボクの傷を手当てしようとするんだっ！」

　ディアさんがそっぽを向く。

　確かに彼女の言う通りである。カイン様が新勇者と敵対している以上、私とディアさんも本来敵同士である。私が彼女の傷を手当てする義理なんかない。

　だが、そういうのは超えて、私は彼女と話し合いをしに来たのだ。

　まずは傷の治療をするのが第一歩というものだろう。

　それに、彼女は『
診
 み

 てもらう必要はない』とか『もう手当ては十分である』と言っているわけではない。多分、まだ傷の処置は十分ではないけど、仲間でも何でもない私の同情なんか受けない、といった考えだろう。

「そういうのいいですから、早く服を脱いで傷を診せてください。手当てをしていないんでしょう？　傷が
膿
 う

 んだりしたらどうするんですか？」

「ぐ、ぐぐぐ……」

　ディアさんが歯ぎしりをしている。

　
咄
 とっ
 嗟
 さ

 に反論できない様子。やはり私の予想は当たっているようだ。

「ぐぐぐ……ぬぬぬ……」

　彼女が口をへの字に結んで葛藤している。

　背中の傷の手当てが必要なのは自分でも重々承知のようだが、なんで敵である私に傷を見せなければいけないのか、といった思考が簡単に読み取れる。

　最悪命に関わる問題なのだから、意地張ってないで素直に診せてほしい。

「じゃあこうしましょう。傷を診せてくれなければ、カイン様たち勇者パーティーの全員をここに呼び出します。それが嫌ならすぐに背中を診せてください」

「はぁっ!?
 　どんな脅しだ……!?
 」

　ちょっと変な要求を突き付けてみる。

　あまり脅しになっていない脅しを吹っ掛けて、彼女の反応を探ってみた。

「む～～～」

　ディアさんも困っていた。口を
尖
 とが

 らせ、不満そうに私を
睨
 にら

 んでいる。

　自分の傷の手当てをしてもらえるのは、言うまでもなく彼女にとって得になる。

　しかし、私を信頼していいものか。そんなことを悩んでいるのだろう。

「……はぁ」

　
暫
 しば

 しの
間
 ま

 の後、観念したかのようにディアさんがため息をついた。

「……分かったよ。あーあー、全く、なんなんだ一体」

「あ、じゃあ……！」

「ただしっ！　ちょっとでも変な動きをしたら、すぐに斬り殺すからねっ!?
 」

　ディアさんが自分の聖剣の柄をぎゅっと握り、
凄
 すご

 む。

「大丈夫ですよ。信頼してください」

「…………」

　確かにディアさんの迫力は凄かった。彼女と敵対する者なら、それだけで足が
竦
 すく

 んで動けなくなるだろう。

　だけど私は大丈夫。

　だって純粋に彼女の治療がしたいだけなのだ。ディアさんを害する変な動きなんかするわけないのである。

「……あと、麻酔とかは使わないでくれよ」

「分かってますよ。そもそも持っていません。じゃあ、服を脱いでそのベッドにうつ伏せになってください」

「…………」

「ディアさん？」

　どうしてか、彼女は動こうとしなかった。

「……服脱ぐとこ見られるの恥ずかしいから……ちょっとあっち向いてて」

「…………」

　ディアさんが顔を赤くして、小さな声で
呟
 つぶや

 く。

　少しもじもじしながら恥ずかしそうに、視線を
逸
 そ

 らして私にそう要求する。

「…………」

　その時、私は心臓を
鷲
 わし
 掴
 づか

 みにされたような気持ちになった。

　
初
 う
 心
 ぶ

 かよっ!?


　ものすっごい初心かよっ……!?


　彼女のケモノ耳が小さく揺れており、恥じらいの感情が表に
滲
 にじ

 み出ている。同じ女性の前で服を脱ぐってだけなのに、こんなにも初心な反応をするなんて……。

　なんだ？

　かわいい……。

　なんて純粋で純白なのだろうか……。

「……は、早くそっち向いてってば」

「え？　……あぁ、そうですね！　今あっち向きます！」

　私はくるりと体の向きを変える。

　やばい……。可愛くて鼻血出そう。

　私の背後でさやさやと
衣
 きぬ
 擦
 ず

 れの音がする。なんてセンシティブなのだ。衣擦れの音って、やばいよね。治療の際、手が滑ってしまうかもしれない。

　手が滑って、彼女のあられもない部分を触ってしまうかもしれないっ！

「…………」

　違う、落ち着け。

　私はそんな変態ではないのだ。

　治療にかこつけて、デヘへなことをするような低俗な人間ではないのだっ！

「落ち着けぇ、私ぃっ！　クールダウン、クールダウンだ、私ぃぃぃっ……！」

「わっ……!?
 」

　突然大声を発する私に、ディアさんがびっくりする。

　冷静になれっ！　冷静になるのだ！　自分っ！

　
初
 う
 心
 ぶ

 で
可
 か
 憐
 れん

 であどけない少女を
苛
 いじ

 めるなんてことあってはならない！　私はディアさんと同じ
清
 せい
 楚
 そ

 で純朴な乙女なのだっ！

　治療するふりをしてうら若き乙女を
誑
 たぶら

 かすなんて、エロマンガのような悪いことをしてはいけないのだっ！

「クールダウンっ！　クールダウンだあああああぁぁぁぁぁっ！」

「リ、リーズリンデ？　ど、どうしたんだい……？」

「クールダウンだあああぁぁぁぁ私いいいいいぃぃぃっ……！」

　自分の頬をべちべちと何度も平手打ちする。

　鼻血が出るが、それが顔を
叩
 たた

 いたせいなのか、それとも後ろで服を脱ぎ脱ぎするディアさんの姿を頭の中で思い浮かべたためなのか、判断が付かない。

「邪念撲滅！　邪念撲滅だあああぁぁぁっ……！」

「な、なに？　こ、怖いぃ……」

　
怯
 おび

 える彼女の様子が背中越しに伝わってくるのだった。

「も、もういいよ、リーズリンデ」

「は、はい……」

　ディアさんの声に振り返ると、彼女の準備は整っていた。

　上をはだけて、ベッドの上でうつ伏せになっている。

　やはりかなり鍛えているのだろう。
贅
 ぜい
 肉
 にく

 が全くない美しい背中が、惜しげもなく
晒
 さら

 されていた。

「じゃ、じゃあ、治療させていただきます……ぜぇぜぇ……」

「……なんで息切れしているんだい」

　そりゃ邪念撲滅のために、さっきまで自分の頬を叩いていたせいだ。

　結構消耗してしまった。なにしてるんだ、私は。

「じゃあ、失礼します。薬塗らせてもらいますね」

「……まだ完全には納得してないけど、とりあえずよろしく」

　ディアさんの寝ているベッドに私も乗り、持って来た薬箱を開く。

　やはりというか、ディアさんの背中には大きな傷痕が生々しく残っていた。カイン様の剣がつけた傷であり、
碌
 ろく

 に処置がされていない。

　包帯ぐらいは巻いていたんだろうけど、今はその包帯も取ってもらっている。血が染み込んだ包帯が床の上に落ちていた。

「やっぱり、病院には行けなかったんですか？」

「……まぁね」

　質問に対して、小さな声で返事が返ってくる。

　ディアさんは猫の半獣人だ。人と獣人の血が混じった種族であり、その存在は希少である。種族として全体数がとても少ない。

　で、残念なことに、数が少ない種族には種族差別という問題が存在する。

　獣人という種は人族というより魔族に分類される。人族領ではなく、魔族領で生活している者の方が多い。

　そして人は言うまでもなく、ほぼ全ての人たちが人族領で暮らしている。

　しかし、その二つの血が混じっている半獣人は難しい立ち位置にいた。

　魔族でもなく人族でもなく、それでいて種としての数も少ないため、どちらの種族からも差別を受けてしまう場合があった。

　……私はそういうの良くないと思っているけれど。

「病院に行って、何かマズい薬でも盛られたら終わりだからね。意識を失っているうちに奴隷として売り飛ばされたらたまったもんじゃないよ」

「…………」

　ディアさんが軽い口調で言う。

　でも内容が重い。麻酔がダメって言っていた理由もこれだった。

　彼女は
辛
 つら

 い境遇の中で、今も生きている。白い仮面を着けて顔を隠しているのも、もしかしたら半獣人として差別されるからかもしれない。

　
健
 けな
 気
 げ

 な子は……支えてあげたくなるっ！

「お仲間はいらっしゃらないんですか？　その方に背中の傷を
診
 み

 てもらえば……」

「……ノーコメント。いや、もうバレてるか。いないよ。ボクに仲間はいない」

　まぁ、そうだろう。

　情報屋の報告によると、常に単独行動だったようだし、昨日のアジトでカイン様を迎え撃とうとした時も、彼女はずっと一人だった。

　ディアさんは仲間がいないから、自分では見えない背中の傷の処置ができなかったのだ。だから今、私が彼女の傷に薬を塗っている。

　もういっぱい塗りたくっちゃうんだからねっ……！

「半獣人のボクが不気味じゃないの？」

　ディアさんがうつ伏せのまま、ちょっとだけ顔をこちらに向ける。

「ははは、なにをバカなことおっしゃいますか」

　こんな可愛い子を誰が不気味に思うものか。

「ディアさんも学園街に引っ越してきませんか？　あの街、差別意識がとっても少ないですから、ディアさんにもおススメですよ？」

　学園街は留学生も受け入れているため、さまざまな国や地方の人々が集まっている。半獣人だからって肩身の狭い思いをしなくて済むはずだ。病院だって、何の心配もなく行けるだろう。

「ふん、どこの街もそんなに変わるもんか」

「そんなことありませんって」

　鼻を鳴らすディアさんに、私は言う。

「だってあの街、オカマバーだってありますし……」

「オカマバーあるのっ……!?
 」

　さすがのディアさんもびっくりしていた。

　耳と尻尾がぴんと反応する。

「すごい……オカマって、半獣人のボクたちより厳しい迫害を受けてるのに……」

「地下にある秘密のバーですけど、すごいですよね」

　あれから時々、店長のハッピーさんと雑談したりする。

　別に悪い人なんていやしない。オカマさんも半獣人も、もう少し時代が
経
 た

 ったら普通に受け入れられる存在になるのだと思う。

「……まぁ、どっちにしろ、勇者が住んでる街に行けるわけないだろう」

「…………」

　ディアさんがため息をつきながら、
呟
 つぶや

 く。

　それもそうか。この話は勇者問題が解決してからかな。

「はい、一通り薬は塗り終わりましたよ」

「……そう」

　雑談している間に、傷の処置が終わる。

「……変な薬は使わなかったみたいだね。五感のどこにも異常はないみたいだ」

「そりゃそうですよ」

　ディアさんが手をグーパーして自分の感覚を確かめている。

　麻酔とか睡眠薬とか、そういうものが混ぜられることを警戒していたみたいだ。

「まぁ……世話になったよ」

「あ、まだです。動かないで」

「え？」

　ベッドから起き上がろうとする彼女を制止する。

　治療はまだ終わっていないのである。

「薬は塗り終わりました。でもこれから追加で、治療魔法の処置を行おうと思うのですが、いかがでしょうか？」

「ふーん……サービスいいね」

　
怪
 け
 我
 が

 の治療は薬だけではない。回復魔法とかも併用して行えば治るのも早くなる。

　今回ディアさんが負った傷は大きく、それなのに丸一日何の処置もされないままだったので、なるべく多くの治療を施しておきたかった。

　そんなわけで、ディアさんにはまだうつ伏せのままでいてもらった。

「至れり尽くせりだ。礼は言わないけどね」

「ははは、私が好きでやっているだけですから」

「……ふん」

　彼女がまた小さく鼻を鳴らす。

　私は右手に魔力を集め、その手で彼女の傷口に触れた。

　魔術での治療を開始する。

「にゃっ!?
 　にゃんっ……!?
 」

「……？」

　その時、どうしてだろう？

　ディアさんがいきなり
艶
 なま

 めかしい声を出した。

　体をびくんと震えさせ、猫っぽくてどこか色っぽい声を上げる。

「にゃっ……!?
 　な、なにコレ!?
 　にゃ、にゃんっ!?
 　リ、リーズリンデ!?
 　ちょっと待つ……にゃいんっ!?
 」

「ど、どうしたんですか、ディアさん？　ただの治療魔法ですよ？」

「いや、これ絶対ただの治療魔法じゃ……にゃああぁぁぁんっ……!?
 」

　なにやらディアさんの様子がおかしい。

　私は治療魔法をかけているだけだというのに、色っぽい声を上げながら、体をもじもじとくねらせている。

「リーズリンデ……ボクに一体なにを……にゃあんっ！　にゃああぁぁんんんっ！」

「いやいや、何の変哲もない治療魔法でありまして……。ディ、ディアさん？　し、深呼吸、深呼吸？」

「にゃっ!?
 　だ、だめだめっ！　こんなの変になっちゃう……!?
 　にゃああああっ!?
 」

「ディアさん、本当にどうしたんですかっ!?
 」

　……というか、こういう状況、私は見覚えがあった。

　それは学友のサティナ様に治療魔法を施した時だ。

　魔王軍幹部が学園に攻め入って来た時、サティナ様は太ももに深い傷を負ってしまった。その
怪
 け
 我
 が

 を治療したのが私で、今と同じ治療魔法を施した。

　その時、サティナ様の様子がおかしくなってしまった。

「……？」

　今、治療魔法を発している自分の手をじっと眺める。

　私はいつもと同じ治療魔法を使っているはずだ。

　確かになんかちょっと、こう、魔力の流れに違和感があるような気がするような……しないような……。

　……いや、そんなはずはない。

　これはごくごく普通のありふれた治療魔法のはずだ。

「にゃああああああぁぁぁぁぁぁんっ……！」

　治療を再開すると、ディアさんがまた
悶
 もだ

 え始める。

　尻尾がピンと立ったり、へにゃへにゃと
萎
 しお

 れたりを繰り返している。ネコ耳がびくんびくんと震えたり、人族にはない部位が過敏に反応していた。

「リーズリンデぇぇっ！　君、君ねぇぇぇっ……!?
 」

「違いますよぉっ！　これはただの治療！　普通の治療魔法ですって……！」

　治療の場を利用してうら若き乙女を
誑
 たぶら

 かすなんて、エロマンガのような悪いことはしていないっ！

　していない、はずなのにっ……!?


「確かにっ……！　なんかすっごい、
癒
 い

 やされるけど！　なんかメチャクチャ
緻
 ち
 密
 みつ

 な魔術が体の中に流れ込んでくるって……分かるけどっ！　にゃんにゃあああああああぁぁぁぁぁんんんっ……！」

　悶えている彼女から、なんだかお褒めの言葉を受け取った。

　めちゃくちゃ緻密な魔術だなんて、一流の戦士であるディアさんに認められて、思わず照れてしまう。

　けど違う。これはごくごく普通の治療魔法なのであるっ！

「動かないでください、ディアさんっ！」

「んんんんんんんんっ……！」

　ディアさんの様子は明らかにおかしい。

　顔は
火
 ほ
 照
 て

 り、真っ赤である。息は荒く、胸の奥底から漏れ出るような熱い吐息をついている。

　しかし、私は治療をやめない。治療はしっかり、完全に、完璧に。中途半端にやめてしまって、傷が
化
 か
 膿
 のう

 でもしたら大変なのである。

　だから私は心を鬼にして、治療魔法をかけ続ける。

　決してディアさんの
悶
 もだ

 えている姿が可愛いからではないっ！

　決してっ！　ディアさんの猫言葉が可愛くて、聞き続けたいからではないのであるっ！

「覚えておけよぉぉぉっ……！　リーズリンデえええぇぇぇっ……！」

　感謝してくれとは言わない。

　しかし、治療を行って『覚えておけ』と言われたのは初めてだった。

「にゃああああぁぁぁ……」

「ディ、ディアさーん……？　大丈夫ですかぁ……？」

「…………」

　治療は終わった。

　しかし、返事はない。ディアさんはぐったりとしている。

「ディ、ディアさーん……？」

「…………」

　その日、彼女から返事が返ってくることはもうなかった。

　なぁなぁのまま、この日はお開きとなるのだった。





　それから数日が
経
 た

 った。

「ディアさーん、ウサギ肉のシチューができましたよー」

「…………」

　私はディアさんの宿でお昼ご飯を作っていた。

　シチューの美味しそうな香りが部屋いっぱいに広がっている。

　この宿の部屋にはキッチンが付いており、料理ができるようになっていた。おそらく長期滞在のお客向けの宿なのだろう。

　彼女のためにシチューをことこと煮る。シチューが煮えるポコポコという音が、部屋の中で静かに響いていた。

「って、ディアさん、どうしたんですか……？」

「…………」

　それなのに、なんだかディアさんは不満そうな態度を見せていた。私の呼びかけに返事をせず、眉を
顰
 ひそ

 めてこちらを見ている。

「リーズリンデ、君さぁ……」

「はい？」

「なんで君、ボクの部屋で昼飯なんか作ってるんだっけ？」

　ジトッとした目で、彼女がこちらを
睨
 にら

 んでくる。

　私は小さくため息をついた。

「いや、だって、ディアさんの生活習慣が悪過ぎましたから。見ていられなくなって、ついつい……」

「いや、もう何度も言ってるけど、君とボクは敵同士だからねっ!?
 　なんで勇者の仲間にご飯作ってもらってるのさ、ボクはっ!?
 」

　背中の大きな傷の治療をしたあの日から、私は足繁くディアさんの部屋を訪ねるようになっていた。

　彼女の部屋に居座り、だらだらと時間を過ごしている。

　私の目的はディアさんと仲良くなり、彼女の話を聞いて勇者問題の妥協点を探ることだ。だから、こうやって彼女と親睦を深めることは間違いじゃない。

　しかし、なんというか、ディアさんは生活力のない人だった。

　食事は毎食ジャンクなもの。部屋の掃除もしていないようで、宿の部屋だというのにもうあっちこっちに
埃
 ほこり

 が
溜
 た

 まり始めている。

　背中の傷にも無頓着で、私が言わないと包帯すら変えようとしない。大きな傷なのだから、もっと神経質になってほしいものである。

　そういうわけで、私は世話焼きになっているのだった。

「ほらほら、そんなことはどうでもいいですから、熱々のうちにシチューをいただいちゃいましょうよ」

「むー……」

　不満そうな目をしながらも、ディアさんが食卓に着く。

　彼女はちょっと流されやすい人なのかもしれない。

「いただきます」

「……いただきます」

　向かい合って座り、二人でシチューを食べる。

　ミルクの旨みが口の中に広がる。我ながら美味しくできた。

「はぁ……全く、どうして君はボクに付きまとうのかねぇ？」

「それについては何度も言ってるじゃないですか。私の目的はあなたから話を聞き、あなたとの妥協点を探ることですって」

「ふん、そんなことあるもんか」

　ディアさんはカイン様を勇者の座からひきずり下ろそうとしている。

　しかし、私は彼女が悪人だとはどうしても思えなかった。

　どうしてカイン様を打ち倒そうとしているのか。何を目的としているのか。その行動の結果、ディアさんは何を得ようとしているのか。

　全部知った上で、私なりの解決法を探りたかった。

「さぁ、ディアさんの抱えている事情をどーんと詳しくお話ししてください！　私がなんとか丸く収めてみせましょう！」

「だーかーらー、もう全部話したって。ボクは勇者の持つ怪しい聖剣が気に食わないの。だから、勇者の持つ聖剣を奪い、破壊しようとしてるの。それだけさ、それだけ」

「本当にそれだけですかねぇ……？」

　彼女から話は聞いている。

　しかし私は、まだ彼女が隠し事をしているような気がした。

　カイン様の持つ聖剣を破壊する。それは
嘘
 うそ

 ではないような気がする。彼女の今までの行動から、それを目的としていることは多分本当である。

　だけど、もっと根本的な何かを彼女は隠しているような気がする。

　なにか、彼女にとって譲れない大事な事情があって、それは彼女という人間の根幹に関わる大切なこと……という気がしていた。

　思い返してみれば、私はディアさんの出身地とか、これまでの思い出とか、そういうことを全く知らないままなのだ。

「いいか、リーズリンデ。よく聞けよ？　ボクと現勇者が分かり合うことなんか絶対にない。話し合い程度で解決なんて絶対にあり得ない。絶対にだ、絶対」

　ディアさんが行儀悪く、スプーンの先端をこちらに向けてくる。

「君は勘違いをしている。ボクを良い奴だなんて思うなよ？　ボクは悪人だ。世界の希望である現勇者を
貶
 おとし

 めるためなら、何だってやってやるさ！」

「はぁ……」

　ディアさんが悪ぶっている。

　でもまるで説得力がない。彼女が本当に悪人なら、私はとっくに殺されているだろう。

「……なんかいまいち分かってないようだね。じゃあいいだろう！　特別に教えてあげよう！　よく聞け！　ボクが考える恐ろしい計画をっ……！」

「計画……？」

「現勇者を今の地位からひきずり下ろす残酷な計画だっ！　これが成功したら最後、現勇者は
為
 な

 す
術
 すべ

 もなく今の立場を追われることになるだろう！」

「ほぅ……」

　ディアさんが自ら新しい情報を
喋
 しゃべ

 ってくれるとのこと。

　私にかけられている情報規制の魔法は今も有効であり、彼女のこれからの話を誰かに伝えることはできない。

　だけど、彼女のことをもっとよく知りたいという私の目的は先に進むだろう。

「いいか、よく聞け！　リーズリンデ！」

　ディアさんが立ち上がって喋り始める。

「ボクの次の一手は考古学を専門とする大学と手を組むことだ！　ボクが持っている『聖剣イクリル』と『聖剣アンドロス』に関する歴史書は大変貴重なもの！　その資料を提示し、大学の教授たちを説得して、共同で聖剣の歴史の研究をする！」

「……ん？」

「研究の目的は、現勇者の持つ『聖剣アンドロス』の持つ歴史的価値を失墜させることだ！　ボクの持つ『聖剣イクリル』の歴史的な正当性を証明すれば、自然に『聖剣アンドロス』の権威は下がっていく！」

「…………」

　ディアさんは胸を張って意気揚々と計画を語っている。

　ただ、私は少し
唖
 あ
 然
 ぜん

 としていた。

「『聖剣イクリル』の正当性が証明されたら、それを大学から公表してもらう！　公的な機関による発表だ！　一個人として意見を表明するよりも説得力が強い！　そうすれば、世間の『聖剣アンドロス』に対する信頼はなくなる！」

「…………」

「『聖剣アンドロス』の信用が失墜すれば、当然現勇者も勇者としての正当性を失っていく！　そうなれば世論は現勇者の味方をしなくなり、彼は世間から見捨てられる！　彼は勇者として活動することすら困難になるだろうっ！」

「…………」

「そんな
悪
 あく
 辣
 らつ

 な計画を、ボクは立てているのだぁっ……！」

　ディアさんが、どうだと言わんばかりに自信満々な様子で胸を張る。

　私を見下ろしながら、にやりと口の端を吊り上げている。

　しかし……。

「どうだ、リーズリンデ！　思い知ったかぁっ……！」

「回りくど過ぎるっ……！」

「……っ!?
 」

　思わず叫んでしまった。

「やろうとしていることが回りくどい！　回りくど過ぎますっ！　それのどこが恐ろしい計画なのですかっ……!?
 」

「なっ!?
 　な……？」

　異論を述べる私に、ディアさんが面食らっている。

　情報規制うんぬんの魔法の時も思ったものだが、彼女はいろいろと回りくどい。こんな計画よりも、絶対もっと何か単純で効果的なやり方があるはずだ。

　多分、あれだろう。

　今聞いた彼女の恐ろしい（笑）計画では、確実に死者が出ない。

　なるべく犠牲者が出てほしくない。その考えの
下
 もと

 で計画を立てると、このように遠回りになってしまうのだろう。

　その計画、何年がかりで実現させるつもりなんだぁっ……!?


「……というよりそもそも、やろうとしていることがメッチャ真っ当じゃないですかっ！　一体それのどこが
悪
 あく
 辣
 らつ

 な計画なのですかっ……!?
 」

「ななっ!?
 　ななな……!?
 」

　なんの悪事も働いていない。

　真っ当に大学と共同研究をして、真っ当に自身の正当性を主張し、真っ当に民意を得ようとしている。なーんも悪いことしていない。

『そんなことはさせないっ……！』みたいな闘志がまるで湧いてこない。だってどこにも
卑
 ひ
 怯
 きょう

 な点が見つからないんだもん。

　私があなたの行動を止める理由は全くありません、と言うほかない。

「なっ……!?
 　なぁっ!?
 　いや、違うだろっ!?
 　ボクは悪人だぞ!?
 　現勇者を陥れようとしているんだぞっ……!?
 」

「いや、それだけ悪意のない計画が上手くいったら、むしろあっぱれですって。カイン様も納得しますよ……」

　元々勇者の地位に固執していない人だ。

　軽く笑い話にしてしまうだろう。

「違う！　違うぞっ、リーズリンデっ!?
 　ボクは極悪非道な人間だっ！　この悪辣な計画を成功させて、世界の希望を失墜させる史上最悪の人間なんだっ……！」

「…………」

　
呆
 あき

 れて物も言えない。

　鼻くそでもほじりたい気分だ。

「もー、メンドくさいですね。回りくどいことはやめて、カイン様を殺しちゃえばいいじゃないですか。そうすれば、現勇者も現聖剣も同時に亡き者にできますよ？」

「こ、ここっ、殺すなんて……!?
 　君はなんて
酷
 ひど

 いことを言うんだっ……!?
 」

「…………」

　彼女の耳がピンと立つ。

　なんてピュアなのだろうか。この人は首を縦に振らないと分かった上で提案してみたが、やはりその通りだった。

　彼女は根っからの勇者なのだ。

「こ、こここ、殺す!?
 　ここ、こ、殺すなんて……そんなこと、ボクが絶対にさせない！　させないぞっ……！」

「どっちの立場で物言ってるんですか……」

　なんかあべこべになってしまった。

「もう悪人ぶるのはやめて、話し合いで解決しません？　カイン様との会談の席なら、私いつでもセッティングしますよ？」

「それだけは絶対認められないんだあああぁぁぁぁっ……！」

　ディアさんが叫ぶ。

　顔は赤くなり、尻尾がぶんぶんと揺れている。さっきの殺す発言は、彼女には刺激が強過ぎたみたいだった。

「はぁ……」

　ため息をつく。

　なんか、何の心配も必要ない気がしてきた。カイン様とディアさんの対立を解消したくて私は今ここにいるが、放っておいても別に
酷
 ひど

 いことにはならないかもしれない。

「ごちそうさまでした」

「おい！　待て！　リーズリンデっ……！　議論はまだ終わってないぞっ!?
 　逃げるんじゃあないっ……！」

　話し合いをしている間に、私はシチューを食べ終わった。
喋
 しゃべ

 ることに熱中していたせいか、ディアさんの方はまだ半分くらいしかシチューが減っていない。

　私は席を立った。

「待てーっ！　リーズリンデー……！」

「はいはい、どこにも行きませんから。まずはシチュー食べちゃってくださいよ。お皿が片付かない」

「むー……」

　頬を膨らませながらも、ディアさんはすっと席に座り直し、黙々とシチューを食べ始める。

　素直な人だ。

「はぁ……」

　ふと、窓の外を見る。

　太陽は空高く昇り、
燦
 さん
 々
 さん

 と陽光が降り注いでいる。

　実に心地よい空であった。軽やかに雲が浮かび、清く澄んだ青空がどこまでも広がっている。平和なひとときだ。美しい青空が、悪いことなど何も起こらないのだと教えてくれているかのようだった。

「……ごちそうさま、美味しかったよ」

「あ、食器は台所に置いといてください。洗っておきます」

「……ここ数日、ずっと思ってるけど、君はボクの奥さんか何かなのかい？」

　ディアさんがジトッとした目で、私のことを見てくる。

　よせやい。照れるぜ。

「ふぅ……」

　二人分の食器をぱぱぱっと洗い、私は一息つく。

　昼ご飯も食べ終え、やることがなくなってしまった。若干手持ち
無
 ぶ
 沙
 さ
 汰
 た

 になりながら、意味もなく部屋の中をぶらぶらとする。

「……いや、やることなくなったんなら帰りなよ」

　ディアさんが
呆
 あき

 れている。

　つれない人であった。

「そういえば、洗濯物ってどうしてます？」

「んー？」

　何か私にできる家事を探して、質問をしてみる。

　傷の手当以外に、料理に掃除、食器洗い、買い物などはちょくちょくやっているのだが、洗濯にまでは手を出していなかった。

「洗濯、洗濯ねぇ……やってはいるんだけど……」

「……？」

　ディアさんが煮え切らない返事をしながら、部屋に備え付けられたタンスに目をやる。

　なんだか開けても良さそうだったから、私はタンスを開けた。

「わぉ……」

　中を見て、思わず声が漏れる。

　タンスの中には、畳まれていない洗濯物がごちゃっと乱雑に詰め込まれていた。

　なるほど、彼女の煮え切らない返事の意味が分かった。確かに洗濯はされている。中の衣服は清潔であり、着るのに何の問題もない。

　しかし、畳まれていない。

　彼女はあれだ、絶妙に生活力がない。最低限の一人暮らしはできるけど、日々の生活が雑になっていく仕事し過ぎタイプの人間だ。

「洗濯物にシワができちゃいますよ？」

「……小言はやめてくれ。君はボクのお母さんか？」

　私は奥さんからお母さんにランクアップした。

　いや、ランクダウンかな？

「別にいいじゃないか。なぜ服を畳む必要があるのだろうか？　服っていうのは着ていれば普通にシワができるものだし、だったら畳む際の労力がムダになってしまうじゃないか。非効率的だ。そもそも、ボクは人に会う機会が少ないのだから、見た目を気にしても仕方ないだろう？」

　早口でそうまくし立てながら、ディアさんは私から目を
逸
 そ

 らした。

　少しばかり気まずいのを、
詭
 き
 弁
 べん

 でカバーしようとしている。

「はいはい、バカなこと言ってないで、洗濯物はちゃんと畳みましょうねー」

「む～～～」

　彼女が頬をぷっくり膨らませる。

　私はタンスの中の洗濯物をごそっと取り出した。

　一つ一つ広げ、丁寧にたたみ直していく。

「全く……敵であるボクの
住
 す

 み
処
 か

 に乗り込んできたと思えば、君のやってることはお節介ばかりじゃないか」

「世話焼きなのは自覚してますよ」

　私は基本的に家事が好きだ。

　料理に掃除、洗濯。今は学園の寮で一人暮らしだが、人のために家事をする時にこそ一番やりがいを感じる。シルファ様じゃないけど、私も人に尽くすのが好きなのだろう。

　だから、ディアさんの部屋の家事をするのは充実感があった。

　彼女が羽織っているボロボロの
外
 がい
 套
 とう

 を丁寧に畳む。使い込んでいるのか生地はボロボロになっていて、所々穴が開いている。この穴も後で縫っておこうか。なんてことばっかりしていると、ディアさんにまたお節介と
呆
 あき

 れられるんだろうなぁ……。

「ん……？」

　そんな時、私はとあるものを見つけた。

　それは外套と同じように、ボロボロで穴の開いた衣類だった。

　タンスの中に無造作に突っ込まれていたのか、くしゃくしゃになって丸まっている。そのため、それが何なのか一瞬分からなかった。

　だけど、どうしてだろう。

　私の中をなにか嫌な予感が
過
 よぎ

 った。

「…………」

　くしゃくしゃになったそれを持ち上げ、両手で広げてみる。

　それは、クタクタの『かぼちゃパンツ』だった。

「こっ……!?
 　これはっ……!?
 」

　息を
呑
 の

 む。汗が噴き出る。

　信じられないほどダサいパンツを発掘してしまった。

「な、なんだよ……」

「…………」

　ディアさんが声を掛けてくるが、それに返事ができない。

　全身が震える。息が荒くなる。

　……ダサい。

　ダサい。

　とんでもなくダサいっ……！

「な、なんだ……このおパンツ……」

　ダサいを通り越して、みっともないのであるっ……！

　まずとんでもなく大きい！　私たちの世代で一般的とされる三角形のデザインではなく、ウエスト部分からかぼちゃ状に大きく膨らんでいる。

　まるで幼い女児が
穿
 は

 くようなパンツである！

　まだファッションや流行を意識しなくていい女児たちが、穿かせやすいからという理由だけで母親から与えられたようなパンツ……よりも
酷
 ひど

 いパンツなのであるっ！

「な、なんで……こんな……」

　声が震える。信じられない。
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　ディアさんのような美人が、こんなダサいパンツを穿いているなんてことが信じられなかった。

　もちろん、私はかぼちゃパンツを一律に否定するわけではない。

　プロのデザイナーによって、大人の女性にも合うかぼちゃパンツは実際に作られている。そういったものは大きさ、色、デザイン、全てが
緻
 ち
 密
 みつ

 に考え抜かれており、とてもキュートに仕上がっている。

　しかし、目の前にあるパンツはそうではないっ！

　そういう次元じゃないのであるっ！

　ブカブカでボロボロっ！　ただ布を丸めて縫い合わせ、とりあえずパンツみたいな形にしましたと言わんばかりの雑な仕上がりっ！　おおよそ文化的な生活を送る人間が
穿
 は

 くとは思えないみっともないパンツっ！

　ドロワーズとか、そういう
洒
 しゃ
 落
 れ

 たものでは断じてない。このパンツはただ不格好に股が分かれて、
無
 ぶ
 様
 ざま

 に膨らんでいるだけなのであるっ！

　普段オシャレに興味がない人でも『これはちょっと……』と顔が引きつるようなダメダメなパンツなのであるっ！

　つーか、穴っ！

　穴が空いているっ！

　使い込まれてクタクタになっており、いくつも穴が空いているっ！

　なんだこれはっ……!?


　同じ女性として、こんなパンツを穿いているなんて信じられないっ！

「リーズリンデ？　どうしたの……？」

「どうしたもこうしたもありませんよっ!!
 」

「わっ……!?
 」

　心の奥底から叫ぶ。

「なぜっ!?
 　なぜだっ……!?
 　なぜディアさんのような美人が、こんなっ、こんなダサいパンツをっ……!?
 」

「ダ、ダサ……？」

「色気が
欠片
 かけら

 もないっ！　感性が信じられないっ！　ダサすぎて
眩暈
 めまい

 がしてくるっ……！　もはやこのパンツは、パンツという存在への敬意を欠いているっ……！」

「え？　え……？」

　ディアさんが
呆
 あっ
 気
 け

 に取られている。

　でも、そんなことは関係ない。美意識がノーと訴えかけている。私の魂が、このパンツを許すなと叫んでいるっ……！

「許さない。許されない！　認められないっ……！　良いとか悪いとかじゃなくて、許せないっ！　このパンツの存在と、せっかくの美人がこんなパンツを穿いているという事実が、私の正義に反しているっ……！」

「は、はぁ……？」

「品格と品性を疑うっ……！　これは女性が身に着けていいパンツではない！　というよりも、ダサいってレベルを超えて、存在していいパンツではないっ……！　存在を許せないっ！　なぜだっ！　なぜこのようなパンツを……!?
 」

「…………」

「なんでっ!?
 　なんでだっ!?
 　どうしてえええええええぇぇぇぇぇぇっ……!?
 」

　ディアさんが目を丸くしている。

　私の叫びに驚いている。

「べ、別にボクがどんなパンツを
穿
 は

 いてようが、ど、どーでもいいだろ？」

「どうでも良くありませんっ……！」

「わわっ……!?
 」

　ディアさんの肩を両手でがしっと
掴
 つか

 む。

「女の子はみんな可愛いんですっ！　みんながみんな、可愛さという原石を胸にしまっている！　女の子は誰しも磨けば光る可愛さを持っているんですっ！　でもこのパンツはその可愛さを台無しにしているっ……！　それは女の子という存在そのものに対する
冒
 ぼう
 涜
 とく

 なんですっ……！」

「な、何を言ってるのか意味分かんないよっ……!?
 」

「正直、このパンツ一枚で恋人と破局したり、結婚相手から離婚を言い渡されても文句言えませんよっ……!?
 」

「ど、どうしたんだ、リーズリンデ!?
 　まるで人が変わったようだぞ!?
 」

　ディアさんが困惑している。

　確かに、自分自身でもいつもより熱くなっているのを感じる。

　でも、別に構わない。魂が燃えている。

　ここで止まるなと魂が叫んでいるっ……！

「オシャレなパンツを着ろおおおぉぉぉっ……！　今すぐオシャレなパンツに穿き替えるんだあああぁぁぁっ……！」

「わーーーっ!?
 」

　彼女の肩を掴んでぶんぶん揺する。

「美人さんの穿いてるボロボロの穴空きくたくたパンツとか、誰も得しないんですよおおおぉぉぉっ！」

「べ、別に誰にも見られない部分なんだから、どんなボロボロでもいいだろっ!?
 」

「パンツは遊びじゃねえんだよぉっ……！」

「……っ!?
 」

　パンツに関して、この私が妥協するわけにはいかないのだっ！

「このパンツはダメだ！　ダメなんだっ！　しゃぶっても全然楽しくなさそうなんだあああぁぁぁっ……！」

「え……？　しゃ、しゃぶ……？」

「いや、何を言ってるんだあああぁぁぁ私はあああぁぁぁっ……！」

　今のなしでっ！

　一瞬で自分の発言を後悔する。

　どうした私っ!?
 　何を言っている!?
 　なんか変になってるぞっ!?


　いや、でもこの件に関しては圧倒的に私が正しいに決まっている！　パンツに穴が空いたら、普通捨てるでしょっ……!?


「大体、そんなパンツ
穿
 は

 いてて、セッ○スする時……セック○する時、どうするんですかああああぁぁぁっ……!?
 」

「セ、セセセッ、セッ……!?
 」

　ディアさんの顔が、かあぁっと赤くなる。

「そそそそっ、そそ、そんな相手いないもんっ……！」

「そんな甘い考え許されるわけないでしょおおおぉぉぉっ……！」

　いや、私だっていないけどさっ！

　そういうのって、いつチャンスが来るか分からないっていうじゃん!?


　いや、知らないけどさっ！　私だって恋人いないから分からないけどさっ……！

「はっ……!?
 」

　その時、私は気付いてしまった。

　このタンスの中には、とあるものが足りなかった。

「…………」

「ど、どうした？　リーズリンデ……？」

　急に黙る私に、ディアさんが不審がる。

　だけど、私は自分の中に生じた気付きに、内心ぶるりと震える。

　……パンツにばかり気を取られていた。でも、この洗濯物の中には、絶対的にあるものが足りなかった。

「……あの、ディアさん？　つかぬことをお聞きしますが」

「な、なんだい？」

　息を
呑
 の

 むディアさん。

　戦々恐々としながら、私は彼女に質問した。

「ブラジャーは、どこにあるんですか……？」

「え？　持ってないけど？」

「…………」

　私は彼女の胸を触る。

　……ノーブラだった。

「わーーーっ!?
 　い、いい、いきなり何すんだ、リーズリンデっ……!?
 」

　ディアさんがびっくりして
飛
 と

 び
退
 の

 く。顔を真っ赤にして、自分の腕で胸を隠しながら私から距離を取る。

「いや、何してんだはこっちのセリフですよぉっ……!?
 」

　驚いたのはこっちの方である。

　ノーブラだった。

　ノーブラだった……！

　ディアさんはブラジャーをしていなかった……！

「なんでっ!?
 　なんでブラジャーをしてないんですかっ……!?
 」

　洗濯物の中にブラジャーがなかったのだ。パンツにばかり気を取られていて、ブラジャー問題に気付くのが遅れてしまったのだ。

　なんてこった。ここ数日まるで気付かなかった。

　そうだ。

　背中の傷を手当てする時、彼女にはいつも上着を脱いでもらう。でも彼女は、服を脱ぐところを見られるのが恥ずかしいからという
初
 う
 心
 ぶ

 な理由により、私に後ろを向くようお願いをしていたのである。

　その時に彼女の着替えを
覗
 のぞ

 いていれば、ディアさんがノーブラだってもっと早く気付けたのにっ……！

「どうしてなんですかぁぁぁっ……!?
 」

「え、いや、だって……ブラジャーって必要なくない……？」
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 ァァァァァァッ……!!
 」

　ディアさんのあまりの無頓着ぶりに、怒りと悲しみと
呆
 あき

 れが混じって地獄の悪魔のような
呻
 うめ

 き声が漏れる。

　ディアさんは普通におっぱいがある。

　普通におっぱいがある方なのだ。

「いいですか、ディアさん！　ブラジャーはオシャレのためだけに着けるものじゃないんですっ！　胸を固定して、クーパー
靱
 じん
 帯
 たい

 が傷つかないようにするためでもあるんですっ!?
 　クーパー靱帯が傷ついたら、胸が垂れたり形が悪くなったりしちゃうんですっ！」

「く、詳しいね、リーズリンデ……」

「こんなの常識ですっ……！」

　クーパー靱帯は一度傷付いたら、もう元には戻らない。胸が垂れてしまったら、一生垂れたままなのだ。

　嫌だっ！

　せっかくなら、おっぱいが美しいディアさんをずっと眺めていたいっ……！

「おっぱいが泣いてるっ！　おっぱいが泣いてるよおおおおおぉぉぉっ……！」

「テ、テンション高いね……」

　高くもなるというものだ。

　穴空きパンツも衝撃的だが、ブラジャーなしなのも衝撃的だった。この人、下着に恨みでも持っているのか……!?


「で、でもさぁ、リーズリンデ……」

「はい？」

　ディアさんがなんだかもじもじとし始める。

　頬を赤らめ、
俯
 うつむ

 き、そわそわと落ち着きがなくなる。

「ブラジャー着けてるって……なんか気取ってるみたいで、恥ずかしくない？」

「ブラジャー着けてない方が恥ずかしいですよおおおおぉぉぉぉっ……!?
 」

「わわっ……!?
 」

　私の魂の
咆
 ほう
 哮
 こう

 に、彼女は心底驚いていた。

　これは、あれだ。

　彼女の性的意識はまだ10
 歳くらいの感覚なのだ。

　要するにお子ちゃまなのだ。

　ブラジャーを着けるかどうか迷うお年頃。別にまだ大丈夫。まだ皆着けてないし。今まで着けてなかったから、なんとなく恥ずかしいし。

　そんなお年頃のまま、彼女は前に進んでいないのだ。

　だからパンツに穴が空いていても何の関心も持たないし、ブラジャーも着けていない。いやおそらく、デザインの素敵なパンツを
穿
 は

 くことすら恥ずかしいという思いがあるのだろう。

「……買いに行きましょう」

「え……？」

「パンツとブラジャー買いに行きましょうっ！　今すぐっ……！」

　このままではいけない。

　私が導かなきゃいけない。

　この迷える子羊を、私が導かなければいけないのだっ……！

「さっ！　出かける準備をしてくださいっ！　すぐに買いに行きますよっ！」

「えっ？　今からぁ……？」

　このままディアさんを放置したらどうなるか。

　分かり切っている。

　いずれできるだろうボーイフレンドとのデートに、彼女は穴空きパンツとノーブラで挑むのだ。まるで強力なドラゴンにひのきの棒と皮の盾で挑むが如き
無
 む
 謀
 ぼう

 な戦い。

　そこで彼女は猛烈なトラウマを抱えることとなるだろう。

　……ダメだ、見ていられない。

　想像しただけで悲しくなってくるっ！

「い、いや、パンツとブラジャーって……別に今じゃなくてもいいんじゃないかな？」

「ダメですっ！　今すぐっ！　必要！　必急っ！　一秒でも早くっ！　時代が移り変わるスピードに付いていけなくなる前にっ……！」

「わっ!?
 　わっ……!?
 」

　有無を言わせず彼女の背中を押す。困惑する彼女の意志などお構いなしに、出かける準備を強要する。

　でも正義は私にある。これは聖戦なのだ。

　ディアさんにパンツとブラジャーを授け、彼女の未来を守るための聖戦なのだっ……！

「出かけるぞーーーっ！」

「分かった！　分かったから、落ち着いてくれ……！」

　私たちは大急ぎで支度を整え、街へと繰り出すのだった。

「…………」

　……あれ？

　私って何のためにここに来たんだっけ？





「いやー、まさかここでベンヴェヌータさんにお会いするとは思いませんでした」

「あたしも驚いてるよ。まぁ、ようこそ、リーズリンデ君。うちの店の系列店へ」

　私とディアさんは街の洋服店へと足を運んでいた。

　彼女のブラジャーデビューである。私は気合を入れて、センスの良い下着を扱う店を必死に探していた。

　ディアさんはどこでもいい、テキトーでいいとほざいているが、そういうわけにはいかない。私は彼女にとびきり
綺
 き
 麗
 れい

 なブラジャーとパンツを、と鼻息荒く意気込んでいた。

　そうして選びに選び抜いた店の中に、ベンヴェヌータさんがいたのである。

　ベンヴェヌータさんは学園街にある防具店の店長で、私の知り合いであった。

　防具店でアルバイトをしたり、皆で一緒にリミフィー様に可愛い服を見繕ったりと、最近何かと縁のある人だ。

「ベンヴェヌータさんがいるなら安心です。ぜひ、彼女に似合う下着を選んであげてください」

「わっはっは……！　このあたしに任せてくれ！　最高のブラジャーとパンツを見立ててみせようっ！」

「…………」

　ベンヴェヌータさんは割と変人であるけれど、ファッションセンスは確かなものだ。この洋服店は彼女の店の系列店だっていうから、クオリティにも期待が持てた。

　それはそうと、私が学園街ではなくてこの街にいることに対して、ベンヴェヌータさんが不審がる様子はなかった。

　なんか怪しまれたら説明が面倒だなと思っていたが、なぜかそうはならなかった。

　好都合だからいいんだけどさ。

「で？　あたしがコーディネイトする子は、リーズリンデ君の後ろにいるその子でいいんだよね？」

「…………」

　ベンヴェヌータさんに声を掛けられ、ディアさんがより警戒心を
露
 あら

 わにする。彼女は私の後ろに隠れ、ベンヴェヌータさんのことを
睨
 にら

 んでいた。

　多分、根本的に人見知りなのだろう。フードを深く
被
 かぶ

 り、私の体を盾にしてベンヴェヌータさんからなるべく距離を取ろうとしている。

　慣れぬオシャレな洋服店の中で、猫のようにピリピリとしていた。

「君、名前は？」

「……ティーナ」

「え？」

　ベンヴェヌータさんの質問に、ディアさんが
嘘
 うそ

 をついた。

　ティーナ？

　偽名だろうか？

　なんでここで偽名を？　と驚いたが、少し考えて納得する。

　ディアという名前は新勇者の名前として広がりつつある。そして今、彼女は活動時に常に着けている仮面は外している。

　つまり、普段の生活では『ティーナ』という偽名を使っているのだろう。

「そうかそうか、ティーナ君。ようこそ、我が店へ。君が満足できる下着選びを、ぜひともあたしに手伝わせてくれたまえ」

「……別に、下着なんてなんでもいいよ」

「おや？　あまり乗り気ではないのかな？」

　普段より低い声でぼそりと
喋
 しゃべ

 るディアさんに対し、ベンヴェヌータさんが苦笑する。

　明らかに嫌々服屋に連れて来られたお客さん、って感じになっていた。

「ベンヴェヌータさん……実は、この子……」

「ふむ？」

　私はベンヴェヌータさんの耳に口を近づけ、こしょこしょと話をする。

「な、ナニーーーッ!?
 　ブ、ブブ、ブラーーーッ!?
 」

　そして、彼女は
驚
 きょう
 愕
 がく

 の声を上げた。

　私が話したのはもちろん、ディアさんが今、穴空きかぼちゃパンツを
穿
 は

 いていて、なおかつノーブラだということだ。それだけ伝えれば、私がいかに切迫した気持ちでディアさんをここに連れて来たか分かるというものだろう。

「ティ、ティティ、ティーナ君……!?
 　いかんぞっ!?
 　それはいかん！　いいかい!?
 　ブラジャーというのはただオシャレのためだけに着けるものじゃないんだ！　胸を固定して、クーパー
靱
 じん
 帯
 たい

 が傷つかないようにするためにあるものなんだ！　クーパー靱帯が傷ついたら、胸が垂れたり形が悪くなったりするんだぞっ……!?
 」

「それ、さっきも聞いたよっ……！」

　ベンヴェヌータさんがディアさんの肩を
掴
 つか

 み、ぶんぶんと揺する。

　私とベンヴェヌータさんの気持ちは一つとなった。

「……こうしてはおられんっ！　今すぐティーナ君に見合ったブラジャーとパンツを用意しなければっ！」

「べ、別にそんなに気合い入れなくてもいいよっ！　テキトーでいいからっ！」

　ベンヴェヌータさんの熱いやる気に、ディアさんは戸惑っていた。

「とにかく地味なもの！　地味なものでいいんだっ！」

　彼女が叫ぶ。

「ボクはとっくに女であることを捨ててるんだっ！　一人の戦士として、ただ戦いのことだけを考えていればいいんだっ！　だから、ボクが着飾ることに意味なんてないんだ！　分かったねっ!?
 」

「えー」

「えー」

　ディアさんの要望に、二人で不満げな声を出す。

　自分は戦士であり、勇者である。そのプライドが彼女にはあるのだろう。

　ひらひらした
浮
 うわ

 ついたものを着るなんて気の緩みである。質素で剛健なものこそが戦士である自分にふさわしい、と考えているのかもしれない。

　そうだとすると、ディアさんをオシャレに目覚めさせるのには骨が折れるだろう。

　何か策が必要なのかもしれない。

「そうだなぁー。そうなると、こういうのはどうかなぁー？」

　ベンヴェヌータさんが商品棚をごそごそと
漁
 あさ

 り、一枚の下着を持ってきた。

「えっと……？」

　ディアさんがそれを受け取り、両手で広げる。

　その下着はとても小さな生地でできており、パンツなのにパンツの形をしていなかった。布地の両端に糸のように長い何かが伸びている。

　あまり見慣れない形のパンツに、ディアさんが首を
捻
 ひね

 る。

「これは……？」

「
紐
 ひも

 パン」

「紐パンっ……!?
 」

　ベンヴェヌータさんが持って来たのは左右を
紐
 ひも

 で結んで留めるタイプのパンツ、通称『紐パン』であった。

　布地の両端の紐を腰の所で結んで、初めてパンツの形になる。

「こっ……ここっ、こっ、これはっ……!?
 」

　ディアさんが顔を赤くしながら、全身を小刻みに震わせ始める。

　紐パン。

　それは紛うことなくセクシーランジェリーに分類される下着であった。

　えっちな下着なのである。

「…………」

　……なるほど、そう攻めるのか。

　私はベンヴェヌータさんの意図を察する。

「バッ……！　バカじゃないのかっ!?
 　ここっ、こっ、こんな
破
 は
 廉
 れん
 恥
 ち

 なパンツ、ボクが着られるわけないだろうっ……!?
 　何を考えているんだっ……!?
 」

「いやいや、きっと君なら似合うよ、ティーナ君」

「こんな破廉恥なものいけませんっ！　青少年の健全な育成の妨げにっ……！　いや、そもそも似合う似合わないの話なんかしてないしっ！　バカなんじゃないかなっ……!?
 」

　ディアさんがまくし立てるように叫び声を上げる。顔は今にも湯気が噴き出しそうなほど真っ赤だ。

　うん、彼女は分かりやすくていい。

「じゃあディ……ティーナさん、こういうのはどうですか？」

「うん？　どれだい、リーズリンデ」

　私も一つ商品を持って来て、ディアさんに渡す。

「Ｔバックです」

「Ｔバックぅっ……!?
 」

　Ｔバックはお尻を大きく露出した形の下着であり、後ろから見るとパンツの形がＴの字に見えるため、その名前が付けられている。

　そして、これも紛うことなくセクシーランジェリーに分類される下着であった。

「き、君もバカかっ!?
 　リーズリンデ、君もバカなのかっ……!?
 」

　ディアさんが
喚
 わめ

 く。

　彼女は今、混乱していた。

「ほう、『ランジェリーファッションキング』先生の作品を持ってくるとは、リーズリンデ君はなかなか分かっているね」

「ランジェリーファッションキング？」

　ちょっと良さそうなＴバックのパンツを持って来ただけなのだが、ベンヴェヌータさんに感心される。

　誰だろう？　その『ランジェリーファッションキング』って人？

「いやね、その人は新進気鋭のランジェリーデザイナーだったんだ。飛ぶ鳥を落とす勢いで活躍してて、すごく人気のあるデザイナーだったんだよ」

「へぇ……」

「その人の作品を選ぶって、リーズリンデ君はなかなか目が高いなぁって」

　ベンヴェヌータさんが顎に手を当てながら、うんうんと
頷
 うなず

 く。

　なんかよく分からないけど、私の株が上がったようだった。

「……でもね、そのランジェリーファッションキング先生、一年前くらいにいきなり活動を休止してしまったんだ。……これから爆発的に活躍するはずだったのに。惜しい。あまりにも惜しい……」

「へー」

　ベンヴェヌータさんがしみじみと語る。

　しかし、変な名前の人だなぁ。そのランジェリーファッションキングって人。

「どうでもいいよっ！　そんな話っ……！　君たちはバカなのかっ!?
 　こんな過激な下着を持ってきて、君たちはボクをどうするつもりなんだっ……!?
 」

　
紐
 ひも

 パンとＴバックを持ったまま、ディアさんは目を回して動揺している。

　今が攻め時のようだ。

「さぁ、ティーナ君。紐パンとＴバック、どっちを試す？」

「どっちから試します？」

「や、やめろっ！　ボ、ボクに近寄るなっ……！」

　じりじりと距離を詰め、プレッシャーを掛ける。

　この場で圧倒的な強者であるはずのディアさんが、汗を流しながら
後
 あと
 退
 ずさ

 りしていた。

「さぁっ！」

「さぁさぁっ！」

「さぁさぁさぁっ……！」

「や、やめろーっ！　やめろーっ！　お前たちバカなんじゃないかーーーっ!?
 」

　えっちな下着を手に持ちながら、ディアさんはとてもとても可愛らしい
初
 う
 心
 ぶ

 な姿を
晒
 さら

 していた。

　うーむ。

　そそる。

「うーん、じゃあ、こういうのはどうかな？」

　ベンヴェヌータさんが別の下着を持ってくる。

「それは……？」

「ベビードール」

「バカなんじゃないか……!?
 　つーか、それって下着っ……!?
 」

　ベンヴェヌータさんが透け透けのワンピース型ランジェリーを持ってくる。

　うーむ、なかなか攻めている。先ほどからディアさんの
語
 ご
 彙
 い

 が大分乏しくなっていた。

「じゃあ、これはどうですか？」

「次はなんなんだよ……」

　私は別のパンツを彼女に渡す。

「……？　これは？」

　ただ、それを受け取ってもディアさんはきょとんとしていた。ちょっと変わった形をしているパンツをじっと眺めながら、首を
傾
 かし

 げている。

　なるほど、ディアさんはこのパンツに対する知識がないようだ。

「それはですね、オープンショーツというんです」

「オープンショーツ？」

　私はディアさんの耳に顔を近づけ、小さな声で説明をする。

「ごにょごにょごにょ……」

「～～～～～ッ!?
 」

　すると、ディアさんの顔が熟したリンゴのように、更に赤く赤く燃え上がった。

　私もちょっと顔を熱くしてしまう。攻め時とはいえ、私もこのパンツについて説明するのはさすがに羞恥心があった。

「バッ、バババッ……バカじゃないかっ!?
 　バババ、バカなんじゃないか!?
 」

　彼女が一際大きな叫び声を上げた。

　オープンショーツとは、股の部分に穴の空いたパンツである。

　なぜ穴が空いているのか。それは……説明するのも恥ずかしいのだが……セッ○スのためである。

　○ックスのためであるっ……!!


　つまり、要するに、かいつまんで言うとっ……！　このパンツは、パンツを
穿
 は

 いたままセック○ができるという代物なのであるっ！

　ふぅ、これ以上は恥ずかしくて説明できないぜ。私も顔が赤くなってしまう。

「アホかーーーっ!?
 　リーズリンデえええぇぇぇっ！　こんなものを持ってくるなんて、君……実は君、変態なんじゃないかっ……!?
 」

「失礼な」

　完全に動揺しきっているディアさんに対して、私は堂々と胸を張る。別に私は変態ではない。

　確かにオープンショーツはエロティックな意味合いの強いパンツである。

　しかし、私はこの下着を本気で勧めているわけじゃない。

　なんでこんなパンツを持ってきたかというと、それには策略があったからだ。ベンヴェヌータさんが最初
紐
 ひも

 パンを持ってきた時から、その作戦は始まっていた。本気でこのオープンショーツを彼女に
穿
 は

 かせようとしているわけではない。

　だから私は変態ではないのであるっ！

　ディアさんがこのえっちな下着を着たところを想像して、興奮していたわけじゃないのであるっ！　全ては作戦で、割と本気でこのオープンショーツを勧めていたわけじゃないのであるっ……！

　本当であるっ！

　私はえっちな子じゃないのであるっ……！

「だから、ボクは最初から言っているだろっ……！」

　私たちに追い詰められ、ディアさんが腹の底から大きな声を発する。

「普通の下着を持って来てくれって言っているんだ！　普通のをっ……！」

「…………」

「普通の下着だよっ！　なんで過激な下着ばっかり持ってくるんだよ……！」

「…………」

「…………」

　ディアさんの主張に、私とベンヴェヌータさんは顔を見合わせる。

　これである。私たちはこの一言が欲しかった。

　自分が最初になんて言ったか、ディアさんは忘れてしまったのである。

「分かった分かった」

「では、普通の下着を持ってきますねー」

「え？　え……？」

　あっさりと引き下がる私たちに、ディアさんが目を丸くする。

　もっと激しい抵抗があると思っていたのだろう。

　しかし、そうはならなかった。私とベンヴェヌータさんは普通にオシャレな下着を見繕い始める。

　今までのは前座。頑固な彼女への下ごしらえのようなものだ。

　下着選びの本番はここから始まるのだった。





＊　＊　＊　＊　＊





　ディアは一人、試着室で着替えをしていた。

　全身が見える大きな鏡のある狭い個室。カーテン一枚で区切られた一人用の空間の中で、リズとベンヴェヌータに勧められた下着を試着していた。

「…………」

　鏡に映った自分の姿を見て、ディアは少し口を
尖
 とが

 らせる。

　今、彼女が着けているのは何の変哲もないブラジャーとパンツであった。

　上品なデザインで、彼女の髪や尻尾の色を引き立てている。適度にレースも施されており、年相応でオシャレな下着だった。
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「…………」

　最初はどうなることかと思ったが、ディアはほっとしていた。リズたちが最初に持ってきた下着はどれも過激なものばかりで、自分はどんなものを買わされるのかと、戦々恐々としていた。

　しかし、今ディアが着けているのは上品な普通の下着であり、彼女によく似合うデザインだった。

「…………」

　ただ、同時にはめられたとも感じていた。

　自分が最初になんて要望を出したかを、彼女は思い出す。

　とにかく地味なもの。

　地味なものを望んでいたはずだった。

　それなのに、二人が過激な下着ばっかり持ってくるために、最終的には普通の下着であればなんでもいいや、となっていた。

　彼女が今着けている下着は一般的なものである。

　しかし、地味なデザインではない。
綺
 き
 麗
 れい

 なレースが付いており、リズとベンヴェヌータが自信をもってオススメする商品であった。おそらく、これを一番最初に持ってこられたら、ディアは「もっと地味なものがいい」と拒否していただろう。

　ドア・イン・ザ・フェイス・テクニック。

　最初に大きな要求をして、断られた後に小さな要求に変えるという交渉術の一種であり、譲歩的要請法とも呼ばれている。

「……なんか、まんまとしてやられたなぁ」

　大きな鏡の前でため息をつく。

　ただ、選ばれたパンツとブラジャーは彼女の体にとてもフィットしていた。ファッションデザイナーであるベンヴェヌータが選んだ品であり、きつ過ぎずゆる過ぎず、着用していて何も違和感がない。

　むしろ快適さを感じている。

　ディアは今までブラジャーを着けずに生活をしていたため、自分の胸が支えられる感覚にちょっと新鮮なものを感じていた。

　これなら激しい運動を伴う戦闘も、より楽になるはずである。

　今までブラジャーなんて女々しいものとして嫌っていたが、思ったよりもしっくりくる感覚に、ディアは考えを変え始めていた。

「もう一式ぐらい買っておこうかな……」

　普通に考えて、常用するならもう二、三着くらい必要になってくる。

「ねぇ、リーズリンデ……。ちょっとお願いがあるんだけど、これとサイズが同じものをもう一着持って来てくれないかな……？」

　ディアはリズに頼みごとをするために、試着室のカーテンを開いた。

　──その時、悲劇が起こった。

「ん？」

「んん……？」

「え……？」

　試着室の前にはリーズリンデはいなかった。

　代わりにベンヴェヌータと、二人の男性がいた。

　ベンヴェヌータは在庫のリストが書かれた紙を手に持ちながら、目の前の二人の男性に仕事の指示を出しているのだった。

「は……？」

　三人のきょとんとした目がディアの方に向く。

　ディアの頭が真っ白になる。なぜなら今、彼女は下着姿だからだ。

　しかし、それだけでない。

　目の前にいるのは、ディアにとって因縁のある人物だった。

　──そこにいたのは勇者カインと、その仲間であるヴォルフだったのだ。

「…………」

「ちょ、ちょちょっ……!?
 　ダメだぞ、ティーナ君!?
 　下着姿で試着室のカーテン開けちゃ……!?
 」

「あーっ!?
 　何やってんですか、ティーナさん!?
 　人前で下着姿はいけませんよっ!?
 」

　その場から少し離れていたリズが異変に気付き、ダッシュで戻ってくる。

「……ってカイン様!?
 　なんでこんな場所に!?
 」

　その時、リズがカインとヴォルフの存在に気付き、驚きを
露
 あら

 わにする。

「リズ？　いや、それ俺のセリフでもあるんだけど……？　なんでこの街にいんの？」

「あれ？　リズ君はカイン君たちと一緒にこの町に来たんじゃなかったのかい？」

　状況が整理できず、ベンヴェヌータも首を
傾
 かし

 げる。

　実は、カインとヴォルフはベンヴェヌータから仕事の依頼を受けて、この街にやってきていた。

　防具を作る際に必要な素材があるため、それを魔物から採取してこの街に持って来てくれ、というのが依頼の内容だった。

　だからベンヴェヌータがリズに出会った時、カインと一緒にこの町に来たものだと思い込んでいた。そのため、リズがここにいる理由に疑問を持たなかった。

　ディアにとっては悲しい偶然だった。

「にゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!!
 」

　体の奥底から絞り出すような絶叫を上げ、ディアがカーテンを閉めて姿を隠す。

　彼女は試着室へと引っ込んだ。

「にゃああああぁぁぁぁ、にゃああぁぁぁ……にゃああああああぁぁぁぁぁっ……!!
 」

「…………」

「…………」

　カーテンの向こう側から激しい泣き声が聞こえてくる。

　ディアは全身という全身を真っ赤に染め上げ、狭い個室の中でしゃがみ込んでブルブルと震えていた。

「えぇと……」

　この状況にリズは困惑する。

　ディアが羞恥プレイを
晒
 さら

 してしまった……、という悲劇はとりあえず置いておいて、図らずも現勇者と新勇者が顔を合わせてしまった。

　ここで即戦闘となったら大惨事である。こんなアホな状況ではあるが、出会い頭の殺し合いという状況は避けたかった。

「…………」

　しかし目の前の少女が新勇者であるということに、カインが気付ける要素はない。リズはそう考えていた。

　ディアは新勇者として活動する時、フード付きのボロいコートを羽織り、白い仮面を着けている。彼女は今、その格好をしていない。

　カインはディアの顔はおろか、彼女が半獣人であることすら知らないはずだった。

「えぇっとですね、カイン様。彼女はティーナさんといいましてね、学園街に来る前からの私の友人でして……」

「…………」

　リズはあわあわと手を振りながら、言い訳を開始する。

　とりあえず、この場は穏便に。カインとディアに話し合いの場を設けることはリズの大きな目標であったが、このように混乱した場では、そんなことは望めそうになかった。

「下着姿を見られたのはショックでしょう。これ以上ティーナさんを刺激しないために、すみませんがカイン様とヴォルフ様はあっち行っててもらえませんか？　しっしっ」

　だから適当に言い繕って、二人を引き離そうとした。

　しかし、リズの思惑は外れてしまう。

「いや、百歩譲ってリズがここにいるのはいいんだけどよ……」

　カインが眉を
顰
 ひそ

 めながら頭をポリポリと
掻
 か

 く。

　リズにとっての誤算。

　──それは、カインが試着室の中の少女と既に知り合いであったことだった。

「こんなところで何やってんだ？　アルティナ？」

「へ……？」

　ディアでもない、ティーナでもない名前をカインが呼ぶ。

　アルティナ。

　そう呼ばれ、カーテンの向こう側から猫の尻尾がピクンと跳ねる気配が伝わってきた。

「え？　え……？」

　リズが目をぱちくりとさせる。

　予想外の展開に、頭が混乱し始めていた。

「えっと……？　彼女と知り合い、なんですか？」

「いや、知り合いというか……」

　カインに向けた質問に、ヴォルフが返事をする。

「えっと、リーズリンデさん。前に、俺にはカインの他に、もう一人
幼馴染
 おさななじ

 みがいるって話しましたよね？」

「あ、えぇ……。確かにそんな話ありましたね」

　カインとヴォルフは故郷を同じとする幼馴染みであるが、彼らには同年代の友達がもう一人いた。

　その三人で『通し』という
麻雀
 マージャン

 のイカサマをやって、大人から小遣いを稼いだという話を聞いたことがある。

「そのもう一人の幼馴染みが、カーテンの奥のあいつです」

「え……？」

　リズがぽかんと口を開ける。

　勇者カインを
目
 め

 の
敵
 かたき

 とする、謎の新勇者ディア。

　──その正体は、カインの幼馴染みであるアルティナという少女だった。

「ええええええええぇぇぇぇっ……!?
 」

　
驚
 きょう
 愕
 がく

 で、叫び声が漏れる。

　今日、現勇者と新勇者は再び出会った。

　しかしそれは因縁の対決という形でなく、昔馴染みとの偶然の再会という形であった。

「今日は
厄
 やく
 日
 び

 にゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　ディア、もといアルティナが魂の奥底から叫ぶ。





　今まで経歴が全く知られていなかった謎の勇者、ディア。

　彼女はカインたちと同郷の幼馴染みであった。









第54
 話　【過去】リズの象さんがパオン










「カイン様！　カイン様！　見てください、この新作下着！　どう思います!?
 」

「いや、なにやってんの、お前？」

　深夜、街は寝静まり、虫の鳴き声だけが静かに響いている時のこと。

　宿のカインの部屋に、リズが突然やってきた。

　バンと大きな音を立てながら部屋の扉を押し開き、入ってくる。

「お前、なんて格好で……」

　唐突に現れたリズの姿を見て、カインの眉間に
皺
 しわ

 が寄った。

　彼女は下着姿だったのだ。

　ブラジャーとパンツだけで、それ以外何も身に着けていない。彼女の
綺
 き
 麗
 れい

 な肌が惜しげもなく
晒
 さら

 されていた。

「ちゃんと見てくださいって、このパンツ。私が作った新作下着なんですよ？」

「んー？」

　リズは純白のブラジャーとパンツを身に着けている。

　彼女の白い肌と金色の髪に、その下着がよく似合っていた。清純で
可
 か
 憐
 れん

 。彼女の下着姿は、まるで芸術作品の彫刻のように美しかった。

　しかし、そのパンツが問題だった。

　彼女のパンツの前面に、象さんの鼻が付いていた。

「……なにその、ちん……ぶら下がってるもの」

「象さんの鼻です。それ以外の何物でもありません」

　パンツに象さんの顔が付いていて、その中央から象さんの鼻がぶらりと垂れていた。

「下ネタじゃん？」

「下ネタじゃありません。象さんの鼻です」

　リズのパンツに生えているのは象さんの鼻である。

　それ以外の何物でもなかった。

「このパンツの
凄
 すご

 い点はここからなんですよ、カイン様？　見ててください、この象さんの鼻に魔力を流すとですね……ほらっ！」

　象さんの鼻がむくむくっと起き上がり、大きくなる。象さんの鼻がご立派に
屹
 きつ
 立
 りつ

 した。

「下ネタじゃねーか」

「いったーーーいっ♡」

　カインがリズの頭にゲンコツを落とす。ゴツンと、とても良い音がした。

「下ネタじゃありませんよ、カイン様！　象さんの鼻が起き上がっただけです！　股間にある象さんの鼻が立派に大きくなり、固くなって
屹
 きつ
 立
 りつ

 しただけです！　下ネタじゃありませんっ……！」

「お前、
比
 ひ
 喩
 ゆ

 的表現で全て許されると思ったら大間違いだぞ？」

　カインは
呆
 あき

 れるほかなかった。

「でもこれに似た前回の作品、結構売れているんですよ？」

「え？　売れてるって？」

　カインの頭にハテナマークが浮かぶ。

「何を隠そう、私は正体を隠しながら、『ランジェリーファッションキング』としてファッション業界でさまざまな下着を売り出しているんです！」

「お前、またバカなことを……」

　彼は頭を抱えた。彼女は勇者一行としての活動以外に、たくさんの副業を抱えていた。

「でも、ほら見てください、この書類」

「うわ、結構稼いでやがる……くそ……」

　リズがランジェリーをデザインして稼いだ金額を記した書類をカインに見せる。彼らの勇者としての旅は、リズのファッション業界での副業によっても支えられていた。

「『ランジェリーファッションキング』は今、新進気鋭のアーティストとして注目されていますからね！　私の下着を世界中の人が待っているんです！」

「この世の人間、バカばっか」

　リズが胸を張る。

　同時に象さんの鼻も大きく張った。

「象さんの鼻大きくするのやめなさい」

「えー？」

　カインがリズを叱った。

「でもこの象さんの鼻、すっごく高機能なんですよ？　象さんの鼻を大きくした状態でこの鼻を何度も何度も
擦
 こす

 ると、白いねばねばとした鼻水を出すことができるんです。やってみましょうか？」

「下ネタやめなさいってば」

「えー？」

　下ネタじゃない。ただ象さんが鼻水を垂らすだけだとリズが主張するけれど、カインはそれを一切認めなかった。

「本当は象さんの鼻と着用者の感覚を共有して、象さんの鼻が擦れると気持ち良くなれるような仕組みを作りたいんですけどね……その魔術の開発がなかなか難しくて……。今、魔術協会の方たちと一緒に『感覚接続』の魔術を開発している最中なんです」

「ムダに最新技術を開発するのやめて？」

　この世は常に、エロによって技術が進歩してきたのだった。

「てか、そんなものが売れてんの？」

「ほら、女性同士とか、ちょっと立たない男性とかに……」

「あぁ……」

　カインはそこで会話をやめる。

　これ以上、ディープな世界に足を踏み入れるのはイヤだ。

「カイン様もこのパンツいかがですか？」

「やだよ。巻き込むなよ」

「他のパンツもありますよ？　むやみやたらに発光魔法を
撒
 ま

 き散らかして、いつも成人向けエロマンガのように股間に謎の光が差してる感じになってるパンツとか……」

「意味が分からん」

「透明なパンツとか……」

「
穿
 は

 く意味あんの、それ？」

「パンツ自体がとてももっこりしてて、穿いている人のモノがとっても大きいように見せかけるパンツとか」

「そんなハリボテの威厳要らない」

「ちょっとでもおちん○んが大きくなると、大きな音を出してそれを周囲に知らせてしまうパンツとか」

「全ての男性に対する人権侵害だろ、そのパンツ」

「男性用
紐
 ひも

 パン」

「
勃
 ぼっ
 起
 き

 したらすぐはだけちゃいそう」

「食べられるパンツ」

「何を目指してんの？」

「水に溶けるパンツ」

「洗えねーだろ」

「時計機能付きパンツ」

「パンツにそんな機能要らない」

「鋼鉄製パンツ」

「重そう。ヒンヤリしてそう」

「一定時間
経
 た

 つとズボンごと内側から
弾
 はじ

 け飛んで、大事なところがあけっぴろげになっちゃうスリリングなパンツ」

「ふつーに公然わいせつ」

　リズの持って来たパンツを、カインはことごとく否定した。

「もー、どんなパンツならいいんですか、カイン様は？」

「採用してほしかったらまともなパンツを持ってこい、バカヤロウ」

　カインが大きくため息をつく。

「リズの作ったパンツは
穿
 は

 かないことにしたわ、俺」

「え？　もう穿いていますよ？」

「え……？」

　彼女の何げない一言に、カインの目が丸くなる。彼の体がぴしっと固まった。

　え？　もう既に……？　今……？

　カインが自分のズボンのウエスト部分を広げ、急いで今穿いているパンツを確認した。

「…………」

　変なところは……ないように思える。穿いているのは普通のボクサーパンツ。黒を基調にしたデザインで、体にぴっちりと密着していて動きやすい。

　何の変哲もないパンツのように見える。

「…………」

　カインは恐る恐る顔を上げ、リズを見る。

　普通のパンツに見えるが、リズの手によって何か細工が施されているのだろうか。まだ効果を発揮していないか、または気付かないうちに効果を発揮してしまっている恐るべきパンツなのか。

　もし、先ほど言ってた『一定時間
経
 た

 ったら
弾
 はじ

 け飛ぶパンツ』なのだとしたら最悪である。

　カインはギリッと歯ぎしりをした。

「おいリズ、白状しろ。このパンツには何が仕込まれている？」

「いえ、何も仕込まれていませんよ？　ただの吸湿性の良いおパンツです」

「吸湿性？」

　カインが目をぱちくりさせる。

　それだけ聞いたら、普通に良いパンツのように思える。

「……それだけか？」

「それだけです。誓って。ただの機能的なパンツですよ」

「…………」

　カインは椅子の背もたれに体重をかける。

　それだけというのなら別に問題はない。吸湿性の良いパンツってだけなら、何か変なことが起きることなんてあり得なかった。しかし、リズは言う。

「ただ、吸湿性が良いってことは汗をよく吸うので、カイン様の匂いがおパンツによく染み込むんですよ！　くんかくんかするのに最適なおパンツなんです、それはっ！」

「安心した俺がバカだったわ、このアホ！」

　カインが再び、リズの頭にゲンコツを落とす。

「いったーーーいっ♡　はぁはぁ♡　おパンツをくんかくんかできるうえに殴ってもらえる♡　はぁはぁ……♡」

「
嗅
 か

 いでいいとは言ってねえんだけど？」

　リズは
身
 み
 悶
 もだ

 えていた。

「全く……ほら、用がないならもう帰れ。しっしっ」

　カインが手をひらひらと振り、リズを部屋から追い出そうとする。しかし、床をのたうち回っていた彼女は体を起こし、不敵な笑みを浮かべて言った。

「ふふふ、その余裕な態度をいつまで保てますかね、カイン様？」

「なに？」

「私の本気の作品を見たら、そんな軽口を
叩
 たた

 けなくなるでしょう。あなたは『ランジェリーファッションキング』に
跪
 ひざまず

 くこととなるのです」

「…………」

「こちらへどうぞ、カイン様」

　彼女はカインの部屋を出て、隣の自分の部屋へと向かう。少し面倒くさかったが、カインは黙ってそれについて行った。

　そして、リズが部屋の扉を開く。

「さぁ、部屋の中へどうぞ」

「こ、これはっ……!?
 」

　リズに促され、カインが部屋の中に足を踏み入れる。

　そこで、彼は目を見開いた。

「や、やぁ、カイン殿。良い夜だな……」

「そのその……こんばんは、カインさん……」

　そこにはシルファとメルヴィの二人がいた。

　ただいるのではない。二人は下着姿で彼を待っていたのだ。

「くっ……！」

　カインの心臓がドクンと跳ねる。二人の姿はとても美しかった。

　シルファは深紅と黒の下着を身に着けており、落ち着いたデザインのブラジャーとパンツが大人の魅力を醸し出している。

　彼女の豊満な胸がブラジャーに支えられており、気を抜くとそこに視線が
釘
 くぎ
 付
 づ

 けになってしまう。

　一方、メルヴィは可愛らしいデザインの下着を着用していた。

　薄い水色をベースとした布地にレースや
刺
 し
 繍
 しゅう

 などが施されており、彼女の
可
 か
 憐
 れん

 な魅力を存分に引き立てている。二人ともとても美しく、可愛らしかった。

「えっと、あのあの……カインさん……」

「その、この下着どうだろうか……？」

　二人が少し頬を赤らめ、聞いてくる。

　もじもじと恥ずかしそうにする姿がなんとも
煽
 せん
 情
 じょう
 的
 てき

 だった。

「くそっ……！」

　カインは自分の胸を手で押さえる。

「ハーッハッハッハ！　どうです！　カイン様っ！　私の作った下着によってドキドキしてしまっていますかぁっ……!?
 」

「くっ、このヤロウ……！」

　リズが胸を張って高笑いする。

　飛んできたのはシンプルな直球。

　用意されていたのは、ただ純粋に美しい下着であった。リズは真っ当な実力によって、カインを屈服させようとしていたのだ。

　先ほどまで変なパンツの話ばっかり聞かされていただけに、そのギャップにカインはときめきを感じずにはいられなかった。

「甘く見ましたね！　私の『ランジェリーファッションキング』としての実力を！　カイン様を屈服させるくらい造作もないのですよっ……！」

「…………」

「耐えられませんかっ!?
 　耐えられませんよねっ……!?
 　この二人の下着姿に私の象さんも思わずパオン。興奮を隠せないというものですっ！」

　リズの下着に付いている象さんの鼻が起き上がった。

　実際、カインに余裕などなかった。リズが作った下着はシルファとメルヴィの魅力を最大限に引き出しており、彼の理性は今にも砕かれそうになっていた。

「ん……？」

　しかし、彼は気付く。

「別に耐える必要ねーじゃん。ほら、シルファ、メルヴィ。ベッドに行こうぜ」

「あ……」

「カイン殿……」

　下着姿の二人の背を押し、カインがベッドへと足を進める。

　彼らは婚約者同士である。別に我慢する必要なんてなかった。このままおっぱじめるつもりなのであった。

「あ～～～っ！　ずるいずるいっ！　私を仲間外れなんてずるいです～～～っ！　私も仲間に入れてくださいよ～～～っ！」

「うるせっ」

　リズが三人の背を追う。

「４Ｐしましょうよぉっ！　４Ｐ４Ｐっ！　４Ｐ４Ｐ４Ｐ～～～っ！」

「慎みを持ちなさいっ……！」

　母親に怒られる年頃の娘のような叱られ方をしていた。

「リズ、お前はその象さんパンツを
穿
 は

 き替えてこい」

「え～？」

　彼女が不満そうに口を
尖
 とが

 らせる。

　魔力操作によって、象さんの鼻をぶんぶんと振り回していた。

「あ、じゃあカイン様がこの象さんパンツ使いますか？」

「んでだよ、自前の象さんあるわ」

　ゆるりと夜が更けていく。

　皆でたわいない会話を重ねていく。





　今日も今日とて、サキュバスたちの
淫
 みだ

 らな
宴
 うたげ

 がだらだらと始まるのだった。









第55
 話　【現在】目くそ鼻くその集い










「あー、えーっと、まぁ、なんだ……」

「…………」

「久しぶりだな、アルティナ……」

「…………」

　ここはとある喫茶店。

　お
洒落
 しゃれ

 な内装が心地よい、とても落ち着いた店だった。

　使い込まれた木製のテーブルと椅子は
趣
 おもむき

 があり、コーヒーの香りが店内いっぱいに広がっている。窓から明るい陽光が差し込み、暖かな雰囲気が醸し出されていた。

　そんな店の中で、カイン様が精一杯アルティナさんに話し掛けていた。

「あー、まさかこんな場所で会うとは思わなかったぞ？　元気だったか、アルティナ？」

「…………」

　しかし、彼女からの返答はない。ムスっとしたまま、無言を貫いている。

　グラスの中で氷がからんとなる音だけが、
虚
 むな

 しく響いていた。

「はは……ははは……」

「…………」

　私とカイン様、ヴォルフ様、ディアさん──もといアルティナさんの四人は洋服店を出た後、この喫茶店へとやってきていた。

　アルティナさんが下着姿を
晒
 さら

 してしまったという悲しい事件が一応収まり、少し落ち着いて話をしようということになったのである。

「…………」

　ただ、彼女の機嫌は全く収まっていなかった。

　相変わらず眉間に
皺
 しわ

 を寄せたまま、不満げな態度を隠そうともしていない。アイスミルクを行儀悪く、ずずずと音を立てながら
啜
 すす

 っている。

　事故とはいえ、下着姿を見られたのだ。仕方ないというものだろう。

「ま、まー……とりあえず、再会を祝して……」

「か、かんぱーい！」

「か、乾杯……」

「…………」

　ちょっと強引にテンションを上げてみるが、アルティナさんは乗ってこない。

　気まずい空気がしんと流れていた。

「……つーかよぉ」

　カイン様が大きなため息を一つつく。

「裸を見たのは悪かったけどよぉ、真面目に返答するなら、下着姿でいきなりカーテン開ける奴も同罪だからな？　アルティナ？」

「だって！　だって、普段服屋なんて行かないから勝手が分からなかったんだもん！」

　アルティナさんがテーブルをバンと
叩
 たた

 いた。

　先ほどのことがぶり返したのか、彼女の顔がまたリンゴみたいに真っ赤に染まっていく。

「いや、普段利用してなくても常識で分かるだろ」

「ヴォルフまで！　ヴォルフまで偉そうにぃっ……！」

　彼女は猫みたいに鼻息を荒くしていた。

「いいじゃねえか、昔は皆真っ裸で川遊びしてたんだから」

「もう十年以上も前の話だよっ！」

「とにかく、バカ」

「バカ」

「バーカ」

「ニャアアアアアアアァァァァァッ……！」

「ちょ、ちょっと……!?
 　喫茶店の中で暴れないでくださいっ……！」

　猫パンチを繰り出そうとするアルティナさんを、私は必死に止める。

　場は
混
 こん
 沌
 とん

 に陥ろうとしていた。

「えぇっと……話を戻して悪いのですが、アルティナさんとカイン様たちは
幼馴染
 おさななじ

 みだったんですか？」

「おう、同郷の腐れ縁だな」

　彼女の腰にしがみつきながら、私は根本的な部分を再度質問する。

　新勇者ディアさんは現勇者のカイン様を敵視している。それは既知の事実であったが、その新勇者ディアさんがカイン様と幼馴染みの関係にあったことは意外だった。

　今日まで彼女が名乗っていたディアという名も、ティーナという名も、どっちも偽名なのだろう。アルティナが本名のはずだ。

「まぁ、ちっちゃくて寂れた村だったからな。同年代のガキってだけで、村の中で自然とつるむようになったんだよ」

「といっても、カインはほとんどずっとダンジョンに潜る生活だったからな。俺やアルティナとは四六時中一緒、というわけでもなかった」

「そうそう。だから幼馴染みというより、昔馴染みって言った方がしっくりくるな」

「へぇ……」

　カイン様たちの説明に、私は小さく
頷
 うなず

 く。

　しかし、これは一体どういうことだ？

　先日、新勇者ディアさんは現勇者のカイン様に先制攻撃を仕掛けた。ディアさんは現勇者の持つ聖剣は信用ならないという理由を
掲
 かか

 げて、現勇者を敵対視していたのである。

　しかし、二人は昔からの顔馴染みであった。そうなると、彼女の動機に何か別のものを感じざるを得ない。勇者として正当かどうか、という話ではなく、昔馴染みという因縁の中のどこかに戦いを吹っ掛けた理由があるように思えて仕方なかった。

「…………」

　ちびちびとコーヒーを飲みながら、考える。

　現状、アルティナさんが新勇者であることに、カイン様たちは気付いていない。ただの昔馴染みとして扱っている。だから、アルティナさんも少し気まずそうな雰囲気を発している。はて、私はどうしたらいいのか。

「…………」

　そこまで考えて、私にできることは何もないことに気付く。

　私は今、アルティナさんから情報規制の魔法をかけられたままである。カイン様に何かを伝えることができない状況だ。

「…………」

　まぁ、いいか。

　私が一人で慌てても仕方ない。カイン様たちなら上手くやるだろう。ここは成り行きを三人にお任せして、私はのんびりコーヒーでも堪能していよう。

「つーか、俺たちのことは置いといてよ、どうしてリズとアルティナが一緒にいるんだ？　知り合いだったのか？」

「[image: ]
 ……？」

　カイン様から質問され、アルティナさんがぎくりと固まる。

　本当のことは話せない。しかしここで変に
辻
 つじ
 褄
 つま

 の合わないことを
喋
 しゃべ

 れば、それは自分の正体がバレてしまうきっかけとなるやもしれなかった。

　私としては気楽なものだ。情報規制の魔法のせいで自分からは何も語れないし、正直彼女の正体がバレても困ることは何もない。

　全ての流れをアルティナさんに一任した。

「え、えっとだね……ほ、ほら！　さっきリーズリンデが言ってたじゃないか！　ボクと彼女は以前から知り合いだったんだよ！　今日は久しぶりに遊ぼうって約束しててね！」

「ふぅん？」

　先ほどお店で私が
咄
 とっ
 嗟
 さ

 についた言い訳を、アルティナさんは流用した。

「ティーナとか名乗ってるって？」

「なんで偽名なんだ？」

「えぇっと……それはその、じ、実は以前しつこいストーカーに追われてた時期があってね！　ここ最近はティーナの名前を使うことの方が多いんだっ……！」

「ふぅん……」

　アルティナさんがあわあわとしながら必死に言い訳をする。

　一応、話に矛盾はないように思える。

「むしろボクの方がびっくりだなーっ！　カインとヴォルフがリーズリンデと既に知り合いだったなんてなーっ！」

　若干棒読みになりながら、彼女が
大
 おお
 袈
 げ
 裟
 さ

 に喋る。

「いや、それについては本当に驚きですよ。カイン様とアルティナさんが
幼馴染
 おさななじ

 みだったなんて」

「なんか妙な偶然だな」

　それは純粋な感想であったため、私も口を出すことができた。

「つーか、こんな近い街に住んでるんなら顔ぐらい見せに来いよ、アルティナ。学園街まで馬車でたった数日分の距離じゃねーか」

「い、いやぁーっ！　カインたちが学園街に住んでるなんて知らなくてさー！　知ってたらもちろん行ってたよ！　でも知らなかったな！　知らなかったから、仕方ないなっ！」

「いや、俺たち勇者チームが学園に編入したのは、世間一般に公表されているが……」

　アルティナさんの目がめちゃくちゃ泳いでいる。

　正体不明の謎の勇者というかっこいい立ち位置から一転、自分の正体を四苦八苦しながら隠すコミカルなザコキャラに成り果ててしまっている。

　大変そうであった。

「まぁ、アルティナは普段クールぶってるくせして、昔からどこか抜けているからな。ほら昔、『村の近くで怪しい人影を見つけた。きっと村を狙う盗賊団だ』って言って、ボコボコにして連れてきたのが、ただ勇者の聖剣についてカインの親父さんと話をしに来た、何の罪もない王都の人だったってことあったじゃないか」

「にゃあああああぁぁぁぁっ……！　やめろぉっ！　ヴォルフっ……！」

　ヴォルフ様が容赦なく彼女の過去の失敗を
晒
 さら

 す。

「お前、なんだっ……!?
 　さっきからなんだ!?
 　ボクに恨みでもあるのかっ!?
 」

「いや俺、八年前に見知らぬ山でお前に置き去りにされたこと、ずっと忘れないから」

「お前それずっと言うよね……!?
 　別に危険な山じゃなかったし、態勢整えてから迎えに行くつもりだったって何度も言ってるじゃないか！」

　ヴォルフ様が
幼馴染
 おさななじ

 み特有の昔話を持ち出す。

　アルティナさんは割と
酷
 ひど

 いし、彼も割としつこかった。

「昔馴染みにバカしかいないんだが」

「はぁ……大変ですね、カイン様」

「こらっ、カイン！　被害者
面
 づら

 してるんじゃない！　リーズリンデも
相
 あい
 槌
 づち

 打たないっ！」

「はぁ……」

　アルティナさんの耳がピンと立つ。

　誰かの味方をすれば誰かから攻撃が飛んできてしまうので、私は曖昧な返事だけすることに決めた。
日和
 ひより

 
見
 み
 主
 しゅ
 義
 ぎ

 万歳である。

　アルティナさんが頭を抱えながら、苦言を呈す。

「はー、全く……久しぶりに会ったが、君たちは本当に何も変わらないな。あの頃からずっとバカのまんまだ」

「おめーに言われたくねー」

「お前にもな」

「君にこそだよ」

「おめーが言うな」

「俺しかまともな奴はいないのか……」

「君はアホか」

「おめーら全員アホ」

「お前もな」

　三人が、まるでちくわのごとき中身のない会話を繰り返す。

　皆さん、目くそ鼻くそだった。

「というより、カインが村を出たのは勇者になるためとして、アルティナはどうしてあの村を飛び出したんだ？　前から聞きたかったんだが？」

「え、えっと……そりゃ……」

　ヴォルフ様からの質問に、一瞬アルティナさんの目が泳いだ。

「……あの寂れた村で一生を過ごすとかあり得ないから。そりゃ、誰だって飛び出したいと思うでしょ。ヴォルフだってそうだったんでしょ？」

「まぁ、それもそうだな」

　彼女の軽い口調の返答に、ヴォルフ様は小さく
頷
 うなず

 いていた。

「一番最初に村を出たのはカイン様なんですか？」

　私は質問をしてみる。

「いや、俺は最後だな。一番最初はアルティナで、いきなりピューッと村を出ていきやがった。その次にヴォルフで、最後に俺だな」

「へぇ」

「アルティナが村出たのって何年前だったか？」

「えーっと……ボクが十四歳の時だから、四年前だね」

　ということは、アルティナさんは今十八歳だから、私と同い年か。

「俺も四年前だが、アルティナよりは後だったな」

「そして最後に俺が三年前だ。聖剣を手に入れるまで村から出られなかったからな。もっと早く村を出たかったぜ……」

　そう言って、カイン様は行儀悪くブラックコーヒーをずずずと
啜
 すす

 っていた。

「ヴォルフが村を出た理由当ててあげようか？　あれでしょ？　好きだった花屋のお姉さんを追いかけて村を出たんでしょ？」

「いや、違うから」

　アルティナさんがニヤニヤしながらヴォルフ様をいじる。

　人をからかうような、悪意に
溢
 あふ

 れた笑顔だった。

「花屋のお姉さん？」

「ヴォルフのやつ昔、年上の花屋のお姉さんに憧れてたんだよ。でもその人が村を出ることになって……しょぼくれてるこいつを一晩中からかったりしてたな」

　私の軽い質問にカイン様が丁寧に答えてくれたが、思った以上に性悪エピソードが飛び出してきてしまった。

「鬼ですか、あなたたち」

「つーか、幼い頃の恋心でからかってくるんじゃないよ。昔の話だろ、昔の話」

　ヴォルフ様は
不
 ふ
 貞
 て
 腐
 くさ

 れていた。

「なに？　ヴォルフは今でもああいうお
淑
 しと

 やか系お姉さんが好みなのかい？　理想が高いのは困ったもんだねぇ。倍率高い人気のある女性は、お堅い君にはムリだって」

「うるさい、うるさい」

　にやにや笑うアルティナさんを、ヴォルフ様があしらう。

　そこで、カイン様が爆弾を投下した。

「いや、ヴォルフの奴、今はロリコンになってるから」

「……は？」

「お、おいっ……！　待て！　違うだろっ!?
 　悪意ある情報の
歪
 ゆが

 め方は
卑
 ひ
 怯
 きょう

 だぞ!?
 」

　ヴォルフ様が慌て、アルティナさんはきょとんとする。

　カイン様はリミフィー様のことを言っていた。

「え……？　ロ、ロリコン？」

「ち、違うっ！　違うぞっ……!?
 　俺は何もしてないし、俺にその気はないっ……！」

「こいつ、12
 歳の王女様に粉をかけやがった」

「え、えええぇぇっ!?
 　しかも王女様ぁっ……!?
 」

「違うっ！　粉かけてないっ！　違うって言ってるだろ……！」

　アルティナさんが目を真ん丸にして驚いている。

　多分、新勇者としてカイン様の周囲のメンバーの情報収集はしていたんだろうけど、さすがにこの情報は得られていなかったようだ。

「ヴォ、ヴォルフっ……!?
 　それはヤバい、ヤバいよっ!?
 　君のような筋肉バカが幼い子にアプローチするなんて……
絵
 え
 面
 づら

 がヤバいよっ!?
 　犯罪臭だぞっ!?
 」

「俺からはアプローチしていないっ！」

「俺らも何度もこいつにそれはヤバいって言ってるんだが……ヴォルフの奴、全然止まってくれなくてな……」

「止まらないのはリミフィニア王女様の方だろっ……!?
 」

「うわーっ！　うわーっ！　ドン引きーっ……！」

「違う！　そしてウザいっ……！」

　アルティナさんとカイン様は同郷の友に一切容赦しなかった。

「ロリコン！」

「ロリコン！」

「ロリコンっ……！」

「うるせえええええええぇぇぇぇぇっ……！」

　久しぶりに会った旧友の過激な恋バナ。話の種としては最高のものだろう。

　今日も今日とてヴォルフ様はいじられ続けるのだった。

「は～～～、まさかヴォルフがロリコンになってるとはねぇ～～～。ほんと、久しぶりに会ってみると、友の身に何が起こっているのか分からないものだねぇ～～～」

「……ほんと、こいつらと縁を切りたい」

　アイスミルクをくぴりと飲み、アルティナさんが背もたれに体を預ける。

　ふぅ、と皆で一つため息をついた。

「……つーか俺たち、こんなところで何してるんだろうな」

「ほんとだよ。村を出たっていうのに、なんでまたこの三人で集まってるんだよ」

　カイン様とアルティナさんが苦笑する。

　同郷の
昔馴染
 むかしなじ

 みとの偶然の再会。それはなんだか、少し憧れるものであった。

「ほんと、何やってんだろうね、ボクたち。狭い世界がイヤで小さな村を抜け出したっていうのに、なんでまた狭いコミュニティを再結成してるんだ」

「全く、偶然というのは恐ろしい……」

　アルティナさんとヴォルフ様がしみじみとする。

　飲み物を片手に、昔を懐かしむかのように軽く目を閉じている。いろいろと軽口を
叩
 たた

 き合ってはいるものの、そこに幼馴染みたちの確かな
絆
 きずな

 が感じられた。

　しかし……。

「偶然？」

「ん……？」

　カイン様が二人の何げない一言に反応した。

　ふと顔を上げ、アルティナさんの顔を見る。

「……偶然、ねぇ？」

「どうしたんだ？　カイン？」

「…………」

　ヴォルフ様の呼びかけに反応せず、カイン様は顎に手を当てて何か考え事を始める。

　何か、小さなひらめき。小さな気付き。

　そういったものが彼の頭の中を
過
 よぎ

 り、その気付きを頭の中で分析している。そのような感じであった。

　あ、これ、アルティナさんにとってはまずい流れかも……。

「……なぁ、ヴォルフ。この身に起こる全ての出来事を『偶然』と安易に片付けてしまってもいいのだろうか？　そこに何か、意図的なものが混ざったりしてないだろうか？」

「何言ってるんだ？　カイン？」

「情報を整理してみようぜ」

　カイン様がにやりと笑う。

　その笑みはどうしてだろうか、
獰
 どう
 猛
 もう

 で、
嗜
 し
 虐
 ぎゃく
 的
 てき

 で、意地の悪い意思が込められており、そしてそれはアルティナさんに向けられていた。

　彼女がぴくりと体を震わせる。どうやらアルティナさんも、自分の危機的状況に気が付いたようだ。

「ヴォルフ、最近あった大きな出来事を並べてみろ」

「えぇと……？　魔王の学園編入、魔王城別荘攻略、王家と魔王家の会談開始、それに伴う王家の人間の学園街滞在、ＳＳＳ+ダンジョン40
 層突破、王族親衛隊隊長ブライアンの反乱、新勇者ディアとの交戦……」

　ヴォルフさんが指折り数えながら、最近あった大きな出来事を語る。

　ＳＳＳ+ダンジョン40
 層突破については私も知らなかった。ダンジョン攻略は地道に進んでいるんですね。

「その中で、リズと特に関わりの深い事件を挙げろ」

「リーズリンデさんと？　えぇっと、魔王城別荘攻略、王族親衛隊隊長ブライアンの反乱、新勇者ディアとの交戦……」

「で、今日リズが一緒にいた人物は誰だ？」

「あ……」

　そこまで言って、ヴォルフ様も気付く。

　さすがカイン様である。

　ほぼ直感だけで、小さな点と点を結び合わせてしまった。

　全ての出来事が偶然で片付くのならいいけれど、そこには因果関係が含まれていることがある。現状を全て理解している私からすると自明の理だけれど、限られた情報から私と新勇者ディアの関係に気付くのは容易ではないだろう。

　カイン様は言う。

「リズは一回、新勇者ディアに誘拐された。そこでなんかしらの縁ができたんだろう。次に知り合いとして紹介されたのが、俺らの旧友のアルティナだ。さて、これは偶然か？」

「……なるほど、偶然で片付けるには出来過ぎだな」

　私という存在を介して、カイン様が的確に真実へと近づいていく。

　アルティナさんは全身から汗をだらだら噴き出していた。

「さ、さっきから何を言っているんだい？　ふ、二人は……？」

　アルティナさんが必死にとぼける。その
健
 けな
 気
 げ

 な努力に、涙がちょちょぎれそうになる。

　カイン様がテーブルに
頬
 ほお
 杖
 づえ

 を突き、尋問に入った。

「アルティナ、お前とリズの関係は？」

「さ、さっきも言ったじゃないか。以前からの知り合いだよ？」

「お前と新勇者との関わりは？」

「い、いや、そもそもまず、新勇者ってなんだい……？」

　お、アルティナさん、ナイスなとぼけ方である。

　ここで『関わりなんてない』って答えていたら、『新勇者の存在は知ってるんだな』とカウンターを返されていただろう。

「最近、新たな勇者ってのが現れて、俺と敵対してるんだよ」

「へ、へぇ～！　そうなんだぁ！　勇者の名を
騙
 かた

 るなんて、ずいぶんふてぶてしい奴がいるんだねぇ！　びっくりだよぉ！」

「お前、新勇者だろ？」

「な、なんでそうなるのかなぁ～？　意味が分からないんだけどぉ～？」

　頑張っている。

　アルティナさんは必死に頑張っている。本当に涙ぐましい努力を積み重ねていた。

「お前、あの聖剣をどうやって手に入れた？　なんでお前がそんなものを持ってる？」

「だーかーらーっ！　ボクは新勇者じゃないって言ってるだろ……!?
 」

「背中の傷見せてみろよ。どうせお前医者に行けなくて、自分一人で処置したんだろ」

「バッ……バカじゃないのっ!?
 　男に自分の半裸なんて見せられるわけないだろっ!?
 」

「いや、そのためのリズか……？」

　しかしカイン様はもう、アルティナさんが新勇者だって決めつけてかかっている。

　ここからの逆転は厳しいぞ？

「しかしなぁ、アルティナが新勇者か……。ネコのように気まぐれなお前が新勇者なんて、似合わねぇなぁ」

「おいっ！　似合わないとはなんだ、カインっ！　……いや、ボクは新勇者なんかじゃないんだけどっ！」

「コートめちゃくちゃボロボロだったぞ。お前は昔からそうだ。もうちょいファッションにもこだわれって」

「どうでもいいだろ！　コートがボロボロなんてっ！　……いや、ボクは新勇者なんかじゃないんだけどっ！」

　もはや、
自
 や
 棄
 け

 になり始めている。

　アルティナさんは椅子から立ち上がり、地団駄を踏んでいた。

「おいおい、アルティナが新勇者って……カインの真似事か？　お前、カインに憧れてたのか？」

「ち、違うっ！　憧れてないっ！」

「もしかして村を飛び出したのって、俺と同じ勇者になるため？　おいおい、照れるぜ」

「ち、ちちち、違うしっ！　違うしっ……！　カインなんてどうでもいいしっ……！　自意識過剰にもほどがあるしっ！　だからボクが新勇者前提の話はやめろぉっ！」

　なんか段々、尋問というよりからかいになってきた。カイン様とヴォルフ様がニヤニヤし始めて、
幼馴染
 おさななじ

 みを
執
 しつ
 拗
 よう

 に
虐
 いじ

 める。ほんと、仲良いね。

「そうか、フード
被
 かぶ

 って仮面着けて顔隠してたのって、知り合いだってことがバレたくなかったからか」

「可愛いとこあんじゃん」

「違う！　違うっ！　ボクは新勇者なんて知らないっ……！」

「つーかお前、仲間とかいないの？　新勇者に仲間がいるって情報来てないんだけど。俺らがいないとボッチなの、今でも変わらないの？」

「孤高と言ってくれっ！　……いや、ボクは新勇者じゃないんだけど！」

「あの仮面とフードはどうにかならなかったのか？　ダサかったぞ？」

「ダサくないっ！　……いや、知らないけれどっ！」

　シンプルな罵倒が混ざってきて、収拾が付かなくなってくる。

　二人のからかいに対して熱くなっているのか、アルティナさんの口からボロボロと
粗
 あら

 が
漏
 も

 れ出していた。

「というより、おかしいだろっ!?
 　ボクはリーズリンデと知り合いなんだぞっ!?
 」

「ん……？」

　逆転の策と言わんばかりに、アルティナさんが私に対して指を差してきた。

「リーズリンデは君たちの仲間なんだろ!?
 　ボクがもし新勇者だったら、リーズリンデは敵と内通してたことになるんだけどっ!?
 　君たちは仲間を信じていないのか!?
 」

「…………」

　おっと。

　アルティナさんが私を盾にし始めた。でもちょっと上手いところを突いている。

　私は自分の行動がカイン様とアルティナさんのためになると信じているけれど、確かに
端
 はた

 から見ると内通者っぽい動きをしている。

　加えて情報規制の魔法をかけられているため、自分の口でちゃんと説明できない。叱られること覚悟の勝手な行動のため、上手い言い訳が思いつかなかった。

「カイン……」

　現にヴォルフさんが口をへの字にして、言葉を詰まらせている。

　形勢が逆転し始める。

「ふふんっ……！」

　アルティナさんが自慢げに、口の端を
歪
 ゆが

 めて笑っていた。

　しかし……、

「いや、リズの意味不明さを考察しても不毛だから」

「え……？」

「んんっ……!?
 」

　カイン様がぶんぶんと手を振りながら、軽くそう言う。

「リズの行動の全てにちゃんとした意味があるとか思ってたら、やっていけねえから」

「え……？」

　アルティナさんが目を丸くして驚いている。

「え、ちょ……？　カイン様っ!?
 」

　しかし、彼女以上に私が驚いている。

　なんだ、その評価っ!?
 　私は一体カイン様にどう思われているんだっ……!?


「ちょっと!?
 　カイン様っ……!?
 　それじゃあまるで私が制御不能の困ったちゃんみたいじゃないですかっ!?
 」

「そう言ってんだよ」

「なんでですかぁっ!?
 」

　心外であった。

「違いますっ……！　私は品行方正、成績優秀、貴族らしい貴族然とした淑女でありましてねっ!?
 」

「あー、はいはい」

　耳クソをほじりながら、カイン様が私を適当にあしらう。

　なぜだっ!?
 　なぜ分かってもらえないんだっ!?


　こんなにも
淑
 しと

 やかで上品な人間だというのにっ……！

「むしろ、大丈夫だったか？　アルティナ？　リズに変なことされなかったか？」

「え？　え……？」

「ちょっとぉっ……!?
 　カイン様ぁっ!?
 　どうしてその上、私が加害者にされなきゃいけないんですかぁっ……!?
 」

　なぜかカイン様は私ではなく、アルティナさんの心配をし始めた。

　変なことってなんだっ!?
 　変なことって!?


　私がアルティナさんに弱みを握られて、無理やり言うことを聞かされてるって可能性もあるだろうがよぉっ……！

「変なことなんて何もありませんでしたよねっ！　アルティナさん！」

「え、えぇっと……」

　私が聞くと、アルティナさんが答えに詰まる。そして頬を赤くして、もじもじとしながら
俯
 うつむ

 いた。

「……ちょっと、恥ずかしかった」

「ほら」

「アルティナさあああああぁぁぁぁんっ……!?
 」

　彼女から得られたのは肯定ではなく、照れ顔であった。

　なんでだっ!?
 　恥ずかしかった？　私は何もしていないっ……！

　もしかして、なんかやたらめったら敏感になっていた治療魔術か!?
 　それともパンツとブラジャーの件か!?


　どれだ!?


　くそぅっ……！　心当たりがいくつもあるっ……！

「ん……？」

　アルティナさんをまじまじと見ていたからだろうか。

　話の途中だが、私は別のとあることに気が付いた。

「…………」

「ん……？　どうしたんだい？　リーズリンデ？」

　急に押し黙る私を見て、アルティナさんはきょとんとしている。

　しかし、今おかしい状態にあるのは彼女の方であった。

　彼女は現在、所持しているべきものを身に着けていないのである。

　──彼女は今、聖剣を持っていなかった。

「…………」

　注意深く、アルティナさんの周りを見渡してみる。

　しかし、やはりどこにも聖剣は見当たらない。彼女の腰にも着けていないし、辺りの椅子にも立てかけていない。

　彼女の部屋を出た時は確かに着けていたはずだ。大事なもののため、宿に置いておくことなんてできなかったのだ。目立たないようにと、無骨な
鞘
 さや

 に聖剣を入れて腰にぶら下げていたはずである。

　じゃあ、なんで今ここにないのか。

「…………」

　まぁ、少し考えてみれば分かる話だ。

　試着室の中に置いて来たのだろう。

　そんなバカなことしていいのかと思うが、よくよく考えるとそれは仕方のないことのようにも思える。

　要するに、カイン様に聖剣の存在がバレるわけにはいかなかったのだ。聖剣を持っているということは、自分の正体が新勇者ディアであることを告白するようなものである。

　だからアルティナさんは、聖剣をこの喫茶店に持って来られなかったのだろう。

　カイン様とアルティナさんが会った時、場は混乱していた。聖剣を試着室に置いて来てしまったのも、仕方のない判断と言えるだろう。

「…………」

　いや、本当にそうだろうか？

　怖くない？

　聖剣をどっかに置いてくるなんて、めちゃくちゃ怖くない？

　もし置き引きにでもあったら、どうすれば……。

　──そんなことを考えている時だった。

「キャアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァッ……！」

　喫茶店の外から、絹を裂くような悲鳴が聞こえてきた。

「な、なんだぁっ……!?
 」

「なにごとっ!?
 」

　突然の叫び声に、私たちは驚いて身構える。そしてすぐに武器を持って、大声のした街路へと飛び出した。

「なっ……!?
 」

「なんだ、これはっ!?
 」

　街の状況を見て、私たちは目を見開く。

「た、助けてくれぇっ……！」

「に、逃げろぉっ……！」

　町の中は混乱していた。

　人々は何かに
怯
 おび

 え、パニックになっている。

　叫び声を上げながら、青い顔を引きつらせている。まるで怪物から逃げ惑うかのように、人々は大慌てで街の中を駆けていた。

「あっ！　あれを見てくださいっ……！」

「むっ……！」

　たくさんの人が、何かから逃れようとして走っている。

　私はその中心の方向を指差す。

　そこに、事件の元凶と思える人物がいた。

「あれは……？」

　目を凝らして、よく観察する。

　それは人だった。バケモノの
類
 たぐい

 ではない。

　男が、剣を振り回しながらゆっくりと歩いていた。

「なんだあれは？」

　しかし、様子が明らかにおかしかった。

　男は白目を
剥
 む

 いて、意識がはっきりとしていないように思われた。足取りはふらふらとしていて
覚
 おぼ
 束
 つか

 ない。顔色は悪く、生気がない。

　どう見ても正常な状態ではない。

　そして男は、体に謎の白い光を
纏
 まと

 っていた。

　なんというか、不思議な存在感のある光だった。見ているだけで心が
惹
 ひ

 き付けられるというか、目が離せなくなるような、神々しい光であった。

「きゃああああああぁぁぁぁぁっ……！」

「アァ……アあァ……」

　男はぎこちない様子で、手に持っている剣を振るう。

　すると、剣から光の弾が飛び出して、それが街の建物を傷付ける。

　パッと見、
怪
 け
 我
 が
 人
 にん

 はいないようだ。男の攻撃は建築物を傷つけたが、人々に被害はないように思われる。

　しかしそれは常人には出せないような、危険なほど強力な攻撃だった。

「アぁ……あ、ア、アァ……」

　男は白目を
剥
 む

 きながら、小さく
呻
 うめ

 き
声
 ごえ

 を上げている。

　これらの行動は男の意思ではないように見える。

　暴走状態。剣の持つ強い光に
中
 あ

 てられ、正気を失っているように見えた。

「…………」

　さて、ここまで状況分析ができたならもはや必要ないことのようにも思えるが、一応確認しておく。

　男の持つ剣は銀色に輝いており、
鍔
 つば

 の部分に美しい装飾が施されている。

　聖剣イクリルだった。

　どっからどう見ても、新勇者さんの持っていた聖剣イクリルだった。

「…………」

「…………」

「…………」

　アルティナさんを見る。

　無言で、アルティナさんをじっと見る。

　カイン様たちも見る。三人でアルティナさんに視線を
注
 そそ

 いでいた。

「…………」

　彼女は汗をだらだらと垂らしていた。目を丸くしながら、表情を
強
 こわ
 張
 ば

 らせ、全身という全身から汗をだらだら流している。

　無言のまま、パニックになっていた。

　ここまでくれば、もう事の全てが推察できる。

　アルティナさんが試着室に置いて来た聖剣イクリルは、置き引きにあったのだ。

　しかし、その置き引きをした男は聖剣の持つ力に耐え切れなかった。強過ぎる力を唐突に得てしまい、それに振り回され、暴走してしまっていた。

　聖剣の持つ力は、常人には過ぎた毒だったのだ。

　結果がこれである。

　男は正気を失い、苦しそうに聖剣を振るうばかりである。

「な、なにぃ～～～!?
 　なぜあんなとこに新勇者の聖剣があるんだぁ～～～!?
 」

　沈鬱なこの場で口火を切ったのは、カイン様だった。やけに芝居がかった口調で大きな声を出している。

　アルティナさんの体がビクリと震えた。

「ま、まさか～～～!?
 　新勇者の聖剣が奪われたっていうのかぁ～～～!?
 」

　カイン様に同調するかのように、ヴォルフ様が棒読みで、セリフを口にする。

「そんなバカなことあるわけないだろ～～～!?
 　
素人
 しろうと

 の人間に聖剣を奪われるなんて、その新勇者はどれだけマヌケだっていうんだ～～～!?
 」

「置き引きでもされたんじゃないか～～～!?
 　例えば洋服屋の試着室に置いてきたとかさぁ～～～!?
 」

「まさか～～～っ！　世界の宝である聖剣だぞぉ～～～!?
 　それを試着室に置いてくるなんて、そんなアホいるわけないだろ～～～!?
 」

「そうだよなぁ～～～！　新勇者がそんなバカなわけないよなぁ～～～!?
 」

「当たり前だろぉ～～～！　新勇者がそんなアホなわけねぇだろぉ～～～!?
 」

　
煽
 あお

 る。煽りまくる。

　カイン様とヴォルフ様があからさまにアルティナさんの方に顔を向けながら、まるで何も分かっていないかのようなとぼけた会話を繰り返す。

　アルティナさんの顔は羞恥で真っ赤に染まっていた。

「うがあああああああああぁぁぁぁぁっ……！」

　やがて、彼女は
雄
 お
 叫
 たけ

 びを上げた。

　恥ずかしさにいたたまれなくなったのか、やけくそのようにアルティナさんが前に出て、暴走している男に攻撃を仕掛ける。

「このっ！　このっ！　置き引きなんかしてくれちゃって……！」

「ゴアアアアアァァァァァッ……！」

　武器のない彼女は徒手空拳で挑む。

　飛び膝蹴り、パンチ、パンチ、ドロップキック。

　暴走している男は聖剣を握っているとはいえ、アルティナさんとは実力が隔絶していた。男がどれだけ聖剣を振り回そうと、アルティナさんには
掠
 かす

 りもしない。

　聖剣によって力を得ていても、何も持っていないアルティナさんに
敵
 かな

 わなかった。

「このっ！　このっ……！」

　アルティナさんが男をボコボコにしていく。

　ほとんど八つ当たりだった。

「ゴアアアアアアアアァァァァァァァッ……！」

　すぐに決着がつく。

　男は痛ましい声を上げながら、地に倒れ伏してそのまま動かなくなった。

　アルティナさんの勝利である。

「……へ、変な剣なんか……置き引きするんじゃ、なかった……」

「…………」

　最後に正気が戻ったのだろうか、男が小さく
呟
 つぶや

 く。

　そしてそのまま彼の意識は途切れていった。

「…………」

　アルティナさんは渋い顔をしながら、申し訳なさそうに
俯
 うつむ

 いていた。

　何はともあれ、彼女の勝利である。街に平和が戻り、アルティナさんも聖剣を取り戻すことができた。

「アルティナ……！」

　カイン様が彼女に駆け寄る。私たちもカイン様を追って走った。

「大丈夫か？　
怪
 け
 我
 が

 してないか？」

「戦い見てたんでしょ？　一発も攻撃もらってないよ」

「まぁ、そうなんだけどな。男の方は無事か？」

「…………」

　倒れ伏している男性の方に目をやる。命に別状はなさそうだ。しかしアルティナさんに殴られ過ぎて、顔がぼこぼこに腫れ上がっていた。

　置き引き犯とはいえ、やっぱりかわいそうである。実質、彼は被害者だった。

「……後でボクが病院に連れていくよ」

「そうしとけ」

　罪悪感からか、アルティナさんが自らその役を買って出る。

　こうして、聖剣暴走事件は決着したのであった。

「じゃあ、この『新聖剣』の方なんだが……」

　カイン様がアルティナさんの持っている聖剣に目をやる。

「これは俺が預かる。この新聖剣は俺と敵対する新勇者の武器だ。今は、な！　ぜ！　かっ！　新勇者の手から離れているが、だからこそ都合がいい。これは俺の手元に置く」

　そう言って、カイン様はその聖剣の柄をぎゅっと握った。

　そのまま力を入れて、カイン様は自分の方に引っ張る。

「……おい、離せよ、アルティナ」

「…………」

　しかし、アルティナさんは聖剣から手を離さなかった。引きつった顔のまま、自分の聖剣をぎゅっと握り続けている。

　額から汗を垂らしながら、彼女は口を開いた。

「え、えぇっと……これは落とし物だから……交番に届けないとっ！」

「はぁっ……？」

　アルティナさんがわけの分からない言い訳を繰り出した。

「お、落とし物は交番に届けないとねっ……！　だ、大丈夫！　安心してっ！　ボクが責任を持ってこの聖剣を交番まで届けておくからっ！　ネ、ネコババなんてしないから！」

「…………」

　カイン様がぽかんとする。

　いや、私とヴォルフ様も
唖
 あ
 然
 ぜん

 としていた。アルティナさんの無理な言い訳に困惑している。この聖剣は新勇者のものだけど、彼女は自分が新勇者であることを隠そうとしている。そうなると、この剣の所有権を主張するわけにはいかないが、彼女は交番に届けると言ってこの剣を手中に収めようとしていた。

　この期に及んで、彼女はまだ自分が新勇者であることを認めようとしていない。

「いやいや……おかしいだろ。聖剣を交番にって、どう考えてもおかしいだろ」

「い、いやぁ……？　お、落とし物は落とし物だからさ……」

「手ぇ離せよ、アルティナ」

「いやいやいや、これを交番に届けないと……」

　二人はどちらも聖剣から手を離そうとしない。

「俺は新勇者に命を狙われてんだよ！　お前は俺が殺されてもいいのか!?
 」

「い、いやいやぁっ!?
 　いくら命を狙われてても、勇者が落とし物をネコババするような真似はしちゃいけないと思うなぁ……！」

「ネコババしようとしてるのはテメーだろうがっ！」

「そ、そんなことないっ！　そんなことないねっ……！」

　アルティナさんがネコババ。ネコだけに。

　って、やかましーわ。

「つーかお前、いつまでとぼけてんだよっ！　お前が新勇者っていうこと、もう皆分かってっから！」

「い、いやー？　な、なんのことー？　ボクは純粋にこの聖剣を交番に、ねぇ？」

　アルティナさんがしどろもどろになって、変な言い訳を繰り返す。

　いや、もう諦めたらどうだろうか？

「はーなーせーっ！」

「いーやーだーっ！」

　カイン様とアルティナさんが聖剣の引っ張り合いをする。

　バカげた
絵
 え
 面
 づら

 だけど、そこには相当の力が込められていた。

「あーっ！　もうっ！　分かりましたよーっだ……！」

　やがて、彼女は
自
 や
 棄
 け

 っぱちな声を出した。

「ボクが新勇者ですっ！　これはボクのです！　ボクの聖剣ですっ！　そう言やいいんだろ、コンチクショーッ……！」

　涙目になりながら、アルティナさんは自白する。ようやく彼女は自分が新勇者であることを認めたのだった。

　アルティナさんがカイン様から聖剣を力ずくで奪い取る。

「決闘だーーーっ！　カインーーーっ！」

「…………」

　顔を真っ赤にしながら、アルティナさんがカイン様に向かってびしっと指を差す。

　彼女は大事そうに自分の聖剣を胸に抱えている。





　何とも締まらない感じのまま、新勇者が現勇者に対して決闘を宣言するのだった。









第56
 話　【過去】
在
 あ

 りし日の
追
 つい
 憶
 おく












　雨がざんざんと降っていた。

　降り注ぐ雨粒が、緑の山を濡らしていた。

　村一面に広がる畑に潤いを与えていく。分厚い雲が太陽の光を遮り、昼間であるにもかかわらず辺り一面どんよりと暗かった。

「カイン……
怪
 け
 我
 が

 、大丈夫……？」

「うん、大丈夫」

　アルティナとカインが土手に座って、お話をしていた。傘に当たる雨粒が大きな音を響かせている。
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　カイン12
 歳、アルティナ11
 歳。

　それは今から７年前のことだった。

　まだ故郷で暮らしていた二人が、雨の中で会話をしていた。

「でも、怪我……たくさんしてるよ？　痛いんじゃないの……？」

「痛いけど、大丈夫」

「……ほんと？」

「うん」

　まだ少年であるカインの体には、たくさんの包帯が巻かれていた。

　彼は聖剣に選ばれるための試練を受けている。聖剣が
祀
 まつ

 られているダンジョンにたった一人で挑み、その最深部から聖剣を持って帰ろうとしている。

　
命
 いのち
 懸
 が

 けでダンジョンに挑む。凶悪なモンスターを退けながら、聖剣が封じられている最深部を目指して進む。ダンジョンを踏破する度に彼は強くなり、聖剣に適した人間へと少しずつ変化していく。

　それは聖剣が課す試練であり、訓練であった。

　そんな危険なダンジョンに挑むことを親から命じられているため、カインの体はいつもいつも傷だらけだった。頭にも腕にも、至る所に包帯が巻かれている。

　おそらく、服の下も包帯や
絆
 ばん
 創
 そう
 膏
 こう

 だらけだろう。

「…………」

　それが、アルティナには嫌だった。

　なぜ親友が毎回毎回こんな目に遭わなくてはいけないのか。

　どうしてカインの家の大人たちは、自分の子供をこんな危険な目に遭わせるのだろうか。なんでカインはこんな
辛
 つら

 い目に遭わなくてはいけないのか。

　村の大人たちは言う。

　彼は世界を救うための試練を受けているんだ。それはとても名誉なことなんだ。彼が試練を乗り切り、勇者となれば世界は救われるんだ。

　だから、これは必要なことなんだ。

　でもアルティナには納得できなかった。

　このままカインがダンジョンの中で死んでしまったら、どうするつもりなのだろうか。

　彼は聖剣のダンジョンになんか潜らなくてもいいのではないか。勇者なんて下らないものにならなくてもいいのではないか。

　ただ、彼が傷つくのが嫌だった。

　だから、彼女は言った。

「……ボクと一緒にこの村から逃げようよ」

　横にいる彼の目を見て、真剣な口調で言った。

　雨の音が鳴り響く。

　村の中にぽつりと
佇
 たたず

 む二人だけの、秘密の会話だった。

「…………」

　しかし、カインは小さく首を横に振る。

「誰かがやらなきゃいけないことだから」

　そう言って、アルティナの差し出す手を拒んだ。

「…………」

　彼女は
俯
 うつむ

 く。

　どうすれば彼が傷つかなくてすむようになるのだろう。どうすれば彼を止められるのだろう。

　その時から、彼女は考え始める。

　カインを勇者になんかしたくない。

　──どうすれば、カインに勇者になることを諦めさせられるだろうか。





　そんなことをずっと、考えていた。
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『さぁっ！　間もなくです！　間もなく天下分け目の大一番が始まろうとしていますっ！　今日の戦いはエキシビション！　カードはなんとぉぉぉ……勇者対勇者だあああぁぁっ！』

　実況の方の声が鳴り響き、ウオオオオォォォッ！　と会場内の観客が大きな叫び声を上げる。

　ここは学園街の闘技場。

　会場は今、異様なほどの熱気に包まれていた。

　闘技場は冒険者ギルドに併設された施設であり、闘技大会やスポーツ大会など、冒険者たちのお祭りのために使われる大きな会場であった。

　円形の広場を取り囲むように観客席が配置され、今日はその席が人で一杯になっている。四方八方から観客の声が響き、大変な
賑
 にぎ

 わいだった。

　観客たちは何を見に来たのか。

　それは広場の中央を見れば一目瞭然である。

　闘技場の中心で
睨
 にら

 み合っているのは、今日の主役であるカイン様とアルティナさんであった。

　まさに今、現勇者と新勇者の決闘が行われようとしているのだった。

『さぁっ！　会場は大いに沸いております！　それもそのはずっ！　新勇者を名乗るアルティナという少女が、現勇者のカイン様に決闘の申し出を突き付けているからですっ！』

　実況の女性がマイクを手に持ち、声を張り上げる。

　このマイクには拡声魔法が仕込まれていた。文字通り声を拡散させる魔法であり、このおかげで実況の女性の声は会場中に届いていた。

『新勇者の要求は、なんとなんとっ！　現勇者カイン様の引退っ！　なんと
不
 ふ
 遜
 そん

 ！　なんと
傲
 ごう
 慢
 まん

 っ！　しかぁしっ……！　この条件をカイン様は受け入れたぁっ……！』

　女性の実況により、またしても会場内が沸き上がる。

『新勇者アルティナが勝てば、現勇者カイン様の引退っ！　カイン様が勝てば、新勇者アルティナの持つ「新聖剣」はカイン様の手に渡りますっ！　さぁ、どうなるこの大勝負！　この戦いに人族の命運が懸かっていると言っても過言ではありませんっ！』

「ワアアアアアアアァァァァァァッ……！」と歓声が響きわたる。

『実況は毎度おなじみ、フィオーレが務めさせていただいております！　どうぞよろしく！　どうぞよろしくお願いしますっ……！』

　今日の実況はフィオーレさんという名の女性だった。

　彼女はこういう大会の時に、よく実況の仕事をしていた。

　普段、彼女は冒険者ギルドの受付として働いているが、スポーツの実況など、いろいろな仕事をこなせる多才な女性である。そのためこうして忙しそうに働いていた。

　現在37
 歳。お年を感じさせない若々しいプロポーションを保っている仕事人であった。

『さて、試合の解説をお願いしたのはこの方たち！　カイン様と同じ勇者チームの姫騎士シルフォニア様に聖女メルヴィ様！　そして二年生にして現在学園序列四位！　勇者チームに見習いとして加入した学園の有名人！　リーズリンデ様だぁっ……！』

『シルフォニアだ。よろしく頼む』

『そ、そのその……メルヴィです。よろしくお願いします……』

『リ、リーズリンデです……。よ、よろしくお願いしまぁす……』

　私たち三人はこの戦いの解説者として呼ばれ、実況席に座っていた。

　そんなわけで、私はカイン様とアルティナさんの戦いを一等席から眺めることができる。解説の仕事には自信がないが、カイン様のことを知り尽くしているシルファ様とメルヴィ様も一緒なのだ。この二人に任せていれば、解説の方は何とかなるだろう。

「でも、しかし……」

「なんでこんなことになっちゃったんでしょうねぇ……？」

　マイクに声が乗らないように、小声でメルヴィ様と苦笑し合う。

　まさかまさかのお祭り騒ぎ。

　お互いの聖剣の所有権を賭けるという、カイン様とアルティナさんの誇り高き決闘は、学園街の人たちの娯楽と化してしまっていた。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　それは単純な話である。

　カイン様とアルティナさんは決闘のために、冒険者ギルドの訓練場を借りようと手続きを進めていたのだ。

　しかし、それは
迂
 う
 闊
 かつ

 な行為だった。

　大きな
儲
 もう

 けになりそうな話を聞きつけ、冒険者ギルドはすぐさまイベントの準備に取り掛かる。現勇者と新勇者の決闘なんて、観客席が満員にならないはずがなかった。

　冒険者ギルドは慈善団体ではない。営利企業なのだ。金になりそうな話に飛びつかないわけがなかった。

　そしてあれよあれよという間に話は大きくなっていく。謎の新勇者アルティナさんの存在と、決闘の賭けの対象がお互いの聖剣であることを知り、街中は大盛り上がり。

　カイン様とアルティナさんが気付いた時には、もう引き返せないほど大きな騒ぎになってしまっていた。

「……まさかこんな見世物のように扱われるとは思ってなかったよ」

「ほんと、同感だ……」

　闘技場の中心に立つカイン様とアルティナさんが、あからさまにげんなりした様子を見せている。

　会場の
賑
 にぎ

 わいに反して、主役のお二人のテンションはとても低かった。

『さてさて、ここで皆さんお待ちかね！　オッズの発表です！　はいドン！　現勇者カイン選手、オッズ１・３倍！　新勇者アルティナ選手３倍となりました！』

　今日の決闘は市民の賭け事にも利用されていた。

『さてこれは、カイン選手に70
 ％、アルティナ選手に30
 ％の割合でお金が賭けられている計算となりますね。この結果を解説のシルフォニア様、どうご覧になりますか？』

『……結構多くの金額が新勇者殿に賭けられているようだな』

　シルファ様が
怪
 け
 訝
 げん

 そうに顎に手を当てる。

　カイン様は世界的に有名な勇者であるのだ。知名度はとびきり高く、世界中の憧れの的と言っても過言ではない。彼の実力の高さは誰もがよく理解していた。

　それに対して、新勇者のアルティナさんはまだまだ無名である。

　戦果も功績もよく知られていない。それどころか、新勇者という存在がいたということを、このイベントを通して初めて知った人も多いだろう。

　それなのに30
 ％もの金額がアルティナさんに賭けられている。これは異常と言ってもよかった。

『どういうことだろうな？　知名度からしたら、カイン殿にほぼ１００％のお金が賭けられてもおかしくはないのにな？』

『ちょっと不思議ですね？』

　シルファ様とメルヴィ様が首を
傾
 かし

 げる。

　しかし、私にはその理由に心当たりがあった。

『きっとあれですよ、新勇者のアルティナさんが可愛い女の子だったから、そっちにお金を賭ける人が多かったんじゃないですか？』

『そういうものか？』

『なるほど～っ！　今のリーズリンデ様の解説に、ぎくりとした人も多いんじゃないでしょうか～!?
 』

　実況のフィオーレさんが
煽
 あお

 ると、観客席が少しざわつく。

「こいつら……それでいいのか、全く……」

　広場の中心でカイン様が一人ぼやいていた。

『さてここでこの大会の開会の挨拶を、この学園街を代表するフォルスト国立学園の学園長、カーバンフォルド・バフォエル氏にお願いしたいと思います！』

『はい、よろしくお願いします』

　なぜか、校長先生の挨拶が始まった。

『え～、本日はお日柄もよく、何分過ごしやすい気候となっておりますが、この学園街は決闘の文化も長く、その始まりは百五十年ほど前の学園生同士の争いから始まったとされておりますが、その人物こそが今では有名な第十八代・右大臣ボートル・ゲルド・フォフマン氏でありまして、この方が学園生同士の決闘のルールを制定したとされております。でありますからに～～～』

　校長先生のお話は十五分近く続いた。

『～～～でありますので、どうぞ両氏共に
怪
 け
 我
 が

 なく、安全面に配慮して決闘を行ってほしいと思います。では、ありがとうございました』

『はい、学園長先生ありがとうございました～！　では長らくお待たせしました！　本日のメインイベント！　勇者対勇者の決闘が間もなく始まります！　さぁ！　いよいよです！　いよいよ人族の未来を占う決闘が始まろうとしているのです！』

　校長先生のありがたいお言葉に、観客の皆さんは少し疲れを見せている。

『さて、もうすぐ！　もうすぐですっ……！　決闘開始のドラが鳴るまで、５！　４！　３！　２！　１……！』

　ドオオォォォン、と
銅
 ど
 鑼
 ら

 を打つ重い音が会場中に響き渡った。

『さぁっ！　決闘開始イイイィィィィッ……！』

「…………」

「…………」

『おや!?
 　おやおや!?
 　カイン選手もアルティナ選手も動こうとしない！　これは最初は様子見かぁっ……!?
 』

「こんな空気の中でやってられっか……！」

　カイン様からグチが漏れた。

　無理もない。

　校長先生の話のすぐ後で、熱い決闘を行えという方が難しかった。

『さて、立ち上がりは両者動かず！　これをどう見ますか、実況のリーズリンデ様！』

『多分、どっちもやる気が出ないんでしょうね』

『なんということだーーーっ！　やる気が出ない！　やはり学園長先生の話のすぐ後はムリがあったかーーーっ！』

　こんな空気の中でも熱い実況を頑張ろうとしている。

　フィオーレさんは本当にプロであった。

「はぁ……
不
 ふ
 貞
 て
 腐
 くさ

 れてても始まらないから、やるかぁ……」

「そうだね……」

　カイン様が首をごきごきと鳴らす。大きなため息をつきながら、お二人はしぶしぶ手に持つ聖剣を構えた。

　ようやく戦闘態勢に入る。

　どれほどやる気がないのか、見て取れるというものだった。

「まだビミョーにモチベーション上がらないから、アルティナ、そちらから先攻どうぞ」

「……お優しいことで」

　カイン様が手をひらひらと振って、アルティナさんに先攻を譲る。

　彼は最初、受けに回るようだ。

　その挑発のせいだろうか、アルティナさんの体を巡る魔力が高まりを見せていく。どうやら少しやる気が出てきたみたいだ。

「カイン、君の実力は今更疑うまでもないだろうっ……！」

「……お？」

「最初から全力でいかせてもらうよっ！　ハアアアァァッ……！」

　
唸
 うな

 るような声を上げ、アルティナさんが体を力ませる。

　すると彼女の体が白い光に包まれ始めた。

『おーっと!?
 　どういうことだぁっ!?
 　アルティナ選手の体から白い光が噴き出してくるぅっ！　この白い光は一体なんなのかぁっ……!?
 』

　
迸
 ほとばし

 る白い光は力強く輝いている。

　その光に強烈な魔力が含まれていることは、この距離からでも肌で感じ取れる。見ているだけで、その神聖な力に対して体が震えてくる。

　彼女の聖剣の力。

　直感でそれを理解することができた。

「いくよ、カインっ！　覚悟っ……！」

「……っ！」

　その言葉の直後、アルティナさんがその場から消えた。

　否。

　目にも止まらぬ速さでアルティナさんが行動を開始した。

「はぁっ！」

「くっ……！」

　アルティナさんの神速の突きがカイン様の頬を
掠
 かす

 める。

　カイン様は回避したが、それはギリギリのタイミングといった感じだった。

「まだまだぁっ！」

「ちっ……！」

　彼女の動きは止まらない。

　右に左に高速で動き回りながら、光の弾を放出してカイン様に攻撃を仕掛けていく。

　カイン様は丁寧にその白い光の弾を
弾
 はじ

 き飛ばしていくが、防戦一方である。アルティナさんの素早い動きを捉えきれていない。

「やぁっ……！」

「こんのっ！」

　光の弾によってカイン様の体勢が崩れたところを、アルティナさんは見逃さない。

　彼に接近し、体の側面から斬りつける。カイン様はまたギリギリのところで反応し、なんとか防御するけれど、やはり浅い傷を負ってしまった。

『あぁっと……!?
 　速い！　速い速い速いっ！　なんというスピードだぁっ！　アルティナ選手！　現勇者のカイン選手を手玉に取っているぞぉっ……！』

　実況の声が
轟
 とどろ

 き、会場中がざわつき始める。

『これは一体どういうことだぁっ……!?
 　カイン選手、押されているぞぉっ!?
 　カイン選手有利と思われた予想を覆す展開に、会場中の皆様が目を丸くしておりますっ！』

　そうである。

　なんだかんだ言って、現勇者で実績も確かなカイン様が簡単に勝利するだろうと誰もが思っていた。

　しかしその予想を裏切るような展開になっている。一方的に攻撃を仕掛けるのがアルティナさんの方で、カイン様は苦しそうな様子を見せていた。

『これは……「聖魔法」ですね』

『知っているのですかぁっ!?
 　解説のメルヴィ様っ！』

　上級者による解説が始まった。

『アルティナさんが操っているあの白い光。あれはおそらく「聖魔法」に属する力でしょう。彼女の強烈な戦闘能力は、あの聖魔法によるところが大きいと思われます』

『「聖魔法」とは一体なんなのでしょうか、メルヴィ様？』

『「聖魔法」は神様の力を基にした魔法と言われており、一般的に人には扱えない力とされています。強力な力を秘めており、その力で体を強化すれば
凄
 すさ

 まじい身体能力を得られ、その力で回復魔法を使えば切断された四肢すら復活します』

『おぉっ……！　
凄
 すご

 いですね、聖魔法！』

　メルヴィ様が言葉を続ける。

『そしてごく
稀
 まれ

 に、生まれながら「聖魔法」を使える人がいるのですが、そういう人は教会から「聖人」とか「聖女」などと呼ばれるようになり、特別なポストに就くこととなります』

『それは……聖女であるメルヴィ様ご本人のことでは？』

『そのその、そういうことになります……。自画自賛みたいで恥ずかしいですけど』

　メルヴィ様が頬を赤くしてもじもじする。

　カイン様が大変な状況であるが、私はメルヴィ様が可愛らしくて
見
 み
 惚
 と

 れていた。

『……「聖魔法」は神様の力を基にした魔法ですので、人の力で武器に付与することはできません。使い手に聖魔法を付与させる武具の存在も、普通あり得ません』

『と、言いますと？』

『アルティナさんの持っているあの剣は、紛れもなく人智を超えた武具ということになります。つまり、正真正銘の「聖剣」であることが察せられます』

　メルヴィ様の言葉に会場中がどよめく。

　大教会の名誉ある聖女様が、新勇者の持つ剣の価値を公の場で認めた。こんなお祭り騒ぎの軽いイベントではあるものの、それは大きな事件であった。

　しかし、誰も彼女の言葉を疑わない。

　なぜなら今現在、大衆の目の前でその力が振るわれているからである。世界的に大きな功績を認められている現勇者のカイン様が、明らかにその聖剣の力によって押されているのである。

　メルヴィ様が軽い気持ちで言った
戯
 ざれ
 言
 ごと

 などではないことは、誰の目にも明らかだった。

「やぁっ……！」

「くそったれっ！」

　アルティナさんの白い光が会場中に渦巻いている。

　目がちかちかする。
眩
 まぶ

 しさのせいで目が痛いほどだ。

『聖魔法』に秘められた力に比べたら微々たる影響だろうが、こういった眩しい光のせいで視界が悪くなるのも厄介な点であった。

　アルティナさんがまるで光のごとく
縦
 じゅう
 横
 おう
 無
 む
 尽
 じん

 に飛び回る。

　元々、半獣人という種族は人族に比べて身体能力が高い。そういう意味では、聖魔法の弾を放ちながらヒット＆アウェイ戦法で動き続ける戦闘スタイルは、彼女にとても合っているのだろう。

　形勢は誰の目から見てもアルティナさんが有利であった。メルヴィ様の解説の間もずっと、カイン様は押され続けているのだ。

『強い！　強い強い強いぞ！　新勇者アルティナ選手ーーーっ！　これは本当に勇者の代替わりとなってしまうのかぁっ……!?
 』

「やぁっ！」

「ぐっ……！」

　アルティナさんの回し蹴りがカイン様にクリーンヒットする。

　彼の体が吹き飛ばされ、闘技場の壁に強く
叩
 たた

 きつけられた。

『まさか、まさかの試合展開！　さぁどうするカイン選手っ！　このまま
為
 な

 す
術
 すべ

 もなく敗れ去ってしまうのかぁっ……!?
 』

『いや、それはないな』

『そのその、それはないですねぇ……』

『おや？』

　自分たちのリーダーであるカイン様が苦戦している。

　しかし、シルファ様とメルヴィ様はなんだか余裕がありそうな様子を見せていた。実況のフィオーレさんの言葉に、お二人は苦笑まで浮かべている。

「どうだい、カイン？　もう逆転の目がないようだったら、そろそろ終わりにしようと思うけど？」

「…………」

　カイン様は闘技場の壁に背を付け、尻もちをついている。そんな彼をアルティナさんは上から見下ろしている。

　その二人の立ち位置は、強者と弱者の立場を明らかにしているかのようだった。

「……くっくっく」

「……？」

　しかし、カイン様は笑っていた。

　がくりと肩を落とし、
項
 うな
 垂
 だ

 れながらも、小さな笑い声を漏らしている。

　彼が顔を上げた。

「いやはや、アルティナ。お前がここまで強くなっていたとは、さすがに予想外だった」

「…………」

「だけど、いきなり切り札を切っちまうなんて、それは
悪
 あく
 手
 しゅ

 なんじゃないか？」

　そう言いながら、カイン様はゆっくりと立ち上がる。

　それはのろりとした、なんでもない動作のようだった。

　ただ立ち上がるだけの動作であったが、そこに焦りもなければ恐れもない。追い詰められている側だとは思えないような余裕が、彼にはあった。

「お前が切り札を切ったんだから、しゃーない、俺も切り札を切ることにするよ」

「…………」

「祭りにしちゃちょいと早いが、引き伸ばすもんでもない。お前の言う通りそろそろ終わりにしよう」

　カイン様は、手に持つ聖剣をだらりと下げている。

　あくまで自然体。力みが全くなく、緊張もなかった。

　そんな様子を不気味に思ったのか、アルティナさんが警戒心を
露
 あら

 わにする。聖剣を構え直し、全身に力を入れる。

「じゃあ、いくぞ？　とりあえず、死ぬんじゃねぇぞ？」

「…………」

　カイン様の言葉に、アルティナさんがごくりと息を
呑
 の

 む。いや、会場中の人間が一様に息を呑んでいた。

「…………」

　そしてそれは起こった。カイン様が小さくニッと笑うと、彼の聖剣が光を放った。

　その色は赤黒く、とても不気味な光だった。見ているだけで全身がぞわぞわと震えるような、普通じゃない何かを感じさせるものであった。

「な、なんだ……？」

　アルティナさんが額から汗を垂らす。

　すぐにその赤黒い光はカイン様の体にも変化を与える。彼の体そのものが、聖剣の赤黒い色に染まっていったのだ。

　異質。異彩。

　彼の
纏
 まと

 う雰囲気は、なにかこう、ゾクゾクしつつも
見
 み
 惚
 と

 れてしまうような、不気味なものへと変化していった。

　カイン様の全身が赤黒く染まり、彼の準備は整った。

「ちゃんと防御しろよ？」

「……っ！」

　次の瞬間。

　カイン様の拳がアルティナ様の顔にめり込んでいた。
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 ャッ……！」

　短い悲鳴を上げて、彼女の体が吹き飛ばされる。

　二回、三回と地面をバウンドして、対面にある壁へと彼女の体が激突した。

　さっきまで二人の間にはある程度の距離が存在した。にもかかわらず、カイン様が近づいてくることも、攻撃を仕掛けてくることも認識できず、アルティナさんは彼の拳をまともに食らってしまっていた。

『ア、アルティナ選手、攻撃を食らったーっ!?
 　ふ、吹っ飛んだーっ!?
 』

　フィオーレさんがなんとか実況をしようとするけれど、明らかに実況の速度が追い付いていない。

　既にカイン様は次の行動を始めていた。

「ふんっ……！」

「のわっ!?
 」

　彼は即座に彼女へと追い付き、倒れ込むアルティナさんを上から踏みつけようとする。

　彼女はなんとかそれに反応し、
飛
 と

 び
退
 の

 くようにして彼の足を
躱
 かわ

 す。

　空振りに終わった彼の踏み付け攻撃は、闘技場の地面を大きく傷つけ、そこにクレーターのような大穴ができてしまっていた。

「逃げんな」

「ぐわっ……!?
 」

　なんとか距離を取ろうとするアルティナさんに
追
 お

 い
縋
 すが

 り、カイン様が攻撃を加えていく。彼女はそれを防ぎきれない。彼の拳が彼女の腹や胸に打ち込まれていく。

　さっきまでの展開とは真逆。

　カイン様が一方的にアルティナさんを殴りつけていた。

『あぁっと～!?
 　これは一体どういうことだっ!?
 　形勢が大きく逆転したぞぉっ!?
 』

『あれがカイン殿の聖剣の奥の手だ』

『解説お願いします、シルフォニア様！』

　シルファ様が今起こっていることを説明する。

『彼の奥の手は、反動付きの身体能力超強化。制限時間付きのうえ、能力解除後は全身が激痛に見舞われてしまうものの、一定時間人間の限界を超えた身体能力を得られるというものだ』

『し、身体能力強化ですか……？　あまり
凄
 すご

 くは聞こえないですね？』

『だが、実際あのアルティナ殿を一方的にボコボコにしている』

『…………』

　アルティナさんは聖魔法で体を強化している。

　それは尋常な強化ではなく、普通の身体能力強化の魔法とは比較にならない。神様の力を基にしたとされる力は
凄
 すさ

 まじいものだった。この決闘の序盤、カイン様を圧倒していたのは、それだけでとてつもないことなのだ。

　しかし、その聖魔法を使ったアルティナさんでも、今のカイン様は止められない。赤黒く染まった彼の体が、会場中を
縦横無尽
 じゅうおうむじん

 に駆け巡る。

　カイン様の聖剣による強化は、聖魔法による劇的な強化さえも軽く上回るものだった。

『見て分かるように、カイン殿の使う身体能力強化は尋常じゃない。普通の強化魔法と同じだと思っていたら痛い目に遭うだろう』

『その代わりデメリットもあるということですね!?
 　使える時間が限られ、能力を解除した後は激痛が走る！　……この技、大衆の前で使ってよかったんですか？』

『うん、まぁ、良くないっちゃ、ないのだが……大丈夫だろう。魔王軍の前では既に使ったことある技だしな』

　こんなにたくさんの観衆の前だと、必殺技の情報
漏
 ろう
 洩
 えい

 が心配になってくる。

　でもまぁ、仕方ないのだろう。アルティナさんは手加減をして勝てるような相手じゃなかった。

「なぁなぁ、シルファよ」

「む？　なんだろうか、クオン殿？」

　実は私たちの席の後ろに、元魔王のクオン様が座っていた。

　そのクオン様がシルファ様の
襟
 えり

 をちょいちょいと引っ張りながら、質問をする。

「わらわと戦った時、あやつはあの技を使っていなかったのじゃが？　これは一体どういうことかの？」

「あぁ、それはちゃんと理由があるぞ」

　シルファ様がマイクの拡声魔法をオフにする。

　元魔王家と勇者チームが交流を結んでいることは、まだ世間には知らされていない。クオン様との戦いの内容をマイクに乗せるわけにはいかなかった。

「戦いの最後の場面になっても、クオン殿は若干余力を残している感じがあった。もしかしたら、まだ切り札を隠しているのかもしれなかった。そういう場面だと、カイン殿のあの必殺技は使い
辛
 づら

 い」

「あぁ、時間制限とかありますもんね」

　発動したらその後、使用者が戦闘不能になってしまう必殺技。

　それはやはり、相手の実力の底が見えていない状況では使えないのだろう。

「ふむっ！　ふむふむふむっ！　そうか、そうかぁ！　バレておったかぁっ……！　わらわが切り札を隠し持っていたことにっ！　あの戦いはわらわにとって不本意な結果であったが、そっかーっ！　わらわが本当はもっと強くて、あんなもんじゃないってことはバレておったかぁ……！」

　クオン様が急に
饒
 じょう
 舌
 ぜつ

 になる。

　にやにやとしながら、頬を赤くしている。自分の本当の実力を察してもらえていたからか、機嫌が良さそうだった。

　切り札の存在がバレているのに喜ぶなんて、この人はあれだ、割と簡単に重要機密とかをポロポロ
喋
 しゃべ

 っちゃうタイプの人だろう。

　大丈夫かな？　元魔王家。

　私がそんな心配をしているのをよそに、シルファ様がマイクの拡声魔法を再び入れ、解説を再開する。

『アルティナ殿は最初から全力全開だった。あの聖魔法こそ、彼女の切り札なのだろう。だがそれによって、カイン殿も自分の切り札を切りやすくなってしまったというわけだ』

　カイン様の切り札は、相手の実力の全てを把握していないと使い辛い。

　しかし、アルティナさんは最初から切り札を使ってしまっていた。最初から全力でいかせてもらう、と彼女自身が言っていた。

『アルティナさん、もう余裕がなさそうですもんね。これ以上の力は出ないでしょう』

『そうだな、逆転はなさそうだ』

　メルヴィ様とシルファ様が極めて冷静に、そして残酷なまでに正確な状況分析をする。

　もはや二人の戦闘は常人の目には追えないほどになっている。極限まで鍛え抜かれた達人同士が、聖剣の力によって自らの体を更に強化して戦っている。

　しかし、その中でもお二人の間にははっきりとした差が表れていた。

「おらっ！」

「ぐぅっ……！」

　カイン様の裏拳がアルティナさんの胴体に深くめり込む。

　彼は先ほどから聖剣を武器として使っていなかった。攻撃は拳と足のみ。徒手空拳で彼女にダメージを与えている。

　それはなぜか。

　私でも察することができる。

　剣を使ってしまっては、アルティナさんを殺してしまうからだ。

　もうアルティナさんは自分の攻撃を防ぐことができない、とカイン様は考えているのだろう。だから殺傷能力の高い剣は使わず、拳のみでアルティナさんを制圧するつもりのようだった。

　実際、アルティナさんはカイン様の動きについていけなくなっている。ダメージを受けているのは彼女だけだった。

『つまり、最初から自分の全力を見せてしまったことが、アルティナ選手を不利にしている要因ということでしょうかっ!?
 』

『まぁ、最初から全力であることが一様に悪いとは言わないが……そうだな、今回の戦いに限っては、それが敗因だな』

「おいアルティナ、もう敗因が語られ始めてるぞ」

「ふ、ふざけるなぁっ……！」

　解説の声を聞いて、カイン様が挑発する。

　アルティナさんが息を荒らげながら、聖剣の光をさらに強く輝かせた。

　会場中を埋め尽くすような数の光の弾が作り出され、それが一斉にカイン様に向かって射出される。

　無数の光の弾による全方位攻撃。恐らくこれが彼女の最後の全力なのだろう。

　しかし、それでもカイン様を止められない。

　丁寧に光の弾丸を
弾
 はじ

 き飛ばしながら、彼はただ前に進む。

　アルティナさんに向かって、前へ前へ。

　彼女の猛攻の中にあっても少しもスピードを落とさず、ただ彼は彼女を追い詰めた。

　──この戦いの最後は
呆
 あっ
 気
 け

 ないものだった。

　カイン様が美しいまでの回し蹴りを放ち、それがアルティナさんの顎を打つ。

　それが最後の一打だった。

　彼女が、がくりと
崩
 くず
 折
 お

 れる。

　大きなダメージを負ってコントロールが効かなくなったのだろうか、アルティナさんが作り出していた無数の光の弾も、パッと消えてなくなってしまった。

　彼女が右手に持つ聖剣を、カイン様が左手で抑え込む。

「…………」

「…………」

　膝と手を地面に突いて全身を支え、ガクガクと震える体が倒れ込まないようにするのが精一杯なアルティナさん。

　一方、カイン様は立ったまま彼女を見下ろし、自分の聖剣を彼女の首筋に押し当てている。片手でアルティナさんの手を包み込むように握り、彼女の聖剣を抑え込んでいる。

　逆転はなく、波乱もない。

　誰がどう見ても、カイン様の勝利であった。

「俺の勝ち、でいいな？」

「…………」

　カイン様がアルティナさんに降参を勧める。

　しかし、彼女は無言のままだった。

　会場を静寂が包み込む。誰も一言も発することができなかった。

「……いやだ」

　十数秒の沈黙を経て、アルティナさんの口から語られたのは拒絶。カイン様の目が少しだけ見開かれる。

　彼女は負けを認めようとしなかった。

「……往生際が悪い。誰がどう見たって俺の勝ちだろう」

「…………」

「これ以上ってなると、さすがに殺すしかないが？」

「……それでもボクは……降参しない」

　認めない。

　彼女は負けを認めようとしない。
喋
 しゃべ

 るのがやっと、というボロボロの状態でなお、彼女はカイン様に
抗
 あらが

 っていた。

「聖剣を離せ」

「……いやだ」

　カイン様の言葉を、彼女は拒否する。

「なんなんだよ、全く……」

　彼が
呆
 あき

 れるように、小さく鼻を鳴らした。

「…………」

「…………」

　場が
膠
 こう
 着
 ちゃく

 する。

　二人が動きを止めてしまう。

　アルティナさんは動けない。カイン様は動かない。

　どちらも黙りこくり、状況は進展しない。何もできないし、何もしない。その様子を、会場中の皆が
固
 かた
 唾
 ず

 を
呑
 の

 んで見守っていた。

「…………」

　この戦いに審判などいない。

　死ぬか、自ら降参するか。

　世界の命運を握っている勇者同士の戦いなのだ。その勝敗を決する資格のある審判なんて、どこにも存在しなかった。

　だからこの決闘の勝敗を決められるのは、あくまで主役の二人のみ。私たちは黙って二人を見守るしかなかった。

「どうして……」

「ん？」

　先に口を開いたのはアルティナさんだった。

「どうしてカインは、そんなに勇者にこだわるの……？」

「はぁ？」

　
俯
 うつむ

 いたまま、小さい声でぼつりと
喋
 しゃべ

 る。

「辞めちゃってもいいじゃないか、勇者なんて。ここで負ければ、君は勇者っていう重荷から解放されるんだよ……？」

「おいおい、何バカなこと言ってんだ？」

「どうしてっ……！」

　アルティナさんが拳をぎゅっと握った。

「……どうしてカインはあんな家の言うことを聞き続けるの？」

「あぁ？」

「カインが勇者になるのは、カインがあの家の子供だったからでしょ……？　ダメだよ、あんな家の言うことに従ってちゃ……。無視しちゃっていいじゃん、あんな、自分の子供を危険なダンジョンに放り込む親のことなんか……」

「…………」

「何か少し間違ったら、カインはあの聖剣のダンジョンで死んでいたんだよ？　いつもいつもボロボロで、傷だらけで……」

　カイン様が聖剣の試練を受けたのは、聖剣を守る家に生まれたからであった。

　たまたまその家に生まれたから、カイン様が勇者の候補になった。厳しく
辛
 つら

 い聖剣の試練を受け、勇者という重い役目を
担
 にな

 うようになった。

「あの家が守っていた聖剣も……何かおかしいし……」

　アルティナさんは
俯
 うつむ

 いたまま
喋
 しゃべ

 り続ける。

　カイン様は言葉を返さない。剣を肩に担ぎ、小さくため息をつく。

　ただ黙って彼女の話を聞いていた。

「勇者を辞めてよ、カイン……。勇者なんてどうだっていいじゃん。このままだと、きっと、死んじゃうよ……」

「…………」

「カインは……泣き虫なんだから……」

　彼女が絞り出すような声で言う。

　それはどこか、泣きそうな声であった。

「…………」

「…………」

　私たちは理解する。

　アルティナさんは、ただカイン様を守りたいだけだったのだと。

　私たち勇者チームの皆は、カイン様から子供の頃の話を聞いている。その話は壮絶で、彼は聖剣を手に入れるために何度も何度も命の危機に
瀕
 ひん

 してきた。とても危険な道を歩んできたという経緯を理解している。

　だからアルティナさんの嘆くような言葉は、私たちの心の中にすんなりと入ってきた。

　納得する。

　彼女は悪役を買って出てまで、カイン様を命の危険から遠ざけようとしていたのだ。勇者を辞めてほしいと、村にいた時から思っていたのかもしれない。その手段が聖剣の奪取であり、彼女は自分の正体を隠してカイン様と対立した。

　彼女が聖剣イクリルを手に入れたのは最近のことだという。

　自分が勇者になれば、カイン様を勇者の任から解放することができる。そう思って、彼女は新勇者を名乗ったのだ。

「…………」

「…………」

　私とシルファ様、メルヴィ様の三人は顔を見合わせた。

　アルティナさんの行動は全て、カイン様のためを思ってのことだった。

「あのなぁ、お前なぁ……」

　カイン様が剣で自分の肩をとんとんと
叩
 たた

 きながら、困ったような声を出す。

　肩を
竦
 すく

 め、
呆
 あき

 れたような様子を見せているけれど、彼女になんという言葉を掛ければいいのか分からないようだった。

「…………」

　アルティナさんはもう口を閉ざしている。膝をつき、
這
 は

 いつくばった状態のまま、自分に下されるだろうとどめを待っていた。

「…………」

　カイン様は困る。

　困っている。

　また場が
膠
 こう
 着
 ちゃく

 してしまった。

　──だから、私は助け舟を出した。

【心配してくれてありがとう、俺もアルティナのことを愛しているよ】

　そう紙に書いて、大きく
掲
 かか

 げる。

　カンペである。私はカンペ作戦を決行した。

　紙に書いた文字をカイン様に見せ、この言葉を
喋
 しゃべ

 るように促すのだ。

「…………」

　カイン様がこちらを見て、明らかに顔をしかめる。
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　距離はあるが、カイン様の視力ならばはっきりと文字が読めるだろう。

　ちょうどいい具合に、この実況席は今、アルティナさんの背中の方向にある。このカンペはカイン様には見えるが、アルティナさんには見えない。

　バレない。

　シルファ様もメルヴィ様も、私のカンペとカイン様を交互に見てニヤニヤしていた。カンペ案に賛同してくれているようだ。

　会場がざわざわとし始める。目が良い人は、私のカンペが見えているのだろう。

「…………」

　カイン様は口をへの字に曲げている。

　あまり乗り気じゃないようだ。

「……おせっかいなんだよ、オメーは。俺がどこで死のうが、お前には関係ねーだろ」

　そしてぶっきらぼうに、カイン様が言葉を口にする。

　明らかに私のカンペとは違うセリフだった。私の意図とは真逆の、突き放すような冷たいセリフ。

　乱暴な言葉を投げつけられ、アルティナさんの体がびくりと震える。

「…………」

　そして彼女は小さく涙を流した。

　玉のような涙が、彼女の頬を伝った。

「ブーブーブーーーッ！」

「わっ!?
 」

『おーっと！　会場中からブーイングの嵐っ……！　それもそのはず！　カイン選手は今、女の子を泣かせたのだぁっ……！』

「ブーブーブーブーブーーーッ！」

　四方八方から野次やブーイングが飛んでくる。

　どんな勇者だって、涙を流した女の子には
敵
 かな

 わない。

　周囲から支持を受けたのは、ぶっきらぼうな言葉を投げかけた現勇者ではなく、ぽろりと涙を
零
 こぼ

 した新勇者だった。

　周囲からの批判めいた声にカイン様がぎょっとする。なぜか今、追い詰められているのは彼の方だった。

「ブーブーブーブーブーーーッ！」

「……っ」

　カイン様の額から汗が
滲
 にじ

 み出る。

　目の前には涙を流す
幼馴染
 おさななじ

 み。周囲からは熱烈なブーイング。

　この後、自分はどうしたらいいのか分からない。

【心配してくれてありがとう、俺もアルティナのことを愛しているよ】

　そこに、私のカンペによる圧が掛かる。

「……し」

　カイン様は口を
歪
 ゆが

 めながら、言葉を発した。

「……心配かけてわりぃな」

「…………」

　その言葉に、アルティナさんが小さく顔を上げた。

「ま、まぁ、無茶やってるのは自覚してるから……心配かけて悪い、とは、思ってる」

「…………」

　カイン様がそっぽを向きながら、途切れ途切れの言葉で語る。

　恥ずかしそうである。

　私のカンペを改変しながら、なんとか恥ずかしさに耐えている。ただ、私のカンペにある【愛している】は言いそうになかった。

　こういうこと言うのなれてなさそうだからなぁ、カイン様。

　現に
幼馴染
 おさななじ

 みのアルティナさんが目をぱちくりさせている。

【俺のことをずっと大切に思ってくれてたんだな、
嬉
 うれ

 しいよ。俺もお前のこと、ずっと大切に思ってるよ】

　新たなカンペを
掲
 かか

 げる。

「…………」

　しかし、カイン様はその言葉を言わない。

　慌てながら小さく首を横に振っている。もっと恥ずかしくないセリフに変えてくれと、彼の雰囲気が語っていた。

　えー、仕方ないなぁ。

【これまでのお前の行動、全部俺のためだったんだな。一応感謝しとく】

　カイン様っぽい口調でカンペを書いてみる。

「こ、これまでのお前の行動……全部俺のためだったんだな。い、一応感謝しとく」

　彼が私のカンペに乗っかる。

　なるほど。彼っぽいセリフならカイン様も言いやすいのか。

「べ、別にカインのためなんかじゃないし……」

　すると、アルティナさんが頬を赤らめながら、視線を
逸
 そ

 らす。

　ここでツンデレしてくるのか。

　なるほど、難しい局面である。

「次は!?
 　次はどうするっ!?
 」

「どんなセリフにしましょうか……！」

　お隣のシルファ様とメルヴィ様がウキウキしながら、私のカンペをじっと見ている。もう既に解説のマイクは切っていた。

　お二人とも、ノリノリである。

【そうか？　俺はてっきり……】

「そ、そうか？　俺はてっきり……？」

「ち、違うしっ！　カインなんかのためじゃないってば！　ボクは君の聖剣の存在に疑問を感じたから、それを壊してやろうと思っただけだし！　それ以上の意味はないし！」

【そんな冷たいこと言うなって。何年の付き合いだよ、俺たち】

「そんな冷たいこと言うなって。何年の付き合いだよ、俺たち」

「……っ！」

　アルティナさんは慌て、さらに頬を赤く染める。

　そう、ここであえて彼女のツンデレをより強く引き出したのだ。

　そして、繰り出すのは最強必殺のフィニッシュブロー。

　早々に決着をつけにゆくっ！

【（ここで肩を引き寄せ、チュー）】

　最大の決め手、キス。

　そんな指示を出す。

　アルティナさんのツンデレを引き出してから、不意打ちのようなキスの指示。これだけで、向かう先は最高のハッピーエンド。

　言葉ではなく、行動で全ての思いを示す！　これでアルティナさんはカイン様にメロメロとなる！

　この勝負、勝った……！

「そんな恥ずかしいことできるかっ！　バカ野郎っ……！」

「……って、あれ？」

　しかし、私のカンペをカイン様が拒絶。

　カンペを見ながら、顔を赤くして大声で怒られた。

　……なんだと？　この私の完璧なフィニッシュブローを、拒否だと……？

「……？　カイン、どうしたの？」

「あ、いや、なんでもねぇ……なんでもねぇんだ……」

　明らかにおかしな言葉を口にしたカイン様に、アルティナさんがきょとんとする。カイン様はあわあわと慌てながら誤魔化していた。

　しかし、私たちも焦る。

　フィニッシュブローがカイン様に拒否られた。これでは筋書きが崩れてしまう。

　気分はさながら恋愛小説作家だ。

　アルティナさんという女の子をオトし、説得をする。彼女の心をほぐさないと、この問題は解決には向かわない。

　しかし、その小説の主人公は作家の指示を拒否してくる。

　なんて難しいゲームなのだ、これはっ！

【大丈夫だ。君の気持ち、分かってるから】

「だ、大丈夫だ。お前の気持ち、分かってる……？　から……？」

「ボ、ボクの気持ちって……」

　カイン様の性格を考えながら、カンペ出しを続行する。

　若干言葉に迷いがあるものの、カイン様がセリフを口にする。

　大丈夫。アルティナさんは照れ照れとしている。これらのセリフが彼女に効いていないわけじゃない。

【だからこそ、降参してくれ。可愛い君をこれ以上傷つけるのは耐えられないんだ】

「だからこそ、降参してくれ。か……か……お前をこれ以上傷つけるのは耐え……これ以上の戦いは無意味だろ」

「でも……」

　カイン様が私たちの考えたセリフを一々改変してくる。

　くっ……！　操り人形
風
 ふ
 情
 ぜい

 が！

　指示を無視するんじゃないよっ！

【もう十分だろ】

「もう十分だろ」

「…………」

【君の優しい思い、ちゃんと伝わったから】

「お前のや、優しさ、ちゃんと伝わったから……」

「ち、違うし……ボクは優しくなんてないし……」

　カイン様を操作して、アルティナさんの心をほぐしていく。

　私、シルファ様、メルヴィ様、フィオーレさんの四人で、あーでもないこーでもないと言いながら、次のセリフを決めていく。

　しかし、変に時間はかけられない。まるでチェスのようだ。

　スピード感を求められながら、彼女の乙女心をチェックメイトまで追い詰めていく。

【俺のために、悪役を買って出てくれたんだろう？】

「俺のために、悪役を買って出てくれたんだろ？」

「ち、違うってば、ボクは悪い奴なんだ……。君の地位を
脅
 おびや

 かし、
貶
 おとし

 めようとしている、とても悪い奴なんだ……」

【悪ぶらなくていいから。ずっと一人で、疲れただろう？】

「悪ぶらなくていいって。ずっと一人で疲れただろ？」

「…………」

　アルティナさんがほんの少し、目を
逸
 そ

 らす。

　彼女に生じた緩み。否定の言葉は返ってこない。

　彼女は本当にずっと一人だったのだろう。村を出て、
幼馴染
 おさななじ

 みとお別れして、それから本当に一人ぼっちのままだった。

　そんな彼女の痛みが、逸らされた視線から伝わってきた。

　だから、私はここが最大の攻め時だと思った。

【（ここで抱き締める）】

「…………」

　またカイン様がこちらを見て渋い顔をする。

　しかし私たちもここで引くわけにはいかない。もういっちょ指示を出す。

【（抱き締める、くらいはやってください）】

「…………」

【（これダメだったら、もっともっと長引きますよ？）】

　いずれにせよ、行動に変化がないと話が終わらない。言葉だけの説得なんてあまりに白々し過ぎる。

　おら、抱き締めるんだよ、ぎゅっと！

　おらっ！

　熱く、ぎゅっと抱き締めるんだよ！

　おらおらっ！

「…………」

　カイン様が大きなため息をついた。彼が手に持つ聖剣の赤黒い光が消えていき、彼の体の色も元に戻っていく。

　ここで、彼はやっと本当の意味で戦闘態勢を解いていた。

　カイン様がアルティナさんを抱き締める。

「……っ！」

　彼女にしたら不意打ちだったのだろう。アルティナさんが目を丸くして、尻尾をピクンと震わした。

　指示を出している立場であるが、私たちもキャーッと言って頬を赤らめ、喜ぶ。

【ありがとう。君の気持ちに俺の心は救われた】

「ありがとう。……お前の気持ちに俺の心は……あー、なんていうか……まぁ、悪くなかった」

「…………」

　またセリフを改変されるが、これもまた良し。

　お互い照れ照れとしている姿を見るだけで、ご飯三杯はいけそうだ。実況席にいる私たちの顔はニヤついており、いや、会場中の観客の皆さんがニヤニヤしていた。

「でもボク、結局君に何もしてあげられなかったな……」

【そんなことないよ】

「そんなことねぇよ」

「何の役にも立てなかったな……」

【そんなことないって】

「そんなことねぇって」

　カイン様がアルティナさんの背をぽんぽんと
叩
 たた

 く。

　それは私たちの指示にない、彼らしい優しい仕草だった。

【君のその愛情だけで
嬉
 うれ

 しいから】

「お前のその……気持ちだけで嬉しいから……」

「…………」

　その言葉を聞いて、アルティナさんがそっと目を閉じた。

　彼女が自ら、聖剣を手放す。

　聖剣が地に落ち、カランカランと軽い音を鳴らす。そして空いた手で彼女はカイン様の背に手を回し、彼の体を抱き締め返した。

「降参、するよ……」
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　彼女は体の力を抜いて、彼を心の底から受け入れる。

　勝敗は決した。新勇者と現勇者の長い長い戦いは、
幼馴染
 おさななじ

 みの親友に心を開くという形で終わりを迎えたのだった。

「ワアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァッ……！」

　会場中の人々が歓声を上げる。割れんばかりの拍手が二人に送られる。

「いえーい！」

「いえいいえいーっ！」

　私とシルファ様、メルヴィ様、実況のフィオーレさんとでハイタッチを交わす。

　良い仕事をした。

　迷える二人を私たちが導いたのだ。

　──こうして、二人の決闘は終結するのだった。

「いや、茶番だ、これえええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇっ……!?
 」

　若干納得のいっていないカイン様の叫び声が、
虚
 むな

 しく会場に響き渡るのであった。









エピローグ









　アルティナさんは、自分の生まれた村が嫌いだった。

　小さな田舎。山と畑以外何もないような場所で、子供ながらに退屈な毎日をずっと過ごしてきたらしい。

　村の人口は少なく、必然的に同年代の友達も少なくなる。暇さえあれば村の畑仕事を手伝わされる。

　でもそんなことはどうでもよかった。

　そんなことは、自分の村を嫌いになる理由ではない。

　彼女には、長い間ずっとおかしいと思っていることがあった。

　それは、同年代の友人のカイン様についてだった。彼は家の事情で、勇者となるために聖剣が封じられたダンジョンに潜っていた。

　ダンジョンから村に戻ってくる時はいつも傷だらけで、毎回毎回ボロボロの姿になっている。それこそ何回も何回も死ぬような目に
遭
 あ

 いながら、少しずつ聖剣のダンジョンを攻略していた。

　なんでだろう？

　なんでカインが毎回死にそうにならなきゃいけないのだろう？　本当に死んでしまったらどうするつもりなのか？

　村の大人にそんな疑問をぶつけてみても、返ってくるのはいつも苦笑いだった。

　それがあの家の役目だから。世界を救うためには、そうしなきゃいけないから。勇者の候補になるのは名誉なことだから、気にしなくていい。

　そんな回答を何度聞いても、アルティナさんは少しも納得できなかった。そしてその考えは年を経るごとに大きくなっていく。

　平気で子供を危険なダンジョンに放り込み、見て見ぬふりをする。そんな村の大人たちが嫌いになっていった。こんな村の人間は誰も頼りにならない。こんな村の中にいても、友人であるカインを救うことはできない。

　だから彼女は四年前、村を出た。

　各地を歩き回って探すのは、カイン様が勇者にならなくても済む方法。聖剣なんかなくとも、魔王を打ち倒せる方法だった。

　しかし、その旅は全く上手くいかなかった。

　歴史上、人族と魔族が戦争になった時は毎回聖剣の勇者が現れ、大きな活躍を見せている。聖剣以上の戦力はなく、人は聖剣の力に頼りっきりになっていた。聖剣に頼らない切り札を探すが、良い方法は見つからない。

　旅は上手くいかないまま、時間だけが過ぎていく。

　そうこうしているうちに、カイン様は聖剣の試練を踏破してしまった。聖剣を手に入れ、勇者として世界に名を知らしめることになった。

　世界の希望である勇者となり、
順
 じゅん
 風
 ぷう
 満
 まん
 帆
 ぱん

 に活躍するようになる。

　そうなってくると、アルティナさんは自分の旅に意義が
見
 み
 出
 いだ

 せなくなっていった。彼女にできることはなく、世界各地に広まるカイン様の活躍を耳にしながら、一人各地を転々としていた。

　せめて彼の邪魔をしないように。

　そう思いながら、彼女は一人でひっそりと生きていた。

　──しかしここ最近、彼女にとって予想外の出来事に遭遇する。

　もう一本の聖剣を偶然発見してしまったのである。

　アルティナさんは図らずも『聖剣イクリル』を手に入れてしまったのだ。

　二本目の聖剣の存在に困惑しつつ、彼女は『聖剣イクリル』について詳しく調査をする。さまざまな伝承を調べ上げ、二本の聖剣について研究することとなる。

　そうしているうち、カイン様の持つ『聖剣アンドロス』の方が何だかおかしな存在であるように思えてきた。

　自分の持つ『聖剣イクリル』は約二千年前、神話の『天地戦争』の際に神様から人に与えられたものである。

　由来と誕生時期のはっきりとした記録が見つかった。

　しかし、カイン様の持つ『聖剣アンドロス』はそうではなかった。

　誕生の由来がはっきりせず、いつの間にか歴史の中に現れて『聖剣イクリル』に取って代わって聖剣となっていた。

　元々、アルティナさんはカイン様の家に対して強い不信感を持っていた。その家が代々守っていた聖剣は、本当に信用できるのだろうか。その聖剣を使っているせいで、カイン様が危険な目に遭ったりしないだろうか。

　アルティナさんは不安になる。

　何か致命的なことが起こる前に、カイン様の持っている怪しげな聖剣を奪っておいた方がよいのではないか。

　しかし馬鹿正直に聖剣をよこせと言っても、当然応じないだろう。

　だから、彼女は顔を隠した。仮面を着け、フードを
被
 かぶ

 り、新勇者『ディア』としてカイン様と敵対する道を選んだ。

　……それが全てだった。





　決闘の翌日。

　私たちはアルティナさんから話を聞いていた。

「…………」

　全てを話し終わり、彼女が
俯
 うつむ

 いて目をつむる。

　ここはカイン様の部屋である。集まっているのはカイン様の勇者パーティー全員と、アルティナさんだ。

　決闘が終わってからというもの、カイン様は聖剣による能力強化の反動によって、丸一日激痛に見舞われていた。ベッドで寝たきりのカイン様をメルヴィ様がつきっきりで看病し、治療魔法によって痛みを軽減していたらしい。

　彼女のつきっきりの看病とか、なんとも羨ましい話である。

　そんなこともあって、カイン様は一日で体調を快復させていた。

　そして改めてアルティナさんを部屋に呼び、今回の新勇者騒動の話を聞いていたわけである。

「ふむ、それじゃあ話を
纏
 まと

 めると、やはりアルティナ殿はカイン殿のためを思ってさまざまな行動を起こしたということだな？」

「べ、別にカインのためだけじゃないし……。一人の人間として、おかしな聖剣の存在を放っておけなかっただけだし……」

　シルファ様の確認に対し、アルティナさんが頬を赤らめ、視線を
逸
 そ

 らしながら答える。

　うむ、ツンデレ。

　百パーセントカイン様のためだな、こりゃ。

「でもでも、それなら安心しました……」

「そうだね、これ以上彼女と敵対することはなさそうだ」

　勇者パーティーの皆さんがほっと一息つく。

　問題は無事解決。

　決闘によって決まった結果をアルティナさんが蒸し返すはずもない。この戦いはカイン様とアルティナさんの間で、納得や妥協がなされて終わりを迎えている。

　これ以上問題は大きくならないだろう。
怨
 えん
 恨
 こん

 とか義憤が原因だったら、もっと
拗
 こじ

 れていたはずだ。

　部屋の中に張り詰めていた緊張は、
弛
 し
 緩
 かん

 し始めていた。

「というより、アルティナさんはほんと
健
 けな
 気
 げ

 ですよねぇ。
幼馴染
 おさななじ

 みの友人といっても、普通そこまで献身的になれませんよ」

「いや確かに、そこまで尽くす女性というのは今時珍しいな」

「そ、そんなことないっ……！　ボクは健気でも献身的でもないしっ！」

　アルティナさんが声を震わせながら、慌てる。

　分かっている。

　皆まで言うまい。

　彼女はカイン様に「ほの字」なのだ。

　照れ隠しなのか、アルティナさんがテーブルの上にあるクッキーを乱暴に口に入れ、ボリボリと食べる。今、テーブルの上には話し合いながらつまめるよう、たくさんのお菓子が並べられている。

　事情聴取のような堅苦しい話は終わった。なので、皆さんも軽くいろいろなお菓子を食べ始めていた。

「しかし、お前がカインのためにそこまで仕事していたとはねぇ……。へー、ふーん、ほー、はぁー」

「な、何が言いたいんだよ、ヴォルフ……」

　今、この部屋の中で一番ニヤニヤしているのはヴォルフ様であった。

　そりゃそうだろう。幼馴染みがもう一方の幼馴染みに、こんなにもあからさまな恋心を抱いていたのである。同じ幼馴染みとしてはからかいたくもなるだろう。

「いや、ずいぶんと仲のよろしいことで？　ふーん、そっかー、そういうことかー」

「なんだよ、悪いかよっ!?
 　友達のために頑張ることがそんなにおかしいのかよっ!?
 」

「いや、俺はおかしいなんて言ってないけどー？」

　ヴォルフ様が意地悪い笑みを浮かべる。

　アルティナさんは歯ぎしりをしながら顔を真っ赤にしている。アイスミルクをぐいと飲み、そのコップで乱暴に机を
叩
 たた

 いた。

　そしてテーブルの上のクッキーを口にする。

「おい、やめやがれ、ヴォルフ」

「おー、カイン。お前はどう思う？　こんなに可愛い
幼馴染
 おさななじ

 みが
健
 けな
 気
 げ

 に尽くしてくれていたなんて知ってさ？　
嬉
 うれ

 しーか？　嬉しーよなぁ？」

「…………」

　カイン様は腕を組んだまま、今までずっと黙りこくっていた。

　しかし、頬がほんのりと赤い。

　そりゃそうだ。

　今のアルティナさんをからかうということは、同時にカイン様もからかっていると同じことだった。期せずして筒抜けとなった幼馴染みの恋心に、カイン様もどうしたらいいのか分かっていなかった。

「……おい、シルファ」

「ん？」

　不意に、カイン様がシルファ様に声を掛ける。

「お前の妹のリミフィニアをこの部屋に呼べよ。ヴォルフが会いたくて会いたくて仕方ないって言ってるって伝えてさ」

「あぁ！」

「おいやめろっ！　バカ野郎！　さすがにそれは
卑
 ひ
 怯
 きょう

 だぞっ……！」

　ヴォルフ様が慌てて立ち上がる。

　不利な恋バナには有利な恋バナをぶつけるという
荒
 あら

 
技
 わざ

 。お互いノーガードで相手の急所にパンチを打ち込む泥仕合と化していた。

「まーまー、皆落ち着いて。とりあえず乾杯をしようじゃないか」

　ミッター様が
荒
 すさ

 み切ったカイン様たちを
宥
 なだ

 める。

　幼馴染み三人グループはぐぬぬと歯ぎしりをしているが、ミッター様の言葉に従い、小さくため息をついた。

「乾杯って、何の乾杯よ、ミッター」

「そりゃあれだよ。アルティナさんの勇者パーティー加入を祝してさ」

「あぁ、そうね」

　レイチェル様が
頷
 うなず

 いて、自分のコップを持ち上げた。

　アルティナさんが勇者パーティーの一員となる。

　それは自明の理であった。

　昨日まで敵対していたものの、もうその問題は解決している。それに、カイン様を危険な目に遭わせたくないという彼女の目的は、彼女自身が勇者パーティーに入ることで達成しやすくなる。

　アルティナさんがカイン様の
傍
 そば

 で彼を守ればいいのだ。

　彼女は強い。勇者パーティーのメンバーにも全く
遜
 そん
 色
 しょく

 がない。勇者チームに加わることに、何も問題などなかった。

「うむ、それが自然な流れじゃろうな」

「そのその、これからよろしくお願いしますね、アルティナさん！」

　アルティナさんが勇者パーティーに加入することに、誰も異を唱えない。皆がアルティナさんを歓迎するかのように、自分のコップを
掲
 かか

 げて乾杯の準備をした。

　しかし、

「いや、ごめん……」

　その意見を否定したのは、他ならぬアルティナさんだった。

「……ボクは君たちのパーティーには加わらない。……加われないよ」

「え……？」

　彼女の言葉に、グラスを掲げていた皆さんの動きが止まる。

　アルティナさんはゆっくり口を開いた。

「ボクは君たちに攻撃を仕掛けた。カインを勇者の座からひきずり下ろそうとした。それは許されることじゃない。負けた身なんだから、なおさら……」

「でも……」

「ケジメをつけないといけないと思うんだ」

　そして彼女は立ち上がり、カイン様の前に立った。

「カイン……」

「なんだ？」

「決闘で敗北した代償だ。これを君に託すよ」

　そう言って、アルティナさんは自分の聖剣をカイン様に差し出した。

「……いいのか？」

「君たちと敵対したことに対して責任を取らないといけない。この聖剣を置いて、ボクはこの街から出ていくよ」

「ちょっ!?
 　アルティナさん……!?
 」

　彼女の発言に私は驚く。皆の間にも動揺が広がる。

　アルティナさんは聖剣をここに置いて、また一人になるつもりだった。

「この問題はなぁなぁで済ましちゃいけないんだ。世界の代表である君たちは、自分たちに攻撃を仕掛けてきた者に対して、厳格に対応しないといけない立場にある」

「で、でも……」

「そうじゃないと、示しがつかない」

　アルティナさんの表情には一切ブレがない。確固たる意志に基づいて発言をしている。

　本当に彼女はカイン様から離れていくつもりなのだろうか。

　こんなに大切に思い続けてきた
幼馴染
 おさななじ

 みの
傍
 そば

 を？

「…………」

「…………」

　カイン様がアルティナさんの目を、真剣な表情で見つめる。

　しかし、彼女はそれを正面から受け止める。

　そこに迷いはない。本当の本気で、彼女はカイン様とお別れをするつもりだった。

「……分かった」

「カイン様っ!?
 」

　彼が肯定の意を示す。

「お前の言う通り、ケジメをつけないといけない。自分の幼馴染みだからその敵を許す、なんて甘いやり方では誰も納得してくれねぇ」

「カ、カイン様……？　そんなに難しく考えなくても、べ、別にいいじゃないですか？」

「いや、ダメだ」

　彼もまた、決意が固い。私はなんとかアルティナさんを引き留めようとするけれど、カイン様は首を縦に振らなかった。

「アルティナ。今回の騒動に対して、お前への処分を言い渡す」

「…………」

「聖剣イクリルを置いて、お前はこの街を出ていけ。もう二度と勇者の戦いに関わるな」

「……分かったよ」

　二人は氷のように冷たい声で言葉を交わす。

　カイン様は世界的な英雄だ。その一挙手一投足に世界中の人々が注目している。

　だから、その言葉は彼なりの覚悟なのだろう。たとえ友達であっても、自分たちに危害を加える者には厳しく接する。

　それが世界の頂点に位置する者の責任だった。

「…………」

「…………」

　皆さんもそれが分かっているから、誰も彼の言葉を否定しない。

　口を閉じ、ただカイン様の意見に従っていた。

「でも……でも……」

　理屈は分かる。

　だけど私は揺れていた。

　本当にそれでいいのだろうか？

　その結論で、アルティナさんは幸せになれるのだろうか？

　だってアルティナさんは、簡単に病院にも行けないほど孤独なのだ。半獣人という希少な種族のために、誰かに背中を預けることができない。

　その孤独を和らげることができるのは、きっと彼女の
幼馴染
 おさななじ

 みだけであり、そのグループにいられなくなったらまた彼女は一人ぼっちになってしまう。

　それでいいのだろうか？

　本当にそれでいいのだろうか？

「今までありがとう、カイン。もう君には二度と会わない」

「そうか……。お前も元気でな、アルティナ」

「うん……」

　私が迷っている間に、二人は別れの挨拶を済ませていく。

　本当にもう、訣別の時は近かった。

「俺の持っている聖剣が怪しいって意見、参考にする。俺らもいろいろ調べてみるよ」

「そう言ってもらえると、ボクも活動してきた
甲
 か
 斐
 い

 があったってものだよ」

「あぁ、感謝する」

　アルティナさんが小さく笑みを
零
 こぼ

 す。

　たったそれだけのやり取りで、彼女は満たされようとしていた。

「リーズリンデ……」

「は、ひゃいっ……！」

　彼女から声を掛けられる。

　考え事をしている最中だったので、変な声が漏れてしまった。

「君にはいろいろお世話になった。ありがとう、感謝しているよ」

「そ、そんな……私はなにも……」

「君がお節介を焼いてくれたから、カインとちゃんと話し合うことができた。ボクはこの結末に納得してるし、満足もしている。ありがとう、リーズリンデ……」

「…………」

　彼女が私に
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　それは本当に
嫋
 たお

 やかで、弱々しい笑顔だった。

「…………」

　彼女は納得していると言うけれど、私は納得ができない。

　本当にこれで終わりなのだろうか？　私にできることはもう何もないのだろうか？

「リーズリンデが焼いてくれたクッキー、美味しかったよ。最後にそれを食べられてよかった。ごちそうさま」

「あ、いえ……そんなの、全然……」

「ん？」

　私は迷っていた。

　何か彼女のためにできないか、必死で考えを巡らしていた。

　──だけどその時、確かに流れが変わった。

「ちょっと待て？　アルティナ？　お前今、なんて言った？」

「え？」

　私たちの会話に割り込んで、カイン様が質問をする。

　どうしてだろう？　その声は、若干震えていた。

「リーズリンデが焼いたクッキーが美味しかった、って言ったけど？」

「……ま、待て待て待てっ！　リズのクッキーがここにあるのか!?
 」

「え？　うん？　そこに……」

　アルティナさんがテーブルの中央を指差す。

　そこには今、たくさんのお菓子が並べられている。チョコやスコーンなど、この話し合いの席のためにいろいろなお菓子が用意されていた。

「あ、はい、私クッキー焼いてきました。皆さんどうぞ召し上がってください」

「……っ!!
 」

　ここに並べられているのはほぼ全て市販のお菓子である。

　もちろん市販のものも美味しいのだが、それだけじゃ味気ないと思って、私はクッキーを手作りしてそこに置いておいたのだ。

「ク、クッキー……!?
 」

「手作りクッキーっ！」

「しまった！　油断したっ！」

　そうしたら、どうしてだろう？　勇者チームの間に
戦
 せん
 慄
 りつ

 が走った。

「アルティナ！　ダメだ、それはっ！　食べるなっ……！」

「アルティナ殿！　そのクッキーは劇物だぞっ!?
 」

「えっ？　えっ……!?
 」

　勇者チームの皆様が必死な形相で、叫び声を上げる。

　なんだ、一体どういうことだ？

　なんで私の手作りクッキーにそんな反応をするんだっ!?


　劇物ってなんだ!?
 　劇物って……!?


「ちょっと待ってください、なんですか、その反応っ……!?
 」

「リズ！　クッキーに何を混ぜたっ!?
 　本当のことを言えっ！」

「なにって……バターとかお砂糖とか、普通のものですよっ！」

　慌てる皆様の横で、アルティナさんとヴォルフ様が目をぱちくりさせてきょとんとしている。

　一体なんだというのだ!?
 　私が何をしたっていうんだっ!?


　ちょっと！　カイン様！

　クッキーに対して聖剣を構えないでくださいっ……！

「心外です！　私がクッキーに変なものを混ぜたっていうんですか!?
 　絶対にそんなことはありませんっ！　私は清廉潔白ですっ……！」

「[image: ]
 っ……!?
 」

「……？」

　その時だった。

　アルティナさんの様子がおかしくなった。

「か、体が……熱い……？」

「え？　え……？」

　突然、アルティナさんが胸を押さえて
蹲
 うずくま

 る。

　顔が赤くなり、体が
火
 ほ
 照
 て

 り始めている。口からは熱い吐息が漏れ出し、苦しそうな様子でもじもじと体を震わしていた。

　え？　なんだ？

　彼女は一体どうしたというのだ……？

「くっ……！　遅かったか！」

「そのその！　アルティナさん！　大丈夫ですか……!?
 」

「くぅ……！」

　アルティナさんが
身
 み
 悶
 もだ

 えている。

　その様子はどういうわけか、なんだか
煽
 せん
 情
 じょう
 的
 てき

 だった。

　ムラムラしていた。彼女はなぜか、いきなりムラムラしていた。

「アルティナ、分かるか？　お前は今、
媚
 び
 薬
 やく

 入りのクッキーを口にしちまったんだ」

「び、媚薬……？」

「媚薬入り……!?
 　いやいやいや、私はクッキーの中に媚薬なんて入れてませんよ!?
 」

　両手をぶんぶんと振って否定する。

　媚薬入り手作りクッキー!?
 　なんでそんな倒錯したものを、私がわざわざ作らないといけないのかっ!?


「無意識で作っちまったんだろ？」

「無意識でそんなもの作れるはずありますかいっ……！」

　そんなことあり得ますかいっ！

　確かにクッキーを作っている時、何だか意識がぼんやりとして、その時のことをはっきり思い出せない感じではあり、なんかいつもと違う調味料が棚に並んでいたような気もしなくもないが、だからといって私が
媚
 び
 薬
 やく

 入りのクッキーを作ったなんてことあるはずないのであるっ……！

　絶対に違うのであるっ！

「はぁっ……！　はぁっ！　熱い、体が……！　ボ、ボク……なんだか変になって？」

「くっ！　初心者には先に説明しておくべきだった！　クッキーには注意しろって！」

「初心者ってなんですかっ!?
 」

　なんだっ!?
 　初心者ってなんだ!?


「くっ……！　本当に久しぶりだから油断したわっ！」

「サキュバスのクッキーには注意しろって、先に伝えておけばっ！」

「サキュバスって誰のことですかぁ!?
 」

　違いますっ！

　私はサキュバスじゃありません！

「うぅっ……！　か、体が、ムズムズする！　た、耐えられないっ……！」

「だ、大丈夫か!?
 　アルティナ!?
 」

「カ、カインっ……！」

「わっ!?
 」

　その時突然、アルティナさんがカイン様に抱き着いた。

「ア、アルティナ……!?
 」

「ご、ごめん、カイン……！　で、でもっ！　ボクっ……！　な、なんかもう、わけ分かんなくなっちゃって……♡　が、我慢できなくなっちゃって……♡」

「くっ……！」

　アルティナさんがカイン様を強く抱き締める。

　顔は真っ赤で、困惑と
恍
 こう
 惚
 こつ

 が混ざったような表情をしている。どうしたらいいのか分からず体を震わしているものの、自分から積極的に体をすり寄せにいっていた。

「カイン～♡　カイン～～～♡」

「くそっ、落ち着け、アルティナ……！」

　彼女がカイン様の胸に顔を
埋
 うず

 め、その匂いをくんくんと
嗅
 か

 ぐ。

　いいなぁ……羨まし……じゃなくてっ！

　違う！　彼女がこうなったのは私のせいではないのであるっ！

「カイン殿、こうなっては、もう……」

　シルファ様が何かを諦めさせるように、カイン様の肩に手を優しく置いた。

「おいおい、
嘘
 うそ

 だろっ……!?
 　冗談だろっ……!?
 」

　それだけで、カイン様には彼女が何を言いたいのか分かってしまったようである。

「観念しなさい、カイン。リズの手作りクッキーを口にして、無事に済んだ者なんていないでしょ」

「そ、それはそうだが……しかし、レイチェル……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんなんですか、その私の手作りクッキーに対する認識!?
 　私が一体何をやったって言うんですか……!?
 」

「リズはちょっと黙ってなさい」

　くっ……！

　なぜだ、私は何もやってないのにっ！

「そのその、アルティナさん？　ちょっといいですか？」

「にゃあ♡　にゃあ……♡　え……？」

　メルヴィ様がゆっくりアルティナさんに近づいた。

「あのですね？　落ち着いて聞いてください。その発情状態を治す方法はたった一つだけ。アルティナさんは今から誰か殿方とセッ○スするしかないんです」

「セ、セセセ、セ、セ○クス～～～……!?
 」

　アルティナさんの耳と尻尾がピンと立った。

　彼女の体がびくりと震える。

「残念ながら、もう逃れる
術
 すべ

 はありません。一応聞いておきますが、お相手はカイン様がよろしいですか？　それとも
男
 だん
 娼
 しょう

 の方をお呼びしましょうか？」

「～～～～～っ！」

　アルティナさんが声にならない声を出す。口をパクパクとさせ、全身を真っ赤に染める。頭から湯気が出そうになりながら、目をぐるぐると回している。

　しかし、さすがの彼女もこの状況ではツンデレはできなかった。

　彼女は言った。

「カ……カインでいいっ！　いや、カインがいいっ！　カインじゃないとやだっ……！」

　彼を抱き締める腕に力を込めながら、アルティナさんは力強く叫ぶのだった。

「決まりだな」

「決まりですね」

「マ、マジかよ、本当に……!?
 　冗談じゃなくてっ……!?
 」

　もう既に、あたふたしているのはカイン様だけになってしまった。

　アルティナさんですら、腹をくくってしまっていた。

「覚悟を決めるんだ、カイン殿。あなただって、別に嫌ではないのだろう？」

「なんてこった……」

　カイン様が頭を抱える。否定の返事はなかった。

「ふにゃあああぁぁぁ♡　カ、カイン……♡　早く、早くっ♡　ボ、ボク、もう耐えられない……♡」

「わ、分かった、分かったから。だけど、あと少しだけ我慢しろ」

　アルティナさんが尻尾をぶんぶんと振る。

　心なしか、目の中にハートマークが浮かんでいるような気がした。

「じゃ、お疲れ様でーす」

「お疲れ様でーす。ごゆっくりー」

　慣れた様子で、皆さんが部屋から出ていく準備をする。

　ここはカイン様の部屋だ。私たちはもうこの部屋にはいられない。今からお二人だけの激しい夜が始まってしまうのだから……。

「リズっ！　お前は後でお仕置きだからなっ……！」

「なんでですかあああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　納得がいかない！

　私は
媚
 び
 薬
 やく

 入りクッキーなんて作っていないっ……！

　納得がいかないのであった！

　──そうして、新勇者と現勇者の長い戦いに決着がついた。

　いや、今からお二人の熱い戦いが始まるのである。

　カイン様とアルティナさんを残して全員が部屋を出た後、その部屋の扉がパタンと音を立てて閉まるのであった。





　翌日。

「そういうわけで、あー……新勇者のアルティナが、正式に俺たちの仲間に加わることとなりました……」

「わー」

「わー」

「…………」

　ぱちぱちと、まばらな拍手が巻き起こる。

　一夜明けて、また私たちはカイン様の部屋に集められていた。

　なぜかは言うまでもない。昨夜の結果の説明会が行われているのだった。

「じゃあ、昨日言っていたアルティナ殿の処分は撤回。彼女はこの街から出て行かなくていいということだな？」

「ま、まぁ、そりゃそうだろ……。これで出て行けなんて言ったら、ヤリ捨ても同然になっちまう……」

　結果、アルティナさんがカイン様に攻撃を仕掛けた罪はうやむやに。

　彼女は無事、勇者パーティーの仲間に加わることとなった。

「うむうむ、まぁなんだかんだいっても、私はこれが円満な解決の形だと思うがね」

「どこがだよ……」

　頭を抱えるカイン様の横で、シルファ様が何度も
頷
 うなず

 いていた。

「～～～～～」

　アルティナさんはカイン様の隣に座り、顔を真っ赤にして
俯
 うつむ

 いている。

　無意識か彼女の尻尾はぶんぶんと振られており、昨夜の興奮の熱はまだ少し体に残っているようだった。どうやらエッチは上手くいったようである。

「まぁ、なんというか……なんだかんだいっても、よかったな、アルティナ……」

「うぅ～～～っ！」

　ヴォルフ様から声を掛けられ、アルティナさんが手で顔を覆った。心の底から恥ずかしそうに、
唸
 うな

 るような声が漏れ出ていた。

「そのその、これからよろしくお願いしますね、アルティナさん！」

「うむ、共にカイン殿を支えていこう、アルティナ殿」

「え？　え……？」

　メルヴィ様とシルファ様が、アルティナさんの両肩にぽんと手を置く。

　カイン様に女性が増えることに対して、彼女たちに全く動揺はない。むしろ歓迎ムードである。お二人の適応能力は高過ぎた。

「リズ、お前は本当に反省しろよ？　カタギの人を巻き込むなって、いつも口を酸っぱくして言ってるだろ？」

「なんで私が叱られないといけないんですかっ……！」

　私は嘆く。

　もう既に私の頭には、たくさんのたんこぶが出来上がっていたのである。カイン様からお叱りのゲンコツを何度も
貰
 もら

 っていた。

　理不尽っ！

　私はこんなにも
清
 せい
 楚
 そ

 で健全な貴族の人間なのにっ……！

「しかし、いろいろと丸く収まった感じだね」

「リズさんのセリフを借りると、やっぱりセッ○スは最強ですね、ってやつですね！」

「うむ、これで無事円満解決だ。やはりセ○クスは最強だな！」

「ちょっと！　メルヴィ様！　シルファ様！　私はそんなこと言ってません！」

　人のセリフを勝手に
捏
 ねつ
 造
 ぞう

 しないでほしいっ！

　私はそんなこと言っていないっ……！

「そ、その……リーズリンデ……」

「な、なんでしょう、アルティナさん……」

　アルティナさんがもじもじとしながら、私の方に視線を向ける。

　私はびくびくしていた。一体彼女に何を言われてしまうのだろうか。

　いやっ！　私にやましいことなど一つもないのだが……！

「そ、その……あ、ありがとう……」

「え？」

　しかし、予想に反して彼女の口から出たのは感謝の言葉だった。

　ありがとう？　私は彼女に何も感謝されるようなことはしていないのだが？

　迷っていると、アルティナさんが口を開く。

「パ、パンツとブラジャーを選んでおいてくれて……本当に助かった……。アレがなかったら、ボ、ボクは今頃死んでた……」

「あぁ……」

　得心が行った。

　そうだった、彼女は数日前まで、穴空きボロボロパンツにノーブラだったのだ。

　そりゃ、そんな下着で何年も恋焦がれていた意中の人とセッ○スに及ぶなんて、死にたくなってもおかしくない。

　本当によかった。

　お
洒
 しゃ
 落
 れ

 なパンツとブラジャーを買っておいてよかったと、心の底から思える。

　やはり、パンツは遊びじゃない。

　私は一人の少女の命を救ってしまったのであるっ……！

「いや、お前は反省しろって」

「いったああああああああぁぁぁぁぁぁい……！」





[image: ]






　またカイン様からゲンコツを食らう。

　私へのお仕置きはまだ続いていたのだった。

「私は何もやってないのにいいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃっ……！」

　大きな叫び声が窓を越え、高い空に響き渡っていく。





　青く美しい空。

　
幼馴染
 おさななじ

 みたちの長い長い因縁に決着がつき、二人はこれからの道を共に歩き始める。

　こうして勇者同士の戦いは幕を下ろすのであった。













〈『私はサキュバスじゃありません ５』完〉







小東のら






Nora Kohigashi


神奈川県在住。著書に『転生者の私に挑んでくる無謀で有望な少女の話』（ヒーロー文庫）。









和錆






Wasabi


イラストレーター、漫画家。著書に『大図書館の羊飼い～Library 4 you～』など。










私
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 はサキュバスじゃありません　５
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